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バソコンから汎用言十算機まで含む情報処

理分野と,光技術,ディジタル技林jなど

の進歩により急、速に伸長している情報通

信分野とか,互いに協力し合って高度情

報化ネ士会ヘの扉を開こうとしている。

汎用計算機はこの棄斤しい局面を迎えて,

情報処理の中心的役割を担うとともに,

清報通信の中核としての機能が求められ

ている。

くMELCOM EXシリーズ》は,この重力

向を踏まえ,大量のデータを処理・管理

するデータベースとマノレチメディアを考

慮したネットワーク機育巨に重'点をおき開

発された計算機である。

表紙はEX840を中心としたシステムを

示す。
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汎用電子計算機《MELCOM EXシリース>の開発背畢と
言斐言十,思想

武藤達也・炭谷昂

三菱電機技報 V01.59・NO.7PI~2

当社の計算機階層の中で,最上位に位置付けされる汎用電子計算機

《MELCOM EXシリーズ>は,現行機種《MELCOM-COSM0シリ

ズ>に替る辛斤汎用計算機シリーズで,これからの高度情報化社会ヘの時

代に対応して, OA, FA,社会システムそして分散処理などのあらゆる

形態の適用分野における、システムの中核となるコンピュータ゜を基木

思、想としている。ここではその開発の背景,設言十思J劇こっいて述ベ,本

誌各論の序交としている。

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の概要と特長
田渕謹也・沢井善彦・野地保・仙波良・石橋利英

三菱電機技報 V01.59N07P3,6

《MELCOM EXシリーズ>は,《MELCOM-COSM0シリーズ》の後継

汎用言十算機として,デュアルプロセッサモデルも含め 3 モデルを開発し

た。このシリーズは,高度情報化社会における、システムの中核コンピ

ユータ゜として,ネットワークァーキテクチャMNA,エンドユーザー支

援システム《DIATALK>などにその特長があり, OA, FA, SAなど多

様な分野に適用することができる。

アブストラクト

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の分昔女情報処
王里システムCIMSⅡ

片岡信弘・中嶋昇・森嶋俊一・堀茂樹・萸僚皮恒雄

三菱電機技報 V01.59N07P16~19

CIMSΠはシステム開発の容易性と分散処理システム構築の容易性を,

その設計思想として開発を行った。これによりユーザーは容易に分散処

理時代に'、さわしいオンラインデータベースシステムを開発することが

可能である。またこのシステムは各種のシステム開発支援機能を提供し

ており,これによりシステム開発の生産性向上が期待される。

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のエンドユー

ザー支援システム《DIATALK》
山本正勝・田口和男・加藤文夫・九鬼隆彦・立花昌和

Ξ菱電機技報 V01.59NO.フ・P24~28

《DIATALK》は,エンドユーザー部門のデータ処理ヘの参加を促進し,

システム0Aの構築を支援する統合ソフトゥエアで,りレーショナルデ

ータベース処理, CODASYL形データベース処理をはじめ,使いやすぃ

対話形インタフェースでの帳票作成,グラフ作成,ワークステーション

サイトへのファイル転送,意思決定支援など広範な機能を提供する。 こ

こでは,くDIATALK》の特長,製品構成,機能概要にっいて述ベる。

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のハードゥエ
アシステム

横山繁盛・坂本巍・有賀幾夫・渡辺照久・中キ寸俊一郎
三菱電機技報 V01.59N07P7~11

《MELCOM EXシリーズ>のハードゥエアシステムは,3 モデルからな

る本体装置と,周辺端末装置で構成される。本体装置は,釦00ゲート/
モジュールのECL-LS1や超高速ECL-RAM及ぴ256KビットのDRAM

を採用し,それを高密度実装化することにより,高性能化とlm3のコン
バクト実装化を実現した。更に2種類のパッファi己憶や,高速乗除算ユ

ソト,デュアルプロセッサなどの方式技術により高い価格性能比を実
現した。

ノ

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のデータベー

ス管理システムRDMSⅡ, EDMSⅡ
小野修一・石井俊次・佐々木良男・古金谷博・佐藤正昭

三菱電機技報 V01.59N07P20~23

オペレーティングシステムGOS/VSでは,利用老の業務内容や処理の

目的に応じた効率的なデータ処理を可能とするため,2種類のデータベー

ス管理システムEDMSⅡとRDMSΠを用意している。 EDMSⅡは大規模

オンラインデータベースの構築を可能とするCODASYL形, RDMSⅡは

利用者の要求の多様化や業務の変更に柔軟に対応できる本格的りレーシ

ヨナルデータベースである。 EDMSⅡとRDMSⅡ市口互間のデータ抽出,

投入も容易である。

汎用電子言十算機《MELCOM EXシリーズ》のネットワー
クシステムMNA

藤間孝雄・桂川泰祥・籠田隆・太田潔・冨川哲司
三菱電機技報 V01.59・NO.フ・P12~15

くMELCOM EXシリーズ)のネットワークシステムを制御するソフトゥ

エアは,ネットワークァーキテクチャMNAのもとに設昔十され,当ネ士ネッ

トワーク製品のサポート,異機種計算機との接続,及ぴDDX網, LANな

ど新しい通信メディアへの対応を主眼に開発された。ここでは,このソ

フトゥエアがサポートする各種ネットワークとその設言十思〆劇こっいて紹
介する。

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のソフトゥエア
生産性向上支援システム《SVVEET》
宮西博彰・山本森樹・津滝文雄・山口和彦・桐渕信男
三菱電機技報 V01.59・NO,7P29~32

GOS/VSではソフトゥエアの生産性向上ヘのアフ゜ローチとして,日本語

の対話形支援ツールの充実によるマンマシンインタフェースの向上,ソ

フトゥエア管理情報の一元化による管理能力の向上,プログラムのパタ

ン化,再利用を要とした高生産性言語の提供,及ぴそれらを実際に使

つて行くためのシステム運用の省力化を図ることで対処してぃる。 、^、^

では上記の考えを実用化したアプリケーション開発支援システムとシス

テム運用機能の概要を述ベる。
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Mltsubishi D印ki Giho: V01.59, NO.フ,叩.16 ~ 19 (1985)

The cornmunicatlon and lnformation Management system
(CIMS11) ofthe MELCOM S引ies Ex computers

by Nobuhiro Katヨ0kヨ, Nohoru Nヨkashima, shun'ichi MOTlshima. shigeki Hori
& T$uneo Nヨmh3

The clMSⅡ Sy、tem was developed roTthe MELCOM serles Ex comPⅡιers
【o slmP11fy system developmenl and the conflgul'ation of distl'ibuted pl'0、
Cessing systcms The sys【cm read11y enablcs lhe use110 deYelop on・11ne data・
base s),S【ems for diSれ'1bu【ed plocessin3 Conflg111、atlons, and it also ofroTs a
fU11】、ange ofsy吼em developmeΠ1・SUPPOTt cal〕abili11es [11at 3Tea11y faC111捻tos
Syslcm deve】opment

Abstracts

肺tsublshi oenkl Giho: V01.59, NO.フ,叩.20 ~ 23 (1985)

The Database Management systemS 旧DMS", EDMS11)
Ofthe MELCOM series Ex computers

SaSヨki,by shulchl ono, Tosh壮Sugu lshii, Yoshio
Hiroshi Koganeya & MaS舶ki sato

Two database manageme口tsystems, EDMS11and RDMSⅡ, have been de・
Veloped for Ⅱ]e GOS/vs envh・onment ofthe MELCOM senes Ex com・
P11teTS.1he いYo systems are designed for efflcient data pl'ocessing with a
Variety of flelds and processin30bjectives. EDMS11is a coDASYL・type
System capable of conflguring lal'ge・scale on・1ine databases,、vh11e RDMsn
is a l・elaⅡonal data、ase "鳴tem that pTovideS ιhe nexibⅡity needed to cope
With diversiflcation ofusel' needs oT changesin opel'ational objectlves. com、
municatlon bclween EMDsn and RDMS11for data cxhaction or ently ls
also exce11ent

Mitsuhishi Denki Giho: V01.59, NO.フ,叩.1 ~ 2 (1985)

The Development Background and Design concept
Ofthe MELCOM series Ex computers

hy Talsuya Muto & Akirヨ SumitヨΠi

Ex gener址・purpose comPⅡteTs succeed theThe new MELCONl senes

as Mitsubishi Elech'ic's topof・the・1ine com・M工LCOM COSMo senes

PU[eT system、 1hc ne、v senes、vas deslgned ro provide t11e computln8 Power
essential in tl]o offlce・automation systems, factoty・automatlon systems,
dist"buted、plocesslng systems, and other types of infoTmation'intenslve
Systems and neいVorks requh'ed for an inf0訂ηation・oriented soaety The
aTtlcle in訂・oduces the development backgTound and design concepts ofthe
ne、Y series, PT0Ⅵding an lntroduction to aⅡ the articles on the series in this

Mitsubishi 0帥ki Giho: V01.59, NO.フ,叩.24 ~ 28 (1蛤5)

The DIATALK End、user support system forthe MELCOM
Series Ex computers

KヨZⅡO Tヨguchi, Ayao Kato, Takahiko Kukiby MaSヨkヨtsu Yヨmヨm010,
& MaSきkazu TachibaΠヨ

The DIATALK end、user supportsystem is an integrated s0丘Ware package
that enab】es the end user to implelnent spedalized data・processing proce、
dures. The system oHers po、verful, broad・ranging capabilities that permit
relational and coDASYL database pTocessing, and provides an easy・to、use
interface foT report and graphics generation, f11e transfer to the workstation
Site, dedsion suppoTt, and other opetations. The alticle introduces the
featuTes, structure, and capabilities of the DIATALK system.

Issue

Mitsubishi oenki Giho: V01.5g, NO.フ,叩.3 -・ 6 (1g85)

An outline ofthe MELCOM series Ex computers
and Their Features

Noji,by Kinya TnhⅡChi' Yoshihlko SヨW01, Tamotsu
Ryo semha 且 Toshihlde lshihヨShl

MELCOM senes Ex general・PUTpose computels, developed assuccessors
t。 the MELCOM COSMo series, are ava11able in thl'ee models,indudlng
One with a dU址、ptocessol conflguration' Designed to serve as lhe central
CompuleT in tl】e incl'easlngly P1モValent information・intensive systems, the
Selies l〕as mu]tisha】'ed netwoTk alchitect田'e (MNA), the DIATALK end・
11Ser support system、 and o【hel featul'es designed to faC11itate automation ln
【he ofhce, factory、 and many other areas.

Mitsuhishi D印ki Giho: V01,59, NO.フ,叩.29 ~ 32 (19θ5)

The svvEET lntegrated software-Development system ofthe
MELCOM series Ex computers

hy Hiroaki Miy3nishi, MO"ki Yヨm召moto, FU皿i0 丁Sutaki,
Kazuhlko YamagⅡChi & NohⅡO KiTlhuchi

To impfove softwaTe productivity, the GOS/vs envir01】ment of the
MELCOM sel・ies Ex incorporatesJapanese・1anguage inteTactive supP飢't
toolsthat facilitate the man、macl]ine interface,unined soft、vareconh'ol data
that raise management capabⅡity, patteTned pTogrammlng, a high、produc、
tivity language based on patterned prog1且mming and the reuse ofsoftwarc、
and a new system ofimplementation that pl'ovidcs quick and easy accessto
these tools. The aTticle outlines the appHcationdevelopment・SUPP01'tsystem
and the implenlentation system that rea1辻e these capabⅡities.

Mitsubishi D肌ki Giho: V01、舶, NO.フ'即.12 ~ 15 (1985)

The MUⅢShared Network Architecture (MNA) syslem
Ofthe MELCOM series Ex computers

T3kきShi Kヨgotヨ.hy Takao Fujimヨ, Ya5Uyoshi KatsuTヨgヨWa,
κ{yoshi ota &丁巳tsugi Tomlkawa

The controlsoftware of 血e MELCOM series Ex network syste1Π imple・
ments this series' Multlshared netwoTk architecture in supportin留 tl]e cor、
Polation's neいVOTk products,1inking with othet types of comPⅡter systems、
and adapting to digilal data・exchange netwoTks,10cal・area networks, and
Other new comm11nicanon media. The aTtic]e introduces the dHferenttypes
Of networks this soft、vaTe can suppoTt and discusses the design concepts of
these neいYorks

Milsuhishi 0印ki Giho: V01.59, NO.フ,叩.フ~ 11 (1985)

The Hardware system ofthe MELCOM serles Ex computers

by shigemori Yokoyamヨ' Tヨkashl Sヨkヨmoto,1kuo Alugき,
TerⅡhiSヨ Wヨtanabe & shun'ichiro Nヨkヨmura

The h町dware system of these computers consists of one of three types of
mainframesin combination withpetjpherals and teTminals.The mainftame
incorporates ECL Lsls with 6,ooo gates/module, very high・speed ECL
RAMS, and 256K DRAMsin a high・density conflguration that boosts per・
fotmance while Teducing the size to acompactlm .1naddition,two types of
bU丘er stota留e, a h璃h、speed multip]ier/dividel unit, dual processors, and
OtheT methods have been used to boost cost/perfotmance.
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汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のハードウェア
設計支援システム

清尾克彦・高橋章・村井真一・佐藤興二゛兪両洋一

三菱電機技報 V01.59・N07P33~36

近年の半導体テクノロジーの急速な進歩は,汎用計算機分野での競争を

激しいものにしている。競合力向上のために機能の高度化・高性能化が

求められるとともに開発期問の短縮が要求されている。このような状況

において,ハードウェア設言十支援システム(CAD)が,製品開発のーつ

のキーポイントとなってきている。ここでは新汎用計算機《MELCOM

EXシリーズ》の開発で適用したCADシステムについて,その開発思想と

概要について述ベる。

アブストラクト

原子力発電所運転支援インストラクションシステム

1.インストラクションシステムの全体構成
岡本佳三・加藤彰朗・田中光雄・谷衞・増井隆雄

三菱電機技報 V01.59,N07P37~42

原子力発電の比重が増すにつれ,その運転信頼性と稼動率の向上がます

ます重要な課題となっている。この目的を達成するために,昭和55年度

から5か年計画の通産省補助事業の・一環として, PWR原子力発電所運転

支援のためのインストラクションシステムを開発した。このシステムは

異常の早期検出と診断及び操作ガイドを与えて運転員を支援するもので

ある。ここでは開発背景やシステム機能,構成にっいて述ベ,更に有効

性確認のための検証試験の概要を述ベる。

高速マイクロコントローラのディジタルレーダディスプ

レイへの応用

徳丸芳孝・森1翻頃一

三菱電機技報 V01.59NO.7P53~57

近年,ディジタル化の波に乗って,アナログからディジタルへの移行が

行われて久しいが,レーダディスプレイの分野においても,操作性,保

守性の観点からディジタル化が進んでいる。当社では,レーダ信号処理

もファームウェアで処理するために,高速のマイクロコントローラMC

を開発した。今回,このMCを用いてディジタルレーダブライトディス

プレイ装置の実用化に成功し,運輸省航空局に納入したので,その概要

を紹介する。

原子力発電所運転支援インストラクションシステム

2.インストラクションシステムの要素技術

荻野敬辿・辻秀一・藤田ι隹三・岡本佳三・仲尾政春・横山輝邦・吉村徳次
三菱電機技報 V01.59N07・P43~47

インストラクションシステムの高度な要求を満たすには,開発開始当時

からみると幾つかの革新的な要素技術の開発を必要とした。ここでは,

このうち最も重要なものとして,異常診断技術,分散処理計算機,フル

グラフィックCRT技術及びプラントシミュレータ技術を紹介する。これ

ら要素技術の開発は,開発期問の前半から中盤にかけ成功裡に完了し,

実用的なレベルのトータルシステムである実証システムの実現に不可欠

のものとなった。

複合計算機による核融合実験モニタリングシステム
大薮勲・安達和夫・松尾和馬・福地陽一・香木靖男

三菱電機技報 V01.59NO.7P58~63

この複合計算機システムは,複数のCAMACクレート,くME上COM 70/30

C》,《MELCOM70/250》で構成され,日本原子力研究所納め高性能トカ

マク開発試験装置(JFT-2M)で発生する実験データの収集.早析・

格納を行うものである。このシステムは効率の良い核融合実験装置の運

用を目的とし,実験データの一元管理・解析をねらったもので,高速デ

ータ収集,拡張挫に富んだ階屑化システム構成,使いやすい利用者イン

タフェースなどの特長を備えている。

フ7k>蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の実用化

1藤淳・朝倉正勝・志知勝・水野宏手小伊藤克明

三菱電機技報 V01.59・N07P48~52

ガス絶緑変圧器の大容量化を目指す新しい冷却方式として蒸発冷却方式

の開発が進められているが,この度,実用第1号機として関西電力総西

白浜変電所向けに屋外用蒸発冷却式ガス絶緑変圧器を納入したのに続き,

屋内変電所用として新たに屋上冷却器方式を採用し,スペースの有効利

用を図った屋内用蒸発冷却式ガス絶縁変圧器を完成し,関西電力朗板宿

変電所に納入した。電力用変圧器としては画期的な構造をもっこの変圧

器の性能上,運用上の特長及び構造について紹介する。

分散処理志向教育用支援システム

長谷部正子・佐藤安一郎・松本裕司・梶川登

Ξ菱電機技報 V01.59・N07P64~68

教育用システムにおいても,端末接続要求の増火,パーソナルコンピュ

ータの曹及,教育内容の多様化などにより分散処理ヘの要求が急速に高

まってきた。このような要求に呼応して,東京大学教育用言十算機センタ

ーでは汎用大形機,スーパミニコン,パーソナル端末による階層形分散

ネットワーク(マルチシェアレイヤドシステム)を構成し,各階層を

有機灼に結合するとともに,分散処理における教育を支援する各種ソフ

トウェアを開発したので紹介する。

マイコン制御によるかくはん式洗濯機《Mr.かくはん》
吉田義雄・野田富士夫・廣岡博・杉野武嗣・田中満

三菱電機技報 V01.59・N07P69~73

我が国における衣類の洗浄方式は,かくはん式そして現在主流の渦巻式

にと変遷したが,くMr.かくはん》は従来のかくはん式とは異なり,かくは

ん翼の回転状態を検出し,これに基グいてモータを正逆回転制御するこ

とにより,かくはん翼を約1回転内で往復回転運効させ,衣美頁を'、り・

もみ・押し洗いで洗浄を行うマイコン制御のかくはん式であり,渦巻式

と同等の洗浄力をもち,布をからめない,更には洗濯物の量に応ヒて自

動珀りに水流が変化するなどの特長をもっている。



M託Subishi nenki Giho: V01.59. NO.フ.叩.53 ~57 (1985)

The Application of a High・speed Microcontr011er
O a Digital Radar Display

by Yoshitヨkヨ TokUⅧ討Ⅱ& shin'ichi Moliwaki

In recenl years 【here has been a steady chanσeover h'om analog to digltal
Ins【rumen【ation. TI]is trend has also entered the fleld ofTadal'・display equip・
men【, whcre digⅡaltechniques havcbcen effeCⅡVely ⅡSed to improveopera・
bⅡiιy and malnιainab111ty Mltsublshi Electric has developed the 八Ic high'
Speed microconh'011er to in〕plement radaT・signal processing in flrm、varc
Thc alticle descl'ibes an MC・based bTigl]t digital・radal' display developed
、uccessfⅡⅡy by Mitsubishi Elect】'ic and delivel'ed lo thejapan civilAYiation
BUI'ea11.

Abstracts

Mitsuhishi D印ki Giho: V01.59, NO.フ,叩.58 ~ 63 (1g85)

A TWO・computer Monitoring system for use
in Nuclear-Fusion Experiments

by l$ヨ0 oyahu,κヨZUO AdヨChi' Kazuma Matsuo' Yoichi Fuk此hi & YヨSUO Komoto

This system is used attheJapan Atomic Enel'gy Research lnstitute σAERI)
to c0Ⅱecl, analyze, and Sιore test da【a genel'a【ed byJAERI'SJFT・2M expeτ1・
mental fusion torus appal'atus.1t cons】sts of 【en cAMAC (computer・
automated measurement and conh'01) CTatcs, a 入IELC0入1 70/30c com・
Puter, and a NIELCOM 70/250 comP11tel, and W砥 designed t0 1'alse the
Opel'ating efflciency oftheJFT・2M and to provide integrated management
and analysis of test data. The system has a 】ayered al'chitectul'e for hig]]・
Speed data acguisitlon and ease of cxpan510n, an easy・{0・use lnta'face、 and
many 0Ⅱ]er umque featuTes

M託Suhishi oenki Giho: V01.5g, NO.フ,叩.33 ~ 36 (1g85)

The Hardware・Design support system ofthe MELCOM series
Ex computers

by Katsuhiko S印, Aklrヨ Takヨhヨ5hi, shin'ichi MU『ヨ1, Koji Sヨto & Yoichi KⅡtamatsu

丁he lapld advances made bysemiconduct01'techn010gy in l'ecent ycaTs havc
accelerated compet1110n ln mal'ke6ng genel'al・Pulpose computel' systems
T0 1'emaln compctiιIve、 computels must provide evel' hlghel' perfoTmanco
and lncreaslng】y sophislicated functions; moTeovej',they must be developed
1'apldly ovel' a vel'y shoTt period. compu【er・aided design of l]aldW田'e is or
VitalimpoTtance t0 仕11S proces$. The article discusses the degignconcePι and
deYelopmenTal backσ1'ound of 【he cAD sy吼em lned t0 号enel'ate the haTd・
WaTe f01' d〕e MELCOM selies Ex genel'al・PUTpose computels

剛tsublshi D印ki Giho: V01.59, NO,フ,叩' 64 ~卵(1985)

An Educational support system with Distrlbuted processing

hy Ma$ako Hasebe, Yasuichilo sato, Yuji Matsumoto & NoborⅡ Kヨjikawa

The demand for distnbutedprocessing in educahonalcompUιersystems has
nsen rapidly due to the larger n11mbcT of on・1ine terl"ina】S,ina'easing t11C
Use of personal computers、且nd thc divcTslfying edⅡCabona】 curl'icula that
these systems have lo supp01't. To cope 、VⅡh this demand ln lts own fac】1itie5,
the Educational computer centre univel'si【y of Tokyo (ECCUT) h砥 Con・
flguNd a layered, diSιributed neいVOTk (the MultlshaTe La>で1'od syslcm)
based on a genel'al-purpose laTge・scale comPⅡ【el',5Uper minlcomputeT、 and
Pel'sonaltel'minals.Jolntly developed by ECCUT and Nli6Ublsl】i Eledl'ic,
the sySιem features a layel'ed al'chltectuTe wlth fUⅡ lnlcTla)'cr lntedlation
and acomprehe口Sive range ofeduca60nalsuppo]'tsoft、Yare deYeloped espe・
CiaⅡy f01' distributed ploC部Slng. The al'ιIcle descTib伽 dle system and its
Software

MitS此ishi De"ki Giho: V01,59, NO.フ,叩,37 ~ 42 (1985)

A computerized operator・support system
Power plants in Japan (part l: The overa11

by Yoshizo okヨmoto, Akio Kato' Mitsu0 丁ヨnヨka, Mamoru Tani & Tヨkヨ0 Ma$ui

As nudeal'・powel plants begin to gena'ate a 1印'ger proportion of e】eCιnc
PO、ver, the opcrational reliab111ty and availability of these plants become
increasingly important. To realize improvemel]t in these areas, a compu[・
e11Zcd opel'at0卜Supporι Syst臼れ(1nsh'uctlon system) for pwR nucleal・P0工νer
Plan【s has beenjoindy developed by Mitsubishl Heavy lndustl'y, Mitsubishl
Atomic powel' 1ndustncs、 and Mltsublshi Electl'1C as pal't of a flve・yeal' PTO・
ject beginnlng ln 1980 and supporιed by tl)e Minlslry onnternational TI'ade
and lndustry (MITD. The "唱tem assists opeTators by early detection, diag
nosis、 and pl'ovislon of opel'aι10n guidelines during abnormal translent
Opelatlon.1he al'hde outljnes the system's development background, func・
tions, and conflguration, and S山れmarizes the results of a validation test
deslgned to gauge the system、 effectlveness

剛tS仙Ishi Denki Glho: V01.59, NO.フ,叩.冊~ 73 (1985)

A Microcomputer・contr011ed Agitator・Type ゛1ashing Machine

hy Yoshio Yoshidヨ, Fujio Noda,"iroshi Hirooka,丁akeshi sugino & M社Suru lanaka

MostJapanese washlng machlnes are thc agl【a【or type and the majo"t> of
these employ a modlfled pulsat0τ・type vane tl〕at pel'10djcaⅡy l'evelses lts
rotation. Mitsubish】 Elech'ic's ne、Y compuleT、conわ'011ed ag]【a【or・1ype wasl〕・
ing machine omploys a vane・rotation deted01' and mに1'ocomP11teT contl'01
that reverses the vane l'otauon 、Ⅵthin applo×1mately one j'eYOIU60n, agi【at・
ing, Rneadinσ, and scrubblng dou]es clean. The ne、v mac】]ine's dean1Πσ Pel'・
formance is equlvalentto tl〕al of convenⅡonal a3itatoT mad】1nes、 butil do"
nottangle the doth価.1n add1Ⅱon,it automa11Ca11y varics 【he tub wate11evel
to match t11e dotl〕ing load

for pvvR Nuclear-

Conflguratlon)

Milsuhishi Denki Giho: V01.59, NO.フ.叩、 43 ~ 47 (1985)

A computerized operator・support system for pvvR Nuclear
Power plants in Japan (part 2: Techn010gical Developments)

hy Takamichi 0旦ino, shuichi TS叩. YUZO Fujitヨ, Yoshizo okヨmoto, Masah討U Nヨkao'
Terukuni Yokoyama & Tokuji YoshimU胎

The essential fⅡ'S【 step in producing a hi8hly sophisticated operator・SUPP01't
System for pwR nudear・power plants was the development ofseveralrevo・
Iutionary ne、v elementaltechn010gjes. These techn010gies wa'e successfUⅡy
developed ovel' the f11'ゞ 1〕alf of tl】c gystem's flveyear development period
and l〕TOYed mvaluable to t】]e compleⅡon of Ⅱ〕e total "婚tem. The aTtlcle
In【roducc、 the pTinclpal elemenral techn0108i" foT plant slmulaⅡon,
anon]a1γ diagnosis, d玲tlibuwd compu[el' 5ystems、 and cRT graphics

Mitsuhishi D即ki Giho: V01.舶, NO.フ,叩.4B ~ 52 (1g85)

A 77kv vapor・cooled Gas・1nsulated Transformer

by At5U5hi Kudo, Masakヨtsu Asakun' Ma5alu shiohi, Hirokazu MIZⅡno & Katsuakilto

Mitsubishi E】ech'ic has produced and deHvered a large・scale vapor・cooled、
Indo01'・use, gas・1nsulatcd transfolmer with a space・savins rooftop cooling
Unilfolthe l[町吼do substation ofthe Kansal Eledric po、vel' company Thc
ne、Y ι1'ansformel' is the successoT to an outdoor・use vap01'・CO0】ed gas・
insulaιed transformel' previously delive】'ed ι01くansal Electl'Jc poweT con]・
Pany'S N玲hi・shirahama subsla【10n Tbe al'tlcle discussessisnlflcant featⅡles
Of lhe nc、v tl'ansfoTmeT's pel'fo、mance, opela【10n, and sb'uctule

ゞ



特集

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の
開発背景と設計思、想

1.まえがき

近年計算機の利用形態は,ピリネス,科学計算,技術計算,産業用の

各分野におⅥて,ますます多様化し高度化してきた。

φわゆる汎用計算機からスーパコンビュータ,ミニコンビュータ,オフィスコン

ピュータ,パーソナルコンビュータそして端末に至るまで割・算機システ△はハ

ードゥエアとソフトゥエアの技術のいちじるしい進歩に裏うちされて,こ

れらの時代の二ーズにこたえつつぁる。

また,高度情報化社会の実現に向けて,上述の汎用計算機から端

末に至る各種コンボーネントと,それらを結合する LAN 又はネットワー

クにより OA, FA,社会システム, HA等々,多様な計算機システム

が展開しつつある。

とうした社会環境の中で,当社は昭和釦年1

月に,汎用計算機の新機種として《MELCOM

EX830, EX8如, EX850》の 3機種を発表した。

とれら新機種は,現行機種《MELCOM-COSMO

シリーズ》に替る新汎用電子計算機《MELCOM EX

シリーズンの第1弾となるもので,高度情報化社会

に対応して,あらゆる形態の"システ△の中核コン

ピュータ"となり得ベく,ハードゥエア,ソフトゥエア両面

から侠重に開発を進めてきたものである。

ここでは,その開発の背景,設計思想Kつ込て

述ベ,以下本言志の各論の序文としたい。

2.開発の背景と設計思想

新・汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》(以

下, EXシリーズとよぶ)は,当社の計算機システム

階層の中で最上位に位羅刊サされる(図 1.)。従

来この領域は,くMELCOM-COSM0シリーズ》(以

下, COSM0 シリーズとよぶ)で対応してきた。し

かし INS 時代に向けて,世の中の二ーズは,高度

で多様なネリトワーキングを要求し,システム規模,性

能の拡大・向上ヘの対応,アナ竹ーションの多様化,

データ量の増大に伴うソフトゥエア生産性向上ヘの対

応などが強く求められてきた。

こうした二ーズに十分にこたえるには,従来機

種の部分的改良では対応が困難で,ハードゥエアも

ソフトゥエアでも拡張性に限界があった。この壁を手丁

破するには,ハードゥエア,ソフトゥエア両西での根本

的なアー牛テクチャ変革が必要になる。またーカ,既

存の COSM0シリーズユーザーにとっては,既にかか

えているぱ'く大なアナJケーションソフトゥエアの財産,

設置済みの入出力機器,手慨れたオペレーションとい

う無形の財産などがあり,当然これに対する互換

性が求められる。この二つの重要な要求を如何に

解決するかが新機種シリーズ開発にとって大きな課題になったわけで

ある。

そこで, COSM0シリーズの世界から, EXシリーズの世界ヘの一層

の発展と込う形で以下に示ナ事項の展開を図り,との間題の解決と

時代の二ーズへの対応をねらったのである。

2.1 システム規模の多様化・高度化ヘの対応

先にも述ベたよう忙,1NS時代に向って汎用計算機の利用形態は,

OA, FA,社会システ△, HA,分散処理システ△たどまナます多様化

しつつぁる。また汎用計算機上で走行するアナ竹ーションソフトゥエアに

ついて、,ビジネス,科学技術計算の各分野において様々なシステム構

築に適応すべく,より高度の処理性能要求が増大する傾向にある。
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EXシリーズでは,これらの二ーズに対応して行くため,ソフトゥエア

西ではまずOS のアーキテクチャを一新し, COSM0シリーズで強かった

科学技術計算に加えて,事務計算及びデータベース忙強いものとする

とともに論理空問,接続デバイス数などの拡張性での制約を取り除こ

うとした。またハードゥエア面でも,最新のテクノロジーを駆使して,こ

のクラスの汎用機としては他に類のないコンパクトな本体を実現し,

更に設匙後の拡張が容易で,経済的にデュアルづロセ,,サを構築できる

デュアルづロセッサアーキテクチャとし,ユーザーのシステム拡火ヘの対応を容

易にすることをねらいとした。

2.2 1NS 時代におけるネットワークへの対応

胎リ剣肖俗Hヒ社会に向って, OA, FA,社会システム, HAヘの発展は

めざましいものがあるが,とれらの根底をなすものは,分散処理と

分散化された処理コンボーネントを結合するネットワークシステ△である。

そこ忙は, OAネヅトワーク, FA ネ,,トワーク,分散処理ネットワーク,他系

ネットワーク,そしてグローバルなネヅトワークシステムの諸形態が存在し,こ

れらネ,介ワークの中核忙なる汎用計算機に対しては,より高度で,

よ斬高性能な通信処理機能とデータベースの管理が要求される。

EXシリーズでは,との二ーズK対して三菱ネリトワークァーキテクチャMNA

で対応すべく,ハードゥエア面では,本体のチャネル機能・性能を高度

なものとするほか,インデJジェンスを持つ多回線通信制御装置を開発

するとともに,ソフトゥエア面では,基本 OS に仮想通信アクセス法を

始めとするネヅトワーク制御膝能を持たせて,多種多様な通信形態K

対応できるようにした。

2.3 エンドユーザーが求める"使いやすさ"への対応

従来計算機システ△は,導入部門の専門スヌ,フによって手川司かつ運

用されてきた。しかしミニコンビュータ,パーソナルコンビュータ,端末義どの発

達普及によって,企業の個人個人が利用するに至り,更にはこれら

がネヅトワークによって結合されるととにより社会全体で利用される

形態に発展してきてⅥる。こらしたマ}レチ]ーザー環境の中で,汎用計

算機に求められるものは,多種・多様のシステ△資源とアづりケーション

を効果的に管理する能力であり,統合機能の提供である。またそれ

とともに,マンマシンインタフェースにおいて,ユーザーからみたオペレーショ

ンの親しみやすさ,使いやすさであろう。

EXシリーズは,エンドユーザーにとって宗見しみやすく,使いやすいも

のにすることを,開発思想の重要なボイントのーつとした。特に,1

ンドユーザー支援システムDIATALKは,この理念の、とにまとめ上げ

られたソフトゥエアの集大成で,文怜司杉で,日本語をべース K,パーソナル

コンピュータを使うような感覚で汎用計算機を利用できるようにした

ものである。

2.4 アプリケーションソフトゥエアの生産性向上

INS時代に向って,上述のように計算機の利用形態が多様化するに

伴い,ユーザーの作成するアナ」ケーションソフトゥエアは,今後ますます増

大し,かつ複雑化していくことが予想される。こうした環境の中で,

これらの"中核コンピュータ"となる汎用計算機に)Rめられるものは,

当然のととながらソフトゥエアの生産性向上のための手段でありツール

であろう。

EXシリーズでは,こうしたアナJケーションシステム脱模の拡大ヘの対応

として,開発から保守までの一貫したソフトゥエア生産工程でのアナJ

ケーシ.ン開発支援システムSWEET を開発整備し,ユーザーに提イ共して

行くことをねらいとした。特に当社の OAシステムの中で,オフィスコン

ビュータM80シリーズのユーザーが上位の EXシリーズに展開できるよう

に,噺務用簡易言語をサボートするなどの配慮もしている。

2.5 COSM0 シリーズからの移行ヘの対処

当社の現行汎用機種COSM0シリーズを愛用していただいている顧

客のソフトゥエア財産,入出力機器を,新機種にて、きるだけ容易{て,

効率よく移行できるように配慮することは,新機種開発に当るメー

カー側の義務であると認識している。

EXシリーズは,ハードゥエアも,基本 OS も COSM0シリーズとは異

なる新しいアーキテクチャを採用した新汎用計算機システムであるが,

COSM0シリーズとはできる限り互換性を持たせ, COSM0ユーザーの

、つてぃるアナJケーションソフトゥエアの財産,入出力機暑号,端末をすな

おに移行できるようなアーキテクチャとし,更に移行のための各種ツー

ルを用意して,スムーズなりづレースを可能とするととを,開発のねら

いの重要なボイントのーつとしたのである。

以上, EXシリーズの開発に至る背景と開発思想について述ベた。

EXシリーズの特長,概要及びハードゥエア,ソフトゥエア,設計支援ツール

"CAD"などにつぃては,本言志の以下の章で詳しく論じて込る。

冒頭忙述ベたように,高度情報化社会の実現に向って計算機シス

テムの利用技術が,ますます多様化,高度化して行くものと予想さ

れるが,それに伴いより複雑なアづ"ーシ.ンの発生,データ量の増大,

ユーザーインタフェースの高度化などにより,今後,汎用計算機ヘの依存

度が増し,性能向上ヘの要求が一層強まるものと考えられる。

我々は,これらの二ーズにこたえて, COSM0 シリーズから飛蹄狩勺

な変革・発展をもたらしつつぁるとの EXシリーズを,今後ソフトゥエア,

ハードゥエア両面で一段と発展させ,強力なものとしていく老えであ

る。
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特集

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の概要と特長

計算機の社会ヘの急速な広がりとともに,ユーザーの二ーズは多様化

q高度化してきている。《MELCOM EXシリーズ》(以下, Exbリーズ

とよぶ)はこれらに対応し,様々の分野に適用できる"シスデ△の中

核コンピュータ"として開発したものである。

EXシリーズは,パーソナルコンピュータ,オフィスターミナル,オフィスコンビュータ,

産業用コンeユータ,ミニコンビュータ,汎用計算機などで構成される当社

の OA, FAシステムなどの"ホストコンビュータ"として位置付けること

ができるとと、に,他の大規模なネ四トワークシステムに対しては,"分

散コンビュータ"としての機能を実現することができる。

EXシリーズは,《MELCOM-COSM0 シリーズ>(以下, COSM0シ

リーズとよぶ)での経験巴特長を生かしつつ,上に述ベた目的を逹成

するためハードゥエア,ソフトゥエアの両面からアーキテクチャの拡充.発展

を行ったものである。

本稿では, EXシリーズの以下に示す四つの特長と,それらを支え

ている各1重十支司盲をヰ1、Dにi水ベる。

(1)システ△の規模・性能の拡大・向上にこたえるデュアルづロセ.,サシ

まえがき

田渕謹也、・沢井善彦、・野,地

ステ△

(2) 1NS 時代に対応するネットワークシステムMNA

(3)使仏やすく親しみやすい1ンドユーザー支援システム《DIATALK>

(4)ソフトゥエアの生産性向上を追求した統合化アナ竹ーシ.ン開発支

援システム《SWEET》

時代の要言青にこたえ,1寺にネ,ワトワークシステムとデータベースシステムの袖五

度化に対応できる汎用計算機として開発した EXシリーズは,ハードゥ

エアとソフトゥエアのハ'ランスに重点をおいて,開発設計したものであ

る。

EXシリーズ本体については,当社LS1研究所で開発した最先端テ

クノ0ジを採用することにより,汎用計算機巴しては画期的な lm含,

Im.(EX830, EX840 の場合)の省スペースマシンを実現τj翫素子

としては,ミ命理回路にゲート遅延時問500ビコ秒/ゲート,集積度6,000

ゲート/モづユールの高速一高密皮ECL-LS1を実饗し,主記憶装置に

は,256K ビ四ト/チ,づの超高密疫LS1を採jUしている。

保、.仙波

2 ノ、^ ドウェアシステムの概要と特長

良、・石橋利英"
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図 1. EX850の外観

デイスク

制御衾置

チヤ才、ル

磁気テープ
制御装置

ず

サービス
プロセッサ

ローカル
入出力

制御裟置

図 2. EX850 のシステム構成例
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システムバッケージ
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システム

OAS

ファクトリー
オートメーション
ンステム

FAS

図示検索
EQF

リレーショナル

テータペース検柔
ROL

務・業種パッケージ

医療情報
システム

MELHOP

対話影VSAM
フフイル輪柔ⅥP

経理・会計
パッケージ
MELACS

マルチメディア情報処理システム三菱Jsn

データペース

検索
IDP

エンドユーザ]

支援
DIATALK

小売業情報
システム

METRAS

生産管理
ノぐツウ、^ジ
MELMAS

ドユーザー支援システムDIATALK工ン

卦話影
ビゾネスグラフ
作成
恰P

プログラミング言語

アブリケーソヨン

閏発主援
Sリ托訂

COBOL

住民情報
システム

ME丁RO

販売管理
ノぐ、yウ、^ジ
CDMS

対話形

帳票作成
IRP

分散情報
処チ里
CIMSⅡ

FORTRAN

77

物ン為・倉庫
ウ血王里
ノぐツケージ
ADCS

電子メール
EMAIL

図形処理
MGKSⅡ

RPGⅡ

意思決定
支援システム

DSSノⅡ

経営計画・技術計算プログラム

各種
支援
ユーティリテイ

統言十・
経営言十画
MSL
ECOM

PROLOG

図 1.に示すように, EXシリーズの最上位モデルEX850 は,との

クラスの汎用計算機としては他に類を見ないデュアルづロセ,,サシステ△で

あり, EX8如に増設づ0セリサ架を付加するだけで構成できるフィー

ルドアッづグレード可能な計算機である。図 2.に EX850 を中心とした

システム構成例を示す。との例に示すように, EX850 は,ーつの主

ヨ引意を2式の基本処理装置及びチャネルが共有する形をとり,ーつの

オペレーティングシステムGOS/VSの制御下で,処理の最適配分,順序

制御を行うととにより, EX8如に比ベ約1.7倍の性能を実現して

仏る。また,演算性能のみならず,入出カチャネルの処理能力を倍加

させるととができ,システ△規模の拡大にイ半うデータ処理量の増大に

対処しうる拡張性を持ったアーキテクチャである。

EXシリーズの周辺機器では,大容量データベースシステムに対応して,

1.2Gバイト,2.5Gパイトの磁気ディスク装置の利用を可能とする岻か,

ネットワークシステムに対しては, DDX を始めとする広域網,三斐口ーカ

ルエリアネットワーク《MELNET》との接続などが可能な通信制御装置を

開発した。

名4重辞書

PROGRESS

Π

数理計画
FMIP
NPS *1

アブリケーション開発支援システムSWEET
ワーク
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CIMSIAOF
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ワークステーション支援システムVvssn
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処理支援
VVSPF

図 3.オベレーティングシステム GOS/VS の体系
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プログラム
開発支援
WSDF

CAD/CAM
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CIMS/ADF
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WSPRIN丁
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牙裁1ランザクノヨン
犠戻
C似SmTF

"システ△の中核コンピュータ"を実現するオベレーティング勧ステ△GOS/VS

の体系を図 3.に示す。

各システ△ごとの概要と特長を述ベる前に,とれらのシステ△を支

える GOS/VS基本部の特長をまとめる。

(1)システム規模忙対する拡張性

最大ユーザー数,最大端末数,最大接続デハ'イス数が, COSM0シリー

ズに比ベて約10倍拡張できる。

(2)システム処理能力の向上

デュアルづ0セッサシステムのサボートの抵か,計算機の各種資源利用の最適

化を図る機能を強化した。

(3)情報蓄積能力の拡大

オペレーティングシステム GOS/VS の概要と特長

自動運転システムEOS

拡張操作

機能
EOCF

*1 NPSはMR1社の商標

*2 1MSLは米国IMSLネ士の商標

*3 SAPは米国SRAC社の商標

*4 FEMASはTIS社の商標

自動運転

機能
AOCF

大規模

ホスト計算機

大ま見模ネットワーク
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DP

シリーズ

M80
シリーズ

M70
シリーズ

M5000

1、2Gバイト,2.5Gバイトの大容墨丁滋気ディスク装置のサボートを始め,

大容量,マルチメディアに対応したファイルシステムが構築できる。

(4)システム構築の容易性

M350
シリーズ

図 4. MNA における EXしりーズの位置付け

MULTn6
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TSS/パッチで同一のヨマンドづ0シージャ機能が利用できるほか,システ

ム運用・操作を簡素化できるオペレーションづロシージャ機能が利用できる。

(5)信頼性の向上

障害発生時の検出及び情報収集機能に加えて,障害回復又は障害の

局所化を行い,システムダウンの発生を減少させる。

以下, GOS/VSの主要なシステ△について概要と特長を述ベる。

3.1 三菱ネットワークァーキテクチャ MNA

図 4,に示すように, EXシリーズは,当社のパーソナルコンピュータ,オフィ

スターミナル,オフィスコンピュータ,産業用コンビュータ,ミニコンビュータ, COS'

M0シリーズを含む汎用計算機と統一されたネリトワークァーキテクチャ

MNA て味吉合するととができる。

EXシリーズでは,ネットワーク{C特長あるシステムとするため,通信速

度50b郡~56Kb郡,最大訟回線まで接続できるコンパクトな通悟'制

御装置を開発した。との上で動作するネヅトワーク制御づ0グラ△は,

EXシリーズ本体上の仮想通信アクセス法と機能分担し,特定回線,公

衆回線はもとより DDX網,りング形LAN,ハ'ス形 LAN など,目

的用途に応じた接続を可能とする。

また,他の大規模なネットワークシステム,例えばIBM 計算機で構成

されるネヅトワークに対しては, EXシリーズを IBM謝算機と共存させ

るととも可能としている。更に先に述ベた「分散」「ホスト」の両機

能をもつ計算機として, RJE (りモー"ヨづエントリ),端末パススルー機

能に加え,分散ワアイル転送/アクセス,分散トランザクション処理,システ

ム間通信といった機能により,'1洞かれたネヅトワーク"の実現を目指

Lている。

3.2分散情報処理システム CIMS Ⅱ

計算機と通信回線網の発達と普及に伴い,在庫管理,生産管理を始

めとするオンライン処理に対して,多種多様のデータへの要求力珂金ま

リ,高度のデータベース機能が不可欠となりつつぁる。

EXシリーズでは,この要求にこたえて,オンライン機能とデータベース

機能を統合し,更に分散処理ヘの展開をめざす分散情報処理システ△

CIMSⅡを提供する。

データベース機能としては,データベースの橘築が容易で表形式を基本

とするりレーショナルデータベースRDMS Ⅱ及び大規模システ△向きのデー

タベースとして, CODASYL形の EDMS Ⅱが利用可能である。オン

ライン機能は, COSM0 シリーズにおけるオンラインシステ△ CIMS 及び

TIMS の技術を生し,更に分散処理に対応して,異なる計算機上で

のオンラインシステム剛の通信を行うととを可能として仏る。またこれ

らに加えて,オンラインシステ△でのづログラ△作成を容易にするため,画

面編集支援GREENを始めとするアづりケーション開発支援機能CIMS

/ADF がある。

3.3 エンドユーザー支援システム《DIATALK》

"OA, FAシステムの中核コンビュータ"としての EXシリーズは,エンドユ

ーザーにとっての使いやすさ,親しみやすさを追求したものである。

このエンドユーザー支援システム《DIATALK》は,各種のデータベース

やファイルの検索,帳票(レポート)・ビづネスグラフの作成,電・f メール,

電子ファイリング,意思決定支援機能の災行などを, H木語をべースに

メニュー主体の対話形式く゛剰乍できることを特長にして゛る。図 5.

に示すように,これらの機能が《DIATALK》モニタの下で互いに有

機的な関連を持つ形で統合されている。

OA業務で老えるなら,計算機の専門家でなくてもこのシステムを

利用するととによって,各種データを検索しその結果を帳票やビづネ

スグラフとして表示したり,意思決定支援機能を利用してシ1ユレーショ

電子メール
EMAIL

意屠、決定支援

DSS/Ⅱ

電子ファイリング

EDUET

リレーショナル

データペース検索

RQL

対話形

帳票作成

IRP

DIATALK

モニタ

対話形

ビジネスグラフ作成

IGP

図示検索

EQF

ンなどの結果を報告謹泛して作成できる。更に電子メール/電子ファ

やルづ機能を使って,それらの処理清報を蓄積・配送するとと、で

きる。すなわち,手一夕処皿と文轡処理とメール処理の機能が統合さ

れている点が,使いやすさを特長づけて仏る。

3.4 アプリケーシ.ン開発支援システム《SWEET》

高度情報化社会の進展に伴仏,企業などでのづログラ△開発二ーズは

急速に高まっており,計算機を管理運営するシステム部門でのづログラ

ム開発量は増大するぱかりで,大きな問題となってきている。とれ

を解決する手段として,ーつはエンドユーザー自身が自部門で,例えぱ

1ンドユーザー支援カステム《DIATALK》を用いて,主に非定型的処理

を行っていくととである。今一つは,定型的処理用のづログラ△開発

に際し,づBグラムのライフサイクルを統一的に管郡し,各段階で支援ツ

ールを利用してづログラ△開発の生産性を向上させていくことである。

アナjケーション開発支援しステム《SWEET》は,後者の支援を目的と

したシステムであり,図 6、に示すように, H本語をべースとした対

話形式で,設計・から保守までの一貫した支援理μ寛を提供する。

3.5 マルチメディア処理システムΞ菱 JS Ⅱ

エンドユーザーが,身近に計算機を利用できるためには,データ,日本語,

文章,イメーづ.グラフ,音声などの幅広仏メディアを必要に応じて利用

できることが重要である。

EXシリーズでは, GOS/'VS の基本部を始めと L,《DIATALK》,

《SWEET》などのシステ△において,マルチメディア処理を前提とした

構造を組み込み,オフィスターミナル,ファクシミリ,日本語づりンタなどの機

器と組み合わせて,親しみやすいマルチメディア処理を実現している。

3.6 システム運用性の向上

一般に,計算機システ△は複消倒ヒヰ広火化する傾向にある。 OA化に

代表されるように,多くの人たが計算機を利用するようになってい

る現在,この複消材ヒ・拡大化傾向に更に拍車がかかっている。

とのため, GOS/VS では,ハードゥエア機総も効果的に利用し,シ

ステ△運用の向上を三つの点から実現している。

(1)システム生成時問の短縮,対話形導入支援づ口づラムにより,シ

対話形

データペース検索

IDP

対話形

VSAMファイル検索

ⅥP

図 5.《DIATALK》の構成
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ステムを円滑に導入できる。

(2)ハードゥエア,ソフトゥエア両面からの RASIS 機能により,システム

を安定して運用できる。

(3)自動運転システムEOS により,自動電源ON/OFFの月問ス

ケづユール,づ.づの自動スケジュール,コマンドの自動応答の機能が利用で

き,人手をかけない効率的な運用ができる。

3.フワークステーション支援システム VVSS Ⅱ

GOS/VSでは,端末からフルスクリーンで対話しながら計算機を利用

することを基本としている。このため, GOS/VS では,端末,づ

リンタなどを構成要素とするワークステーシ.ンからの対話処理システムと

して,ワークステーション支援システムWSS Ⅱが利用できる。

このWSS Ⅱは, GOS/VS におけるシステム,例えぼ,《DIATA・

LK》,《SX邸EET》などのべースを提供する基本システムでもある。

3,8 プログラミング言語

GOS/VS では, ANS1に準拠した COBOL, FORTRAN77 に加

えて, COBOLづログラミングの生産性を高める言語ANGEL,当社の

オフィスコンビュータで利用されている宗務用簡易言語PROGRESS Ⅱ,

人工知能用言語として脚光を浴びているPROLOGなども使用可能'
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3.9 各種システムパッケージ

いろいろな分野でユーザーの二ーズに合ったシステムを容易に構築でき

るように, GOS/VS では, OA, FA, SA などに各種システムパッケ

ージを用意した。とれらのシステ△パッケーづの有効活用により,"OA,

FAシステ△の中核コンビュータ"としてはもちろん,住民情報システム,

医療情報システム,セールスオートメーションシステムなどの"社会システ△の中

核コンビュータ"として利用できる。

4.むすび

以上,当社の新汎用計算機EXシリーズの概要と特長について述ベた。

EXシリーズは,高度情報化社会における OA, FA, SA などの各

種システムの中核として利用できるように,ソフトゥエア,ハードゥエア共

大幅なアーキテクチャ拡充を行った。今後は,この上に立って,ネットワ

ークァーキテクチャ MNA やエンドユーザー支援カステ△《DIATALK》を始め

とするシステムの機能・性能をより一層充実させることにより1刑か

れたそして親しみやすい計算機とする吉えである。
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特集

汎用電子言十算機《MELCOM EXシリーズ》の
ノ、ードウェアシステム

《MELCOM EXシリーズ》(以下, EXシリーズとよぶ)のハードゥエアは,

あらゆる形態の分野におけるシステムの中核となる汎用計算機システム

として開発され,中形汎用計算機である本体装置と,それに接続さ

れる周辺端末装置から構成される。システ△構成の例を図 1.に示す。

本体装置には, EX830, EX840, EX850 の 3 モデルがあり,最上

位のEX850 は,ーつの主記憶を共有する二組の基本処理装置と,

それに接続されるチャネル装置によるデュアルづロセリサ構成をとってぃ

る。また吉ξ本処理装置,チャネル装置,主記庶制御装置を全面的に超

高速 LS1化し,主ミ酎意共置のメモリ素子に 256K ビット/チヅづの超

LS1を採用し,それを高密度実装化することにより,1m.の而砧,

Im3 の体積にコンパクト化することができた。

周辺端末装置は 1.2Gハ'イト/2.5Gバ什の磁気ディスク装置や,多

様なネ四トワークが織築可能な通信制御装雁,名種LAN装朏,商速

ディリタル多重化奘1避,更忙Π木評fラインづりンタやΠオミ三吾ワークステーション

など力井妾影乞可訂皀く・ある。

まえがき
内部処卵速度の大幅向上を図っている。また主記憶装置には,256

Kビヅト/チ,づの超LS1メモリを採用し,高密疫化に役立っている。

(2)ざノし新なハードゥエアアーキテクチャ

命令の処邸速度の向上のため,命令先行制御を行うとともに,パッフ

ア1引意を命令用とデータ用に専用に持つことにより,命令フェッチと

データフェッチの同時動作を可能にしている。また EX840, EX850

では高速乗除算機構を標準として持ち,技術計算性能向上に役立っ

ている。

(3)フィールドアッづグレードが可能

EX830 は設置而チ五を変えずに, EX840 にフィールドアッづづレード可能,

EX840 は,増設づロセ,,サ(DP)架を追加することにより,容易に

EX850 にフィールドアッづグレードが可能である。

(4)自動越転奘隈の奘備

あらかじめ設定されたスケジュールに従ってシステム電源の投入・切断

が可能である。

(5)品信頼化の実現

全而的なLS1化により部品'点数を大幅に削減したこと忙よる冶H言頼

渡辺照久、・中村俊一郎、、

サービス

処理装置

主記憶装置

ローカル入出力

制御装置

基本処理装置

チャ才、ル装置

デイスク

制御装置

磁気テープ

制御装置

2.1 概要

(1)最新テクノロジーの採用

遅延時問 500ビコセカンド,1モジュールあたり最高6,000ゲートの超高速

ECL-LS1と,アクセスタイムフナノ秒及び 10ナノ秒の超高速ECL-RAM

を,基本処理装羅,主記憶制御装置,チャネル装置に全面的に採用し,

図1

ワーク
ステーーシヨン

制御装置

2

化ιともに,主記憶の 1ラー内動訂正

機能や,命令再試行機能,キャヅシュメモ

りの自動縮退などによる高信頼化を行

つている。また障害検出時の内部状態

記録機能や,障害発生前後の内部状態

を時系多Ⅲ内に記録するトレースメモリを奘

備し,障害回復時問の短縮化を図って

いる。

(の嘉速化エンジン

高速化エンづンは,オペレーティングシステム

GOS/VSの使用頻度の商込命令セ'"

をファームウェア命令化することにより,

システ△性能の向上を図ってぃる。

2.2 本体装置の構成

(1)楴成

図 2.にEX840 の本体装羅の描成を

示すψ丈F,特にことわらない限り

EX840で説明する)。本休奘羅は,主

<MELCOM EXシリーズ>システ△の枇成例

EX シリーズ本体装置

*計算機製作所**情報電子研究所

通信制御裟置

ワーク
ステーション

制御装置

記憶装置,基本処理装置,チ・ヤネル装羅,

サーEス処理装置で構成される。基本処

理装置には,16Kバイトの命令パッファ

π引意と,16Kパイトのデータバッファヨ引意と,高速乗除算ユニ"、を含む。

表 1.に EX830, EX840, EX850 の木体諸元を示す。

(2)基本処理装置(BPU)

BPU は命令ユニ,汁4U),実行ユニット(EU),記憶1制御ユニ,ト(SCU)

て中苗成される。 1U は EU と独立に動作し, EU で実行中の命令の

次の命令を主記憶から読み出して命令のデコードまで行う。また主記

憶からの命令アクセスを高速化するため,16Kハイトの命令バッワア言己

フ(481)
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MERIT11

基本処理装置

侶PU)

主記憶装置

(MMU)

サービス

処理装置

(SVP)

記憶制御
コ.ーツト

(SCU)

ーーー1

オペレータコンソール

図 2. EX840本体装置の構成
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SSU 可変長命令ユニット

MDU 高速乗除算ユニット
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項目~、~_、

」上木処劃1

表 1' EXシリーズ本体の諸元

実行ユニット

(EU)

/1、
"11

憶が用意され,一度Ξに言引意にアクセスされると,16

ハ'イトづ口,りク苔1位で命令バ,ワファ言引意に口ードされる。

バッファ而己慌1に命令命令以後の主記憶アクセスで,

があれぼ,高速に読み出される。命令パッファ記憶

の構成は 256セット X 4づロックて哘管成され,マ四eン

グブj丑北はセ'汁アソシアティづ力式を採用している。

EU は 36ピット/ワードのマイク0づログラムく、制御さ

れ,1U でデコードされた命令を受け取り,命令の

実行を行う。 EU は更に一般命令や制御命令を行

う算往信兪理演算ユニ,",メモリ問の可変長オペランド

を扱うSS形式命令の実行を行うSSユニ介,乗除

算命令を高速に実行するための高速乗除算ユニ介

で構成される。

SCUは, W, EU,チャネル装置と接続され,各

ユニットからの主記憶ヘのアクセスのづライオリティを

取って主記憶ヘのアクセス制御を行う。 SCU は更

SSU

1 ^ 羅

MDU

数

数

ノ、ー
""

既鄭 1.加0 1

令

駈

チャ才、ル發置

(CHU)

長

形

汎

夕

額

184

2/4/6 バイト

形

爪

浮動小数点レジスタ

式

#ホ,10進兪令,浮動小数点倫令,剥御

'子、
111J

レ

制

式

RR, RX, RS, SI, SS, S

御

長

184

ブ、

レ

夕

EX 850

ノ{イ
イ卜

夕

込

ト,半語,磊,倍長語,4倍長語,
(最大 16 パゴト、 256 ババト)

16 個(32 E ソト)

浮動小数点,論到1データ,可変長論

ス

に,論理アドレスから実アドレスへのアドレス変換を高速に行うための

TLB,主言己憶ヘの¥ータフェッチを高速に行らためのデータパヅファヨ引意

を備えている。 TLB は 256×2 のエントリで構成される。データパッファ

記憶は,16K ハ'イトの容量を持ち,16 ハイトづ口,,ク,256 セット X 4 づ口

.,クで構成され,セ,介アソシアティづ方式で制御される。ストアリクエストの

処理は,主記憶と,データバッファ記憶の両方忙手一夕を書く方式を採

用してぃる。更にキーロリクカ式の記憶保談の制御もSCUで行って

いる。

(3)主記憶装置(MMU)

MMUは,主記憶制御装豊(MCU)とIpk記憶ユニ汁(BMU)で構

成され, BMU は 256K ビリト/チッづのダイナミ,,クメモリを使用し(図

3.),最大 16Mハ'イト主で実装可能である。 BMU のアクセスの単位

はダづルワードであり,64 データピット十 8Ecc eヅトく、柚成され,1ビ,,

トの王ラー訂正,2ビ,,トのエラー検出を行う。また主ヨ引意の高信頼

化のため,4Mバイト単位での主記憶の切り籬しや,交替主ヨ引意機

構を装備することにより,4Mパ什単位での主記憶の再構成が可

能である。

(4)チャネル装置(CIW)

CHUは基本処理装置から入出力命令を受け取り,主記憶装置と入

出力装置との間でのデータ転送の制御を行う。 CHU には,バイトマル

チづレクサチャネル(MCH)と,づ口',クマルチづレクサチャネル(BCH)の 2種

のチャネ1レがあり, MCH は1木, BCH は最大7本まで実装可能で
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ある。 MCH は,カードリーダ,ラインナルタなどの比綾的低速の入出力

装置の制御を行い,1バイトから数ハイトの単位で時分割で谷入出力

装置との手一夕転送を行う。 BCH は,磁氣ディスク奘置や磁気テーづ

装羅などの高速の入出力装置の制御を行い,データストリーミングモードで

は 3MBPSまでのデータ転送が可能である。

(5)サービス処理装羅(SVP)

SVPは基本処理装置と独立した処理装置であり,主として次のよ

うな本体装置の運転管理を行う。

(a)システムの電源投入切断,システムの起耐H亭止

(扮主記憶奘置などの再織成制御

( C)オペレータコンソー}レ制御

(d)入力電源異常, DC出力電源異常,温度異常,冷却ファン

異常などの検出と記録を行う環境モニタ機能

(e)障害時の内部状態記録機能と,マイクロづログラムアドレスなどの

重要な信号について時系列的に記録し,表示を行うトレースメモリの

制御

(f)あらかじめ決められたスケリュールに従って,システムの投入

や切断を自動的忙行うための自動運転制御

(g) MERITⅡと呼ぱれる,逮隔診断機能の制御

(6) RAS機能

EXシリーズの本体装隈は,基本処理装置,チャネル装羅,主記憶制御

裴置の全面LS1化や,主記憶装羅のメモリの超LS1化によって部品

点数の火幅削限を行い,高信頼化を行らととも忙次のよ5な豊富な

RAS 機能を持っている。

(且)レジスタやデータパスのパリティチェ,"クや, i寅算器むどの祠路の

二重化による上帥立チェ,,ク

(b)主記憶のECC同路による 1ピリト誤りの白動訂正,機械語

命令やチャネルコマンドの再試1テ機能

(C)命令バ,ワファ言己憶やデータバ,ワファ i引意のづ0ワク単イ立の切り航

しによる自動縮退機能,主記憶奘跳の 4Mバイトの縮退機能や交

替機能, EX850 の場合には,去財ミ処理装隈の切り航し機能

(d)シフトイン・シフトアウト回路内蔵によるレジスタなどの内部状態

の 0グァウト機能やトレースメモリ機能,環境モニタ機能による監視と

記録機能

(e)障害箇所検出のためのマイ夘診断機能

(f)各種マーづン制御機能や障害状態表示と警報機能

(g) MENTⅡによる速隔診断機能

(h)各種診断づ口づラムによる命令機能,システ△機能の総合診断

2.3 実装方式

EXシリーズの本体装置は,最新の LS1技術,パッケージ技術,冷却技

術により,事務所感覚のコンパクトなキャビネ.介(幅に卯mm,奥行

780mm,高さ 1,ooomm)に収容されている。以下これらの技術に

ついて述ベる。

(1) LS1技術

基本となる論理素子の決定は,冷却方法との関速から奘羅の実奘方

法を左右する重要な要素である。 EXシリーズでは,1,500ゲート/チッづ,

500ピコ秒/ゲートの高架積,高速性能を持ち,かつ平均 23NV/チ,

づといら低消費電力の ECLゲートアレーLS1を開発した。最新の半遵

休づロセス技術の採用とともに,回路枇成及び応用技術でも以下の工

夫がなされている。

(a)〔2電流スィッチ,5入力,3 出力〕/セルの基本セ1叶"造

(b)ワイヤード論理(W辻ed-AND, wiTed-OR)の採用

(C)電源電圧の低減及び内部信号の小振幅化

RD 内部ゲート及び入出カパ.,ファの負荷駆動能プJが選択可

上記(a),(b)により,従来の〔単ーゲート〕/セルメテ式のゲートアレー

に比較すると,約1.5倍の論理が収容できるよらになった。更に論

理パス上の確流スィ,,チ段数が減少できることにより,高速動作が可

能となった。また(C),(d)により,高速,高集積の性能にもかか

わらず, EXシリーズの品種展開では平均2.3W/チッづ,最大2.9W

/チ,づという低消費電力が達成された。表2.にこの ECL-LS1の

仕様を示す。本体装濯では全面的にこのLS1を採用し,ホザ90,品種

の[S1 を開発した。

制御メモリ,命令パッファミ酎意,データバリワア記憶, TLB などには,

IK~4K ビヅト/チッづの集積度て、アクセスタイ△が,フ~15ナノ秒の

高速ECLメモリを使用してぃる。この ECLメモリは,上記ECLゲー

トアレーLS1と直接,接叢を可能である。

(2)高密度パリケージンづ技術

高速ECLゲートアレーLS1は高密度実装を実現するために,外形寸法

29 mm 角,リードビ'りチ 0.76 mm の小形リードレスチ,,づキャリャに実装され

ている。とれは通常のづラグィンパッケージに比較して約40%の面積減

少となっている。との LS1パ、ワケージ仕,65 mmX71 mm のセラミ,ワク

1'板に最大4石実奘され,モジュール竺1り6,000ゲートの商密度実奘を

実現した(図 4.)。

カードは 290mmX310mm のサイズで、セラミ,,クモづユールを最大9個

実奘可能である。経済性を老慮してむード仕様は,254mmEツチ問

隔に2本の信号線を通すX級で,信号層数は最大6層で実現してい

る。商密度突装による力ードへの入出カイ言号の増火に女J応するため,

項

」士 本

表 2. ECL-LS1の仕様

目

→オ

図 4.6,000 ゲート ECL一工S1モづユール
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従来の《MELCOM-COSM0シリーズ》の実装忙比較して倍密度の

200極コネクタを 2個実装している(図 5.)。とれらの力ードは,ポー

ドと呼ばれるナJント基板に実装され,効率の良い三次元実装になっ

ている。

(3)冷却技術

放熱は素子の信頼性を決定する重要な技術である。高速,高密度実

装では,特別な放熱フィンの採用や水冷方式の採用が一般的である

が,保守性,経済性の面から特殊な放熱フィン、使用しない空冷方

式を採用した。との実現のため,前述の低消費電力LS1の開発とと

、に,熱解析シミュレーシ,ンを設計段階で実施し,最適な部品配置を

決定することにより,素子温度上昇を効率よく抑えてφる。また高

性能両邨御ロヅコファンの採用により,騒音と架の高さを抑えた空冷シ

ステムが可能となった。冷却空気吸込口,吹出し口の位置を十分に

検討し,冷却空気流が本体装置周囲を循環したり,使用者に不快感

を与えないような配慮をしている。

(4)電源技術

素子の高密度実装が進むにつれて,電源の実装体積に占める割合が

大きくなってきているが, EXシリーズでは新しい電源を開発すると

とにより,架内で電源の占める割合が従来の《MELCOM-COSMO

シリーズ》では約37%であったものが約22%まで減少でき,架のコ

ンパクト化に大きく貢献できた。

との電源の小形化は電力半導体を効率よく利用する電力変換方式

の採用,大電流化を可能にしたトランス,チ.ークコイルの採用,制御回

路のハイづり.,ド1C化など忙よる実装方法の改良及び電源内部の電力

損失の低減により達成された。

図 5、 ECL-LS1モジュール搭載力ード
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磁気デースク装

羅

形

磁気テープ装濯

表 3.主な周辺装羅

E 1850

E 1880

名

形

記憶容量

フレキシゾノレ

E 172004102

】.2Gバイト

スナ製置ブ4

E 】 720-14112

名

2.5 G ノぐイ 1

E 1720-24122

カード乱取り奘

置

平均フクセス緋問

形

6,25011,600旧00
RPI

E 1840

25.5ms

E1840B

名

24 ms

ライγプリンタ

装置

1

記憶容量

E 1505

IMパオトノノ枚

】,859MBPS

名

E 1505B

日本語ラ'γプ

リソタ装置

3MBPS

形

読取り速度

9

永ツノくスタッカ

E 1603・1 X

600枚/分

日本語ページプ

リソタ装置

31了80/40KBPS

78ν2001100
KBPS

1,250' 3201】 60
KBPS

名

E 1603-90

】,250枚/分

形

印字速度

し

あ

E 1600

580/930行/分

3.1 概要

EX'シリーズの通信関連装置として,最大32回線及び最大160回線収

容て、きる2種の通信制御奘置の接続,また, LAN装置として高速

(32M、PS)りング形,中速(12MbP今りング形,中速 aoM、PS)

バス形LAN の接続,更に高速ディづタル回線を使って,データ,音声,

ファクシミリ,映像などを統合して経済的高効率に伝送できる高速ディ

ジタル多重化装置《MELMUX》の接続ができ,用途,規模に応じた

ネ"ワーク構築に対し柔軟性を備えている。

一方,周辺端末装置巴して、磁気手イスク装羅を始めとナる周辺奘

置(表 3.に代表的な周辺装置を示す)の接続, CAD用グ3フィック

ディスづレイ装置, OA端末としてオフィスターミナル,パーソナルコンビュータの

1,060/、'2,000
行/分

形

名

寸ークカードの託取り

接続,日本語の他グラフ,イメーづ処理が可能なぺージナJンタ,ラインづり

ンタの接続,ワアクシミリ装置として《MELFAS》の接続たどができ,

業務忙最適たシステム構成を提供することができる。

以下に,中規模ネ汁ワーク構築用として32回線まで収容可能な,

通信制御装置,日本語,ピジネスグラフ,イメージ処理端末用口ーカル及び

リモートワークステーシ,ン制御共置,及びフレキシづルディスク装置,ラインづり

ンタ奘置,カード読取り装置などの周辺装置を統合して制御する口ー

カル入出力制御奘置について紹介する。

これら制御装置の共通的特長は,

(1)オフィス環境に込適用できる統一された省スペース牛ヤビネ,"(高

さ 700,幅 600,奥行 70omm)

(2) 2台のチャネル問を切換可能とする 2チ七ネ}レスィ,,チ機構

(3)柔軟性,拡張性に富心だマイクロづログラム制御力式

の採用が上げられる。

3.2 通信制御装置

装置に内蔵される通信制御用づψ'ラ△によって動作し,通信回線及

び端末装置を包含したネ汁ワーク制御を行う最大32回線収容可能な

通信制御装置で,図 6.に構成,表4,に仕様を示す。

との通信制御奘置は,韮本制御部のメモリ1てECC機椎が付加され

ており,更に基本制御部にはシステム管理機構が内蔵され,保守専用

コンソール,フレキシづル手イスク装置を保有し,診断づログラ△の口ード,サ三

行,エラー0グなどが行え,これらにより大幅に RAS機能の向上を

実現している。

3.3 7ークステーシ"ン制御装置

ローカル及びりモートワークステーション制御共置は,統一された MNA手

順でEXシリーズに接続され,最ブく16台の端末装置を制御できる。

ローカル及びりモートワークステーシ.ン制御装置の構成(図 7.)は,基

本制御部と4台のステーション接続機構から構成されており,1台の

ステーション接続機構に 4台の端末装置をボイントトウボイント,又はマル

チポイントで接続する構成をとって仏る。

50KBPS

M 4217-1

印宇速度

活字種類

126,/62 種

108,/48 種

62.5KBPS

名

M42】フ-2

2,670 行,/分
(8 LPD

3.通信制御装置・周辺端末装置
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チャ才、ルA

回

チャ才、ルB

2CHS I
^^^^^^

基本制御部

回線走査機構一1

回1泉

接続

機構

..

回二泉走査機構一2

最大16回線 最大16回線

図 6.通信制御装置の構成図

表 4.通信制御装置の仕様

項

適 用

目

最大按続回線数

回

侶

..

回紳走査機櫛

線

逕!

回紳接続桜樒

特定通信回線,公衆通悟回線,パケ,ト交換, 回線交換,1轟
内通信回線

度

通

'i

60~56,ooo bps

仕

鄭

32回線(半二重/全二重)

期

方

同期ウ

最大2 (4回線接銑椴構/回線走査機朧)

方

式

厶ケ

リモート版

最大8 (4回線/回線接続機構)

チャ才、ルA

式

冊紳イソタフ=ース

半二重通信,全二重通信

口

数

謁歩同朔, SYN 伺期,フレーム詞期

フ

0

ウ

5」 6,フ,8

様

基本制御部は,マイク0づψ3厶制御メ戸てを採用しており,2台のフ

レ牛シづルディスク装置を内j歳している。フレキシづルディスクには,マイクロづ

ログラ△の低か,使用頻度の高いJIS第一,第二水準漢字とユーザー選

定文字を含め約 1万字近くの文字を収容できる。また,フレ牛シづルデ

イスクに収容されない文字に対しては,ホストから文字パターンの口ー

ドを可能としているため,扱える文字種は更に拡大される。

リモートワークステーション制御奘置は,2,400~9,60obps, HDLC で通

信回線に接続できる。

3.4 0ーカル入出力制御装置

フレ十シづルディスク装置,ラインづりンタ装置,カード影t取り装羅などのノ＼出

力装置を統一した制御力式で制御するととを実現した制御装澀で,

内部ウロフク; 50~56ρoobpS 外部クロック;イfL'

チャ才、ルB

スナーション

宗結

根構

基本制御部

CCITT

2CHS

最大16端末

図 7.ワークステーション制御装置の構成図

V28/V24

V28/V24

V U/'× 21

V 35/'V 24

100シリース

200 シリーズ(内動グィ十ル)

(DDX)

チャネルA

E1840

0
口

チャ才、ルB

基本制御部

11 (485)

CR

2CHS

最大5台の入出力装置の制御ができる。ロ、、カル入出力1例御装置の構

成(図8.)は,基本制御部の下に,各入出力装置対応の援続機構

σOF)を付加し,玲Fの下に対応する入出力装置を接続する方式

を採っており,各10F は独立に動作するマイクロづログラム制御方式で

拙成されている。

この制御装置のキャビネ,汁は,10F下のフレキシづルディスク装置を 1

台内蔵,カード読取り装濯をキャビネ汁上に設置できるよう設計され

ている。

図 8,0ーカル入出力制御奘置の枇成図
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4.むすび

《MELCOM EXシリーズ>ハードゥエアシステムは,最新のテクノ0ジーと,

ざノV新たプj式技術により,高性能コンパクト化するととができた。今

後更にシステムを拡充発展させ,ユーザーの要求や期待にとたえてぃく

考えである。
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特集

汎用電子Ξ十算機《MELCOM EXシリーズ》の
才、ツトワークシステムMNA

1.まえがき

コンビュータネットワークを取り巻く現状は,ニューメディア時代に対応し,ま

た情探通信の効率化を図るために,従来の通信網に加えて,高速デ

イジタル回線サービス,衛星通信サービスなどへと機能拡張が図られてき

ている。更に情報通信の高度な利用形態として,キャづテンサービス,新

ファクシミリ通信サーピスなどの網サービスが充実されつつぁる。コンビュ

ータネ汁ワームシステ△巴して,従来の網を活用した広域網(WAN)と

OA やFA, HA などでの構内網(LAN)との相互通信を目指した

統合化ネ,トワークへの要望が高まっている。

一方,日本電信電話公社の民営化,回線の白由化の波により企業

問通信,興機種問通信が今後ますます必要となる。とれらのネ四トワ

ークへの迅速な対応が,分散ネ四トワークシステム構築のかぎとなる。本

稿ではとれらを実現するため,開かれたネリトワークの拙築を目指し

て朋発した,ネットワークシステム Kついて紹介する。

2.概要

ネ,,トワークシステムでは,開かれたネ,介ワークの構築を可能とするため,

次の機能を実現した。

(1)通信機能の統合

仮想通信アクセス法(VTAM)により,ハイレベル形通信を基調に,ベ

ーシ四ク形通信、含めて統一・したインタフェースで通信機能をアづりケーショ

ンづログラ△に提供する。

(2)分散処理ヘの適合

複数の計算機問を通信機能で接続するシステ△問通信を可能とし,こ

隆"・太田

ホストコンピュータ

通信機能の統合

1吉!1*.

口

多様な端未

川斤司*

^

ハイレベル形(1324,1311"揣末

ペーシック形(4378,345,2311)

端末

(玉三工亙亙)
(亙亟亙璽)

ホストニンビュータ

MELCOM EXシリーズ

多様な回線形態

超大形

コンビュータ

データベース

分散処理ヘの適合

LAN(MELNET-R32, R12, B1の

DDX回線(パケット,回線)

特定,公衆,橋内回線

多様なアプリケーション

部門オフィス

プロセッサ

システム問通信

分散ファイル転送・アクセス

分散トランザクシヨン

RJE

端三kノぐススルー

MELNET
R-32

、^、

図 1.開かれたネヅトワークの構築

容易な才、ツトワーク構築

MELCOM EXシリーズ

データペース

バス形
LAN

^

才ツトワーク構成の標凖北

MELCOM 80シリーズ

12(486)*三菱電機(株)計算機製作所**三菱電機東部コンeユータシステ△(株)

通信機能の自動開始

(玉ΞΞ亙垂)
(互亟亙垂)

OAWS

(蚕西Ξ王Ξ互^
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れを利用した分散ファイル i態送・アクセス,分散トランザクション,りモートづ

ヨづ1ントリ(RJE)及び端末パススルー機能を主1イ共し,分散処理ヘの適

合を図る。

(3)容易なネリトワークの枇築

ネットワーク構成の標準化を進め,大削汾のシステムでネ.,トワークの再描

成を不要としている。複雑なネットワークの桃成忙対しても,迅速に

ネットワーク構築ができる手段を提供する。更に日常業矛秀{て対しても

通信システムの省力化機能を提供する。

以上をまとめた、のが,図 1.の開かれたネットワークの構築であ

る。

高度情報化社会におけるネットワークに対し,当社のネットワークァーキテ

クチャ MNA を更に充実し,《MELCOM EX シリーズ》(以下, EX シリ

ーズとよぶ)に適用した。との MNA により実現されるネヅトワーク

構成例を図 2.に示す。

ネットワークシステムに接続する副'算機,端末の種類により,次のよう

に分類するととができる。

(1)端末/パーソナルコンeユータ/オフィスターミナル/オフィスコンeユータ/ミ

ニコンピュータとの接続

(2)ぐMELCOM-COSM0 シリーズ>との接続

(3)ぐMELCOM Exyーズ>との接続

(4)妥機種計算機との接続

3.1 端末/パーソナルコンピュータ/オフィスターミナル/オフ

イスコンピュータ/ミニコンピュータとの接続

EX シリーズは,ネ,,トワークの中核計算機として, HDLC手順を持つ

ハイレベル形の端末類から,従来の無手順, BSC手順及びM345手

順を持つべーシ,ク形の端末類に至るまで,当社のあらゆる製品と接

続する機能を備えている。また,接続の形態として,特定通信回線

接続,公衆通信回線接続に加え, DDX網を介しての接続及びLAN

での接続を可能にし,多様な形態のネヅトワークを枇築できるよらに

している。

端末類とアナJケーシ,ンづ0グラムとのインタフェースは,ハイレペル形を基

調としている。従来のべーシ,グ形については,端末仮想化機能(NV

T)により,ハイレベル形との述いを吸収し,ハイレベル形と同様のイン

タフェースて、アクセスて、きるようにしている。

3 各種才、ツトワークへの対応

図3.に,接続形態,伝送制御手順及び接続できる端末類を示す。

3.2 《MELCOMCOSM0 シリーズンとの接続

《MELCOM-COSNI0 シリーズン(以下, COSM0 シリーズとよぶ)の

ネッ1、ワークは,入INA/1RSS (1nte而gent Remote station supporり

を基調に笑現されている。 EX シリーズは, MNA/1RSS を包含した

拡張MNA により COSM0 シリーズとのネヅトワークを図 4.に示され

るように実現する。この拡張MNA により次の機台Ξが使用可能と

なる。

(1)相互 TSS

(2) 1下1互トランザクション

(3)相互ファイル i転送

(4)相互 RJE

(5)システ△問通信(アづ竹ーシ.ン通信)

接続形態

特定通信回線

公衆通信回線

DDX網

LAN

伝送制御手順

HDLC手順

BSC手順

M345手順

無手順

端末類

OAワークステーション

日本語ワークステーション M4378, M4379

日本語シリアルプリンタ M4283, M4286

日本語ページプリンタ

オフィスターミナル M5000シリーズ

パーソナルコンビュータ MULT116シリーズ

オフィスランド M80シリーズ

MELCOM-COSM0シリーズ

MELCOM DPシリーズ

MELCOM 70シリーズ

M2310シリーズ

M345シリーズ

一

COSM0シリーズ

/

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のネ"ワークシステムMNA.藤問.桂川.籠田.太田.冨川

EXシリーズ

COSM0シリース

図 3.接続形態,伝送制御手順及び端末類

M80シリーズ

M70シリーズ

図 4.《MELCOM-COSM0 シリーズ》との接続

COSM0シリーズ

t
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CIMS 11 TSS

VTAM

①順次ファイル,区分ファイル,

NCP

ファイル

丁SS

ISCS

ISCL

VSAMファイルの転迭②VSAMファイルのレコード'アクセス

CIMS 11

図 5.システム問通信機能

3.3 《MELCOM EX シリーズ》問の接続

EX シリーズは,単に,単一のシステムでネットワークを構成できるだけで

なく,複数のシステ△を相互忙接続し,より大規模なネットワークを榊成

できる機能、備えて仏る。カステ△を相互に接続する場合には,端末

などの接続に比ベ高速性が要求されるため,伝送制御手順としては

HDLC手順を採用し,接続の形態としては特定通信回線接続, DD

X網及びLAN による接続を可能とした。

VTAM の一機能である MNF (MU16 Network F.dⅡW)は,と

の複数システムの相互接続を図 5.に示されるように実現し,次のよ

うな bステム問通信機能を提供している。

(1)自システムのアづりケーションづ0づラムと他システ△のアづ竹ーシ,ンづ

ログラムとの通信

(2)自システムの端末,パーソナルコンeユータなどと他システ△のアづり

ケーションづログラ△との通信

(3)白己ステムのアづりケーションづログラ△と他システ△の端末,パーソナ

ルコンeユータなど巴の通信

アナJケーションづ0グラムは,との機育凱てより自システム内の立揣末,パー

ソナルコンeユータたど巴の通信と同様に,他システムの端末,パーソナルコ

ンビュータなどと通信できる。

このシステ△問通信機能を使用して実現した機能に,分散ワアイル

転送・アクセス機能がある。分散ファイル転送は,自システムのファイ}レ

及び他システムのファイルを相互に転送できる機能で,順次ファイル,区

分ファイル, VSAM ワアイルについて可能である。分散ファイル.アクセ

スは,アづりケーションづログラムが他システ△内のファイルのレコードを通常

のデータ管理インタフェースでアクセスできる機能で, VSAMファイルに

ついて可能Kしている。図 6.にファイル転送・アクセスの例を示す。

a .迄]

VTAM

(分散ファイル転送)

ISCS

NCP

ISCS

ISCL

サフシステム

ファイル転送ユーティリティ

図 6,分散ファイル転送・アクセス

ユーザー
プ口

グラム

ファイル

2

ISCS

VSAM

(分散ファイル'

ISCS

アクセス)

3.4 異機種計算機との接続

開かれたネットワークの描築を目指すEXシリーズは,異機種計算機と

柔軟に相互接続を行うため, NVT/ゲートゥエイ機能を開発した。異

機種計算機との相亙接続で問題となるのが,各計算機メーカーごとの

ネットワークァーキテクチャて、ある。そこでNVTノノゲートゥエイて、は,他社コ

四トワークシステ△から当社ネットワークシステムへのづ0トコール変換を行い

接続する方式を実現している。これにより,端末パススルー, RJE,

ファイル 1玩送,システム問通{言を可官皀としている。

4.ネットワークアーキテクチャ

4,1 MNA の基本概念

MNA は,高度情報化社会の進展{C即応したネットワークを実現する

ため,"開かれたネヅトワーク機能"の提供を主眼に,当社が開発した

ネ'ワトワークァーキテクチャて、ある。 MNA のネ,ワトワークでは,音10.イメー

ジ・画像などの様々なメディアを白由に駆使でき, LAN,更には他社

ネットワークシステ△にも柔軟に対応することができる。

とれらのととを可能忙するため, MNA には以下に示すような基

本的な概念が離立されている。

(1)ネットワークの枇成要素が持つ機能を合理的に構造化し,ネットワ

ークの連続性をネ倒寺した,拡張を可能にするネットワーク層の老え力

(2)ハイレベル形す揣末を基調K,ベーシック}杉む喘末の接続及びパ小汁

網,1"AN など各種の網との給合に治いて,統一した通信インタフェ

ースを提供する仮想化機能

(3)経済性の高いネットワークの構築を可能にするネ介ワーク資源の

共用概念

4.2 仮想化機能(NVT)

MNAは,ホスト計算機から端末までのネットワーク全体を包含し,統

三菱電機技報. VO].59・ NO.フ・ 1985
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ーされた通信
ンタフエース

ホスト計算機

端末仮想化機能

(VTAM
あるいはNCP)

アブリ
ケ^ノヨノ

ブ自クラム

アフリ

ケーノヨノ

フロクラム

VTAM

LA

6

ハケノト

通信制御装置

NCP

合したネットワークァーキテクチャである。したがって通信処理は,ネ,りトワ

ークァー牛テクチャに対応するための機能を備えたハイレベル形が基調とな

つている。一方,ベーシック形端末の接続や,パケット網, LAN との

結合においては,それぞ1し標準化された通信インタフェースが確立され

ている。

仮想化機能は端末に対してはNVTにより,異機種間通信に対し

てはNVT/ゲートゥエイにより実現されている。この標準化された機

能により,アづりケーションづログラムに対して統一したインタフェースを提供

する。この仮想化機能は,図 7.に示されるように,接続対象に応

じて VTAM あるいはネットワーク制御づ口づラム(NCP)の中で実現し

Lいる。

4.3 才、ツトワーク資源の共用

アナjケーシ.ンづログラムカ芯岩末と通信する際,ネ,介ワークの中の様々な資

源が利用される。これらのネヅトワーク資源としては,通信制御装置,

クラスタ,端末,回線,チャネルがあげられる。ネ,トワーク層の考え方を

基盤にして,メ.,セーづの分解・組立:てによる転送データのユニ,,ト化,

論理通信路の形成、老慮しているが,これらの考え力がネ介ワーク

資源の共用にも応用されている。

図 8.はネ,汁ワーク資源の共用の概要を示している。 VTAM は,

アづ"ーシ.ンづログラ△からの論理通信路の耐'立要求を受けた時点で動

的に端末を割り当てる。端末の解放は,アナ竹ーシ.ンづログラ△が目的

の通信を終え,論理通信路の終結を要求した時点で行われる。した

がって,ネットワークに存在する端末は,時系列上で遂次的に複数のア

ナJケーションづログラムから共用されるととになる。

ーカ,ネットワーク内の経路上に存在するネットワーク資源として,通

信制御装濯,クラスタ,回線,チャネルがあるが,これらは特定のアづり

ケーションづログラムに占肩されることなく,常に共用状態におかれる。

とれは,転送データがユニ,トに分解されて経路を流れるので,ネッ

トワーク資源を特定の通信に述続して割り当てる必要がないととから

可能になってφる。

ベーシック形端夫

図 7.仮想化機能の概要

論理通信路^

VTAM '仮想通信アクセス法

NCP :ネットワーク制御

プログラム
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チャ才りレの共用

ハイレベル形端末

アプリケーノヨ
プログラム
A

通信制御装置

の共用

回線の共用 Eニニニニニシ,

ホスト計算機

VTAM

アプリケーノヨ
プログラム
B

通信制御装置

クラスタの共用CΣ二C>、

アプリケーノヨノ
プログラム
C

クラスタ

NCP

アプリケーノヨノ
フログラム
D

VTAM

NCP

クラ
ス夕

言倫王里心蚕イ言路

4反夫,、証五イ言アクセス;去

ソトワーク島1」莅0フログラム.,、、

図 8.ネヅトワーク資源の共jH

クラスタ

本稿では,オペレーティングシステ△ GOS/VS におけるネットワークシステム

制御ソフトゥエアを中心に紹介した。今後INS 時代に対応して OA,

FA, SA, HA などを統合Lたネットワークシステムが,より高度に,

より大腕模になる状況で,ネヅトワークシステムの重要性はますます増加

する。今後も高度なネ,,トワークに対するユーザーの要求,期待に答え

るためネ,介ワークシステ△制御ソフトゥエアの開発1て取り組む考えである。
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特集

汎用電子言十算機《MELCOM EXシリーズ》の
分散情幸艮処モ里シスラY、CIMSⅡ

今日の報情処理において処理データを発生時点でとらえて処理する

オンライン処理は,なくてはならないものとなっている。また,ー・方

では効率的た情報処理のため種々のデータを,データベースとして集中

統合する必要がますます強くなってきている。このオンライン処理と

データベース処理を統合Lたオンうインデータベース(DB/DC)システ△は,

計算機処理の中核をしめる、のとなりつつぁる。

くMELCOM EXシリーズ》の DB/DCパッケージCIMS Ⅱは,この

ような背景のもとに,《MELCOM COSM0シリーズ》 Kおけるオンラ

インシステムCIMS及びTIMS の技術を基礎に GOS/VS にふさわし

い規模の拡大と性能向上を目ざしつつ,

(1)使し、やすさ(Fitness for use)

1, まえがき

CIMS11

昇、・森嶋俊

(2)分散処理システム構築の容易性

を展標に開発した屯のである。これによりユーザーは,小規模なシス

テムから大規模なシステ△まで柔軟にシステ△の構築が可能である。

CIMS Ⅱの製品構成は図 1.に示すとおりであり,手ータコミュニケー

シ,ン機能(CIMS/DC),データベース管理機能(CIMS/DB),業務

づ0グラ△開発支援ツール(CIMS/ADF)から朧成される。との論文

では CIMS/DC と CIMS/ADF につ゛て紹介する。

CIMS/DC

(CIMSⅡデータコミュニケーション)

DCMSⅡ

CIMS/DB

(CIMSⅡデータベース管理)

EDMsn, RDMSⅡ

CIMS/ADF

(CIMSⅡ業務プログラム開発支援ツール)

・力出

GREEN

図 1. CIMS Ⅱの製品構成

茂樹、.難波恒1隹、

EXシリーズ

..

オンラインデータベースシステムで必要とされる機能として,一般的に以下

のものを挙げるととができる。

(1)通信回線によって速隔地の端末及び計算機とデータの交換が

できる。

(2)遠隔地の端末/計算機からの要求により,データベースファイルの

検索・更新ができる。とれらの処理要求は,トランザクシ.ンという形

で,ランダムに,また同時多発的に起きる可能性があり,処理は手一

タファイルの一貫性を保ちながら同時多重アクセスを保証しなければな

らない。

(3)計算機のハードゥエア/ソフトゥエアの障害発生時に,それ以前の

処理の整合性を保証し,連続性を持って処理が再開できなけれぱな

らない。

(4)システ△の運転が,その場に応じてダイナミックに行えること。

CIMS Ⅱでは,これらの機能を満足するオンラインシステ△を容易に

CIMsn

VTAM

2 機能/特長

NCP

EXシリーズ

.日本語ワークステーション

・オフィスターミナル

g

特定回線

交換回線

DDX網

CIMSⅡ

VTAM

MELNET(R32, R12,田の

回線交換

バケット交換

16(49の三菱電機(株)計算機製作所**三菱電機東部コンビュータシステム(株)

NCP

開発できるよう,以下の機能を提供して゛ろ。

2.1 ネットワーク機能

CIMS Ⅱのネットワーク機能は,当社のネットワーク

アーキテクチャMNAの上忙構築されている。CIMS

Ⅱでは, MNA のアーキテクチャをもとに,次の

ことを可能にしている。

(1)論理装置の問の接続という意味で,ーつ

の物理的回線の上に複数のストリー△を乗せるこ

とができる。

(2)複数の計算機問に波るパスを通して,端

末は直接接続した計算機ばかりでなく,幾重も

の問接接続した計算機との会話が可能である。

(3)二つの計算機問で,業務づψ'ラ△冏同士

の通信が可能である。

(4)物理的回線としては,従来の特定回線,

公衆回線の阪かに, DDX, LANの接統の可能

である。

(5)サボート端末は, M1320 のような MNA

端末はもとより, BSC コンテンション, M345 など

従来の接続手順の端末を網羅している。

CIMS Ⅱのネットワーク機能によるー・般的形態

を図 2.に示す。図 2. CIMS Ⅱのネットワーク機能

COSM0シリーズ
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システム
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2.2 データベース,データファイル管理機能

CIMS Ⅱでは, VSAMファイル及び CODASYL形データ管理システム

EDMS Ⅱをサボートしている。これらは,次のような特長を持って

し1 る。

(1)業務づログラムは, YSAM, EDMS Ⅱの二つをーつのづログラ

ムでアクセス可能である。

(2)同時多重アクセスによるデータの整合性を保つため,レコード単

位の排他制御,シンクボイントと1呼ぱれる処理の切れ目による更新・追

加処理の正規化を行っている。とのため,中途でトランザクションが異

常終了してもデータの整合性は何ら損なわれない。

(3)排他制御の単位を最小(レコーF単位(VSAM),ページ単位

(EDMS Ⅱ))にするととにより,同時実行性能の向上を図って込る。

2.3 障害回復機能

オンラインシステ△忙とって欠くととができないのが,運転中忙発生する

各〒馴箪皆努、らの回復機能である。ハートゥエアやシステム制御づログラムな

どの異常によるシステ△停止などの陣害発生に対しても, EDMSⅡ

や VSAMファイ1レなどのオンラインデータ資源の保全性を保証する必要

性があり, CIMS Ⅱではシステ△ダウンからの圓復機能,手一夕破壊か

らの回復機能の二つを提供して込る。

2.4 画面管理機能

CIMS Ⅱの画融f青理機能GREEN (Gene捻Isaeen Fon加りは,

オンラインシステ△開発を支援する上で,次のような特長を"つて゛る。

(1)端末ヘのデータストリームは,端末種別ごとに複雑な形式をして

いるが, GREEN により業務づログラムをとれらのデータストリー△を意

識せずに作成できる。

(2)端末種別的に異種の業務づψ'ラ△を作成する必要がなく,1

本のづログラムですべての端末種別を扱える。

以上の機能を図 3.及び図 4.に図示する。

2.5分散処理機能

CIMSⅡは分散処理機能として次のものを捉供している。

(1)分散トランザクシ.ン機能

一方の CIMS Ⅱから他方の CIMS Ⅱにトランザクションを送ることに

より,処理の一部を他のシステム上で行うことが可能である。

(2)業務づログラ△問通信機能

ーカのCIMSⅡ上の業弼づログラムと他力の CIMSⅡ上の業務づログ

ラムがお互いに通信が可能である。

これらの機能は,いずれ、 CIMSⅡの標準機能として用意され

ており,業務づ0グラ△朋発においては CIMS Ⅱの標準インタフェース

で作成可能である。

a>
端末種A

ー@ニン

ミ①气>

端末種B

＼
、

GREEN
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図 4. GREEN {Cよる異種端末の同一づ0グラ△での扱い

ノ

樂務ブログラム

①端末種Aの入カデータ

②端末種Bの入カデータ

③利用老ヘ疲されるデータ

ニ_③

3.1 システムの構造

CIMS Ⅱのシステム全体{偉造を図 5.に示す。 CIMS Ⅱは複数の空

問から構成されており,各空冏は次の機能をもっている。

(1) CIMS Ⅱ制御空冏

ーつの CIMSⅡにただーつ必ず存在し,システ△全体の立ち上げと

停止を管理するモジュールや,端末,ファイル及びジャーナルの管理モジ

ユールがおかれる。業務づ口づラムからの端末,ファイル,ジャーナルのア

クセス要求はととで処理される。

(2) EDMS Ⅱ空冏

EDMSⅡを使用する場合存在し, EDMSⅡの管理モづユールがおか

れる。業務づログラ△からの EDMSⅡデータベースへのアクセス要求は

ここで処理される。

(3)業務づログラム空冏

システム規椣に応じてーつないし複数存在させ,各空闇には複数の業

務づ0グラ△を存在,並行動作させるととができる。画面管理などの

システ△サーピス用のモづユールは各空問におかれ,とれらに対ナる要求

は各空冏内で処理される。

業務づ0グラムは端末からのトランザクシ.ン投人により,業務づ0グラ

△空問内で起動され,端末やファイルの人出力をすると巴忙より業務

を遂行する。との業務づ口づラムは端末ごとに存在するが,複数端末

で同一業務づ口づラムを使用する場合には,それをりエントラントづログラ

入力

ニエリア

3 CIMS Ⅱの構造

、1

賢田

端末
GREEN

1 出力
1 〆ツセージ

ノ

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の分散情報処理システ△CIMS Ⅱ・片岡・ヰ噂1・森嶋・堀・剃新皮

業務フログラム

ーーー②
ーーーーーー

①端末の入力フォーマット
②ユーザーデータフォーマツ
③ユーザーデータフォーマツ
④端末出力フォーマット

GREENの概略機能図3
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CIMSⅡシステ△全体朧造
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CIMS Ⅱ

<D

トラγザクションを投入する

ISS のプログラムで使用可)

CIMS Π制御空問

端末

タスク管理

プログラム管1里

①1
端末管理

RECEIVE

三菱電機技報. V01.59. NO.フ・1985

② ATTAC

(ノゞツチ,

業務ブログラム空問

ファイル管王里

⑧

タスク管1里

プログラム管1里

⑤

業務プログラム

⑥

亀^^^

ENTER CRECEIVE

OPEN

制御の流れ

データの流れ

(3)その他の CIMS Ⅱ各種機能

下記のような機能を,醗XCEL と1呼ばれる命令を使

用して利用するととができる。 EXCEL命令の一覧

を表 1.に示す。

(幻端末人出力

端末装置あるいは計算機(業務づログラム)とのデー

夕入出力が司能。後者の場合は相手計算機上の業

務づ口づラムをーつ仮想端末とみなして入出力する

ことになる。

(b)画面編集

端末の物理属性を意識するととなく,端末とのデ

ータ入出力が可能。

(C)待ち行列

業務づログラ△問の通信や,入カトランザクション/出

カメ,,セーづなどの一時的蓄積に利用できる(FIFO

形・・・・・・先入れ先出し方式である)。

(d)一時記憶

業務づログラ△でのデータの一時的保管や,他づ口

父、、 1

⑦

△としてシステムに登録することにより,データ部のみ端末ごとに存

在させ,口づヅク部は共用化させて,仮想記憶容量の縮小が可能であ

る。

3.2 トランザクションの処理の流れ

図 6.によって, CNS Ⅱのトランザクシ.ンの処理の流れを説明する。

CIMSⅡでは,まず端末管理が端末に対してVTAMを通して入

力要求(賠CEIVE マクロ)を出して待つ。端末から 1、ランザクションコー

ドが入力される(①)と,゛揣末管理はタスク管理を通してトランザクショ

ンの内部実体であるタスクの起動(ATfACH)を要求する(②)。す

るとタスク管理によるタスク生成そしてづBグラム管理忙よる業務づ0

グラムの主記憶上ヘの口ード(③)を経て,制御がその業務づログラムに

渡る(④)。業務づログラ△が CRECEIVE を出すと,入力されて込た

トランザクシ.ンがメッセージとして波される(⑤)。更{C READ/RE・

WRITE などの命令でマスタファイルなどの参照・更新を行い(⑥,⑦),

処理結果メヅセージを CSENDく・端末ヘ出力する(⑧)。最後に STOP

RUN を出すととにより,業務づログラム終了(⑨)となり,主記憶上

からのづ0グラム消去及びタスク消滅がされる。その後端末は最初の

トランザクシ.ン入力待ちの状態に戻る。

4,ユーザープログラムに提供される機能

CIMSⅡの業務づログラ△は, COBOL言語による記述を基本として

おり,次のような機能が利用できる。

(1) VSAMファイル

バッチジョづのづログラムと同じく, COBOL の通常の入出力命令(RE・

AD, WNTEなど)でアクセスするととができる。

(2) EDMS Ⅱデータベース

ENTER形式の EDMSⅡ命令を使用してアクセスできる。

18(492)

READ

REVVR1丁E

臼

^ー..

ENTER CSEND

図 6.

VSAMファイル

CIMS Ⅱにおける

STOP RUN ⑨

プログラムライフラリ

トランザクシ.ンの処理の流れ

.
グラムとの共用データの一時保管などに利用でき

る。

(e)トランザクション時間起動

指定された時問にトランザクションを内部的に発生さ

せることができる。

(f)サーピス機能

業務づ0グラムからバッチジョづの投入,またパッチや

ISSづ.づからのトランザクションの投入(業務づログラムの起動D など

カジ可能である。

桟 EXCEL兪令能群名

封' ',ζ

表 1. EXCEL命令一覧

入

Id ']

辨

Ⅲ1

力

CSEND

汁ち行列ノ、出力

緩

CRECEIVE

"ι

CMAPOUT

メソセージを端末ヘ送る。

''

CMAPIN

メソセージを端末から受け取る。

"ι'ι穂アタ

CQPUT

テキストを燭集Lてメゾセージを端木ヘ

送る。

CQGET

メッセージを編染Lてテキストに Lて1ι

病ブログラムへ渡す。

叫

トプンザクシ,ン時間起動

CTSGET

・{,ス

データを待ち行列ヘ入れる。

CTSPUI

データを待ち行列から取り出す。

CTSREP

サ

データを一時紀憶から取り出す。

CTSDEL

データを一時記憶ヘ入れる。

ビ

CTGEN

データを置き換える。

ス

CJOBOPN

{斐育E

データを削除ナる。

CJOBPUT

時閥指定でトラソザクシ.ソを起動する

ととを要求ナる。

CJOBCLS

ノぐツチジョブのストリームをオーブソ,ー

る。

CAPP

パッチジ,ブの JCL を書き出す。

ノぐツチジョブのストリームをクローズL,

ジョブキューに入れる。
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5.1 インストールから運転開始まで

オンラインデータベースシステムを1蒜築する人に

とって重要なととのーつは,そのシステム

が「容易にインストールて、き,利用者の望

む処理形見凱C応じて容易にシステ△の変更

ができ,かつシステ△の運転が容易である

こと」て、ある。

CIMSⅡは次のような三つの段階を実

行することによって,システムの運転を開

始するととができる。

第1段階システムのインストール.標準の

インストールJCL により,標準のインストール

MTを計算機に読み込ませる。とれによ

り CIMS Ⅱのシステ△ファイ}レのh峰築,ライ

づラリファイルの1韓築,ロードモジュールファイルの

構築などが自動的に行われる。

第2段階システム境環の設定. CIMS

Ⅱ定義情報をTSS端末から作成する。

設定された定義情報は, CIMSⅡの運転

開始時に自動的にヲ哘系ファイルに移され

システムは運転開始の状態となる。また,

運転中でも定義情報の変更が可能である。

第3段階業務づログラ△の作成.2 章

で説明した画面管理機能GREENを用

いることによって簡潔にづログラムを作成

できる。作成したづログラ△は業窃づログラ

△ライづラリに登録する(図 7.)。

5.2 システムの定義情報

5.システムの操作 ンステムのインストール

ミ三,.ー>, JOBの実行・・今、

インストール
JCLの作成

システム環境の設定

TSS端末

CIMS Ⅱ

各種

ライフラリ

气刃

業務ブログラムの作成

オンラインシステ△を,そのユーザーに最も適した状態に恬築し,また述

j、11Lていくために, CIMS Ⅱではシステムの定義li凱搾を設定するシ

ステム定強づ口づラ△をj・Ⅱ意してぃる。とれによりユーザーはパッチモート

においても,1、SS端末からでも,容易にシステム定覇情報を設定で

きる。

bステ△定弐皆報には例えぱ次のものがある。

(1)トランサ"クションの同1"河捌乍制御指定

(2)オペレータのクラス及び特権の指定

(3)トランザクションのテストモード指定

(4)ファイルレコードの排他制御の指定

5.3 システムの運転

CIMS Ⅱの運用管理機能は,述転管理づ口づラム(TONBO)により

笑現される。オペレータはコンソール及び CIMS Ⅱ端末から TONBO

を呼び川し,コマンドを投入することによって, CIMS Ⅱの運転状

態及び資源利片上扶態をダイナミ,"に衷示したり変更することができ

る。したがって CIMSⅡでは特別な運転管理席を必要としない。

標凖」CLをぺースに,
ファイル名などの変更を行う。

^,,ー
木粉

プログラム

气二0

CIMS Ⅱの運転

ネットワーク,トランサクション,運車云
バラメータなどを決定する。変更は,運
転中でも可能である。

＼＼

气)a

CIMSⅡの各種

ロードモジュールライフラリ

CIMS 11
業務
ブログラム

ライフラリ

業務プログラムに,システムライフラリ
を結合して,業務プログラムロードモジ
ユールを作る。

通常は標凖カタログの」CLを使用し,
作成する。

図 7. CIMSⅡの運転開始乎順

運用管理機能には次のようなものがある。

(1)システ△状態表示

(2)システムイ亭止

(3)ファイル状態表示及び変更

(4)トランザクション状態表示及び変更

5.4 システム運用ログ

オンラインシステムを常に正常でかつ最迪の運川するためには,日常の運

転情報を採取し監悦するととが必すU助である。 CIMSⅡでは,①

システ△の運転状態1青報,②システム性打甑平11m清報,⑧エラー発生¥上1峯,

のΞつの観点から,きめ細かくデータを採取している。

汎用篭子計算機《MELCOM EXシリーカの分散情報処理システムCIMSⅡ・片岡・中嶋・森嶋・掘・難波

オンライン手ータベースシステムは,今後更に他社との差別化製品としてそ

の重要性を」曽していくが,バヅチ処理とオンライン処理の融合,システム

俳拶6のための支援ツールの拡充を,今後の大きなテーマとして製品1刑

発を行っていく予定である。

6 む す び
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特集

汎用電子言十算機《MELCOM EXシリーズ》の
データベース管チ里システムRDMSⅡ, EDMsn

近年ますまナ増大し,かつ多様化してきている各種のデータ処理要

求に対して,適略かつ柔軟忙刈応するため忙,オペレーティンづシステム

GOS/VS では2種類の手ータベース管理システムを用意し,導入先こ

との要求内容に応じた最適なシステム構築を可能としている。

. EDMS Ⅱ(Extended Data、ase M且nagement system)

. RDMS Ⅱ(Relational Database Management system)

EDMSⅡは CODASYL DBTG提案に沿い,かつそれを拡張し

た機能を持つ高性育皀,高信頼姓のシステムである。このシステムは,

企業レベルの生産管理や在庫管理といった大規模データベースから,部

課単位の販売管理などの中小規模のデータベースのいずれにも適して

おり, CIMSⅡの下での高度なオンラインデータベースの構築が可能であ

る。

一方, RDMSⅡは利用者の斬たな処団要求や業務の変更や拡張

rともなう処理内容の変更にタイムリに,かつ柔軟に対応できる点を

特長とする本格的りレーシ.ナルデータベース管理システムである。利用者

は業務形態や処理内容に応じて2種類のシステムのどちらか一方だけ

を導入することもできるし,両方共に導入し,それぞれK適した処

理を分担させるとともできる。例えぱ,図 1、に示したよう忙企業

全体の生産情報をEDMSⅡデータベースとして構築し,そこから定期

的に抽出した製品単位のデータを RDMSⅡ手ータベースに投入L,よ

りきめ細かな生産管理を行うことが可能である。

また,この二つのシステム忙は,エンドユーザーによるデータベース定義,

検索,更新を容易にすることをねらいとし,同一の言語仕様を持つ

まえがき

小弼,修 ^革 石井俊次、.佐々木良男、・古金谷博、・佐藤正昭"

対話形検索づψ'ラム1DP(EDMSⅡ)と RQL (RDMS Ⅱ)が用意さ

れてぃる。1DP と RQL は,エンドユーザー支援システム DIATALK の

下でファミリを構成しており,相互間の手一夕授受や取り出されたデ

ータに基づく帳票作成,づラフ作成などが効率的に行えるよう配慮さ

れている。

2種類のデータベース管理システムは,それぞれ以下に列挙するような

点を特長としている。

2.1 RDMS Ⅱの特長

(1)データベースは分かりやす仏表の形で表現され,習得しやすくか

つ使い力の簡単な RQL言語により,エンドユーザーで、簡単にデータベ

ースの定義,検索,更新を行える。

(2)ただーつの言語を覚えるだけで,端末からもづログラムからも

データベースをアクセスすることができる。

(3)期日計算などが可能な DATE や,イメージデータなどの格納に

適した TEXT などのデータタイづが用意されている。

(4)データ自体だけでなく,列(欄)名にも日本語が使用できる。

(5)動的な索引定義機能により,業務に応じた処理の高速化が図

れる。

(の頻繁忙行われる検索手続きを視点(ピュー)と呼ぶ論理的な表

で定義し,操作を簡略化するととができる。祝点はまた,機密保護

のためにも有用である。

2.2 EDMS Ⅱの特長

(1)データ表現形式として,階層描造よ四金力な表現力を持つネッ

トワーク構造を採用しており,複雑な現実世界を忠実にデータベース忙

マ,,ビングて、き,効率的なアクセスが可能である。

(2)数千Gパイト級の大規模なデータベースの桃築や,32Kバイトま

での長大レコードの定義ができる。

(3)二次キー(転置索引)による多面検索が可能である。

(4)データの暗号化機能,レコードやフィールド単位のアクセス缶1仟邱な

どセキゞ庁イ機能が充実しており,故意や過失によるデータ被壊や漏

えいからデータペースを保護している。

(5) 1DP により,りレーショナル手ータペース同等の手軽さでデータベース

の検索,更新が可能である。

2 データベース管理システムの特長

セールスマン氏名

井上

大沢

長島

RQL

販売高

1105

561

792

RDMSⅡ

絵料

350000

300000

250000

応用プログラム

<人事テーブル>

従梨員番号

」00

101

<売上テーブル>

抽出・投入

,だ業員番号販売高
100 561

102 1]05

氏名

大沢

長島

キ含ネ1

300000

250000

RDMSΠデータベース

20(494)*三菱電機(株)計算機製作所**三斐電機東部コンビュータシステ△(株)

EDMsn

IDP

図 1. EDNIS Ⅱと RDMS Ⅱ手ータベース

人事情報

生産情報

営業情報

EDMSⅡデータベース

販売情報

3,1 リレーショナルデータベース

一般にりレーショナルデータベースの要件として,.ミに対して,送択

(SELECTION),投影(PROJECTION),結合σ0IN)の各操作

が肖由に,かつ非手続き的に行えるととが挙げられる。「自由に,

かっ非手続き的に」巴いうただし書きを満たさないものは表形式デ

ータベースとして分類され,あくまでもりレーショナルデータベースとは別な

、のである。表形式データベースはりレーショナル「形」と称されること

が多い。

3 RDMS Ⅱ
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RDMS Ⅱは,強力な非手続き形言語RQL (Re1祉ion址 Quay

L即gU昭のによって,自由に様々な処理を実行する本格的なりレー

ショナルデータベース管理システ△て、ある。図 2.はりレーショナルデータベース

のデータ表現と基本操作を示したものである。

3.2 RQL文

RDMSⅡに対する処理は, RQL文を通じて要求する。 RQL文は,

検索に限らず,定義,操作,制御を含めて,すべてのRDMSⅡヘ

の処理要求を記述する言語である。また, RΩL文は端末を用いた

会話形の処理だけでなく,応用づログラムの中でも記述することがで

きる。とのことは, RDMS Ⅱを会話形処理てヅ打いるか,パッチ処理

で用いるかによらず,常に単一の言語で要求を出せることを意味し,

氏名

山田太郎

川上一郎

佐藤花子

従業員番号

100

200

150

利用者の負担を軽減している。更Kデータベース管理者向けの機能も

RΩL文で記述される。すなわち, RΩLは RDMSⅡに対する単一

の窓口であり,処理の内容,羽Ⅱ乍モード,手川"者の資格忙かかわら

ず矛Ⅲ司できる言語である。

3.3 検索機能

データベースに対する問い合わせは, RΩL の内「SELECT」文で行う。

SELECT 文では,「どうやって,データを取り出すかく、はなく,「何

を」取り出したいのかを指示すれぱよ仇。SELECT文の基本構造を

図3 に示す。

項目名は必要なデータ項目の名前を指定するが,全項目を要求す

るときには「*」を指定する。また項目名の位置に組込み関数や算

氏名

従業員番号

ーー^

結合

f、征所、

100

200

150

表

ーー^

21(四5)

投影

氏名

列

川上一郎

山田太郎

佐簾花子

図 2.ルーショナルデータベースのデータ衷現と基本操作

氏名

<検索>

SELECT

FROM

WHERE

ORDER

<格納>

STORE

VALUES

川上一郎

佐藤花子

年令

年令

(趣正Ξ画 1^1区_1亙璽ニコ

匝亟刃[ニエ図[Σヨ亟^

住所

項目名の並び

表の名前の並び

検索の条件

BY 表示の順序

東京都

北海道

術式,定数を書いてもよい。 FROMの

次の表の名市Ⅱ士,どの表からデータ項目

を取り出すかを指定するもので,最大16

個の表を一度に指定することができる。

加えて,幾つかの表をまとめたり,一定

の条件を付加したりして,実際Kは存在

しない論理的な表(視点)を用いること

も許している。逆忙一つの表忙幾つかの

ラベルを与えて,同じ表が幾つも存在して

仇るかのような取扱いも而j能である。

W1正REの後には,算郁ルにゃ論理式を用

いて複雑な条件を指定しても構わない。

図 4.は SELECT文によるデータベース

検索の例である。また,条件式の中に別

な SELECT文が含まれていてもよ込。

このような場合には,条件式中のSELE・

CT文を先に評価し,その結果を用いて

SHAIN

村山

石井

佐々木

SE旧訂SU

図 3.代表的な RQL文

表の名前

(列のデータ)

TOSHI SHOZOKU

KAISHA (会ネ士)

人事

経理

バソコン

、会社表(KAISHA)から年令が

30才未満の人を選ベ゜

条件式が評価される。また,入力に手問のかかる日本語データを検

索条件に用仏るときなどのために,文字列の先頭の何文字かだけを

指定するような機能も用意されている。検索結果を表示するときの

順序指定は, ORDER BYで行う。この順序指定も昇順,降順は無

算術式の評価結果に対して用いることもできる。同じ属性,値
ξ△
1川Ⅱ,

を持つものごとの架計処理(GROUP BY)も可能である。

ぐ工Σコ

SELECT

FROM

VVHERE

、＼.

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のデータベース管理システムRDNIS Ⅱ, EDMS Ⅱ.小野.石ジ卞.佐々木.古金谷.佐應

SHAIN, SEIBETSU, TOSHI, SHOZOKU

KAISHA

TOSHI<30

ネ士員,1生男1」年令イ主所'
__旦ト!ヘ1が__+旦E1旦ΞIsy斗 TOSH11SHOZOKUーーーーーーーー+ーーーーーー斗一ーーーーーオーーーー・「
村山 28 1人事男

佐々木 26 バソコ'女

図 4. SELECT文による検索例

3.4 操作機能

データ投入は STORE文,更新は MODI・

FY文,削除は ERASE文忙よって行う。

STORE文で1行分のデータを投入する

場合,列のデータは直接に定数を記述す

るが,ホスト言語を用いた応用づログラムで

は,ホスト言語で用いている変数名を記

述することもできる。会話形で多数のデ

ータを投入するときのためには,最初に

一皮だけ表の名前を指定しておいて,後

にデータ値だけを入力する形の支援機能

も用意して仏る。更に, VALUES の後

に SELECT 文を〒井くこともできる。こ

のときには, SELECT文の検索結釆を

入力として別な表を作成することができ

る。図 5.は STORE文, MODIFY 文

及び ERASE文の使用例である。
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<STORE文>'会ネt表に新入ネ士員を追加する。
新人なので所属は未定とする

STORE KAISHA

VALUES ('新田','男'.23,'未定')

<ERASE女>転勤になった人を'会ネ士'表から肖岬余する。

ERASE KAISHA

WHERE SHAIN =

区ン

ネ士員 1 性別 1年齡1 所属 1

SHAIN ISEIBETSU I TOSH11 SHOZOKU I

村山男 1 281人事 1

、

<MODIFY交>全員の年齢を一歳ブラスする。

代田
佐々木

新田

三焚電機技報・ V01.59 ・ NO.フ・1985

MODIFY KAISHA

SET TOSHI=TOSHI+ 1

区D

男

32 1 経理
261パソコン1

社員 性別 1年齢 1 所属

SHAIN J_SEIBETSUJ_TOSHLISHOZOKU"

23 1 +{23 1 未定

IDXI

(SHOZOK山

た,イメージデータなどの非数値情報を取り扱う

1、EXTデータタイづ,期玲サΞ十算が可能なDATE

データタイづも用意されている。更に, RQI"で

はコマンドの簡略形や検索文の保存機能,裟示

画面の欄単位の左右スクロール機能など忙より

操作の簡略化が図られている。

村山 1男
佐々木1 女

新田 男

区つ

<会社表を定義する>

CREATE 丁ABLE

1 1

281人事 1
26 1 パソコン 1
÷ 1
23 1 未定

の数量化により,その物理的格納位置を決め

る。ランダ△な検索に適している。

(2) VIA :付随的なデータを格納する場合に利用される力'式で,

レコードは主レコードの物理的近傍に酉引避する。

(3) DIREcr :レコードの物理的絡納位置を使って検索,格納す

る。

(4) 1S .レコードをキーとなるワイー」レド値の順に配置する方式で,

CODASYL提案にはない独得の方式。順次処理とランダ△処理の両

方が必要な処理に適している。

とれらに加えて,レコード検索の効率化を図るため,フィールド値を

二次キーとして定義し,処理K応じた多面検索が可能である。

4,2 データベースの定義と操作

データベースは,データベース定鶉言語Kより定子島さ,τ,スキーマと呼ぱれ

る定萎体忙変換される。個たの応用づログラ△では,スキーマ上の定裟

されたレコードと,レコート冏の関係のうち,その応用づログラムで必要

な部分のみを取り出したサづスキーマを使用する。サづス十ーマでは,ス

千ーマ上のレコードのフィールドの並ぴ順を変更したり,一部を肖蝉余す

ることも可能である。サづスキーマとして取り出されたレコードと,レコ

ード間の関係は登録集として作成されるので,利用者は個々の応用

づログラ△で薗倒なデータ定義を必要としない。

応用づログラムからは,データの検索,更新,削除に応じて用意され

たマクロ命令を使ってデータベースをアクセスする。また,1DP を使え

ば,データベースの構造を知1らなくてもりレーシ.ナルデータベース伊」等の気

嵯さで,検索,更新を行うととができる。

4.3 障害回復と排他制御

EDMS Ⅱは,システムの障害,ハードゥエア障害,応用づログラムの不正

終了と込った各種の障害に対し,データベースの保全を行うために完

全な障害回復機能を用意している。また,複数の利用者が祠時にデ

ータベースの検索,更新を行う場合のデータの一貫性を保証する劃野也制

図 5.データベース操作例

SHAIN 社員

SEIBETSU 性別

TOSHI

22(49の

4.1 EDMS Ⅱのデータ構造

EDMSⅡでは,複雑な現実世界を忠、笑にか

つ厳密に表現するために,ネットワーク構造と呼

ぱれる論理的なデータ表現を採用している。ネ

,"ワーク構造は,データ問の関係づけを自由忙

行うととのく・きる,柔軟性忙富んだ表現形式

で,チェーンにより任意個のデータ問を任意の

方向で任意のレペルまでつなぐととができる。

図 7.は, EDMS Ⅱのデータ構造を示したも

のである。

一方,データをデータベース上に物理的に配置

する方法として次の四つがあり,データの特

性に合わせた効率的な格納,検索を行うこと

ができる。

(1) CALC ,レコード内の複数のフィールド値

年令

SHOZOKU 所属

SHAIN SEIBETSU TOSHI

<所属を索引とする>

CREATE INDEX

ON KAISHA

KAISHA

3.5 定義機能

データを略納するための表や,論埋的な表である桝点の定覇,削除,

表の検索効率を向上させるための索引の定共,削除は,いつでも自

由に行うことができる。索引はSELECT文などでの指定には関係

なく検索性能の向上忙役立つ。図 6.は表の定義と索引の追加例で

ある。既にデータカ斗各納されている表に女寸しても,後から必要とな

つた新しい項目を追加することができる。更に,データベース管理者

用の機能として,衷を格納するための論理スペースの定綻や,データ

量が増加して絡納できなくなったときのディスクスペースの追加定筏も,

いつて、も自由に行うととができる。

3.6 その他の機能

データベースを効率的に運用するためには,データベース管理者に全権を

ゆだねる必要があるが,一方で利用者のデータ自体は管理者の資か

ら保護したいという矛盾した要求を解決するために,暗号化機能が

用意されている。これにより管理者は物理的なデータにだけ全権を

もち,利用者のデータの論理的意味は知り得ないようにできる。ま

4

NCHAR (8)

NCHAR(1)

NUMBER(2)

NCHAR(10)

EDMS Ⅱ

図 6.データベース定擾例
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製品グルーフ

製品コート

機種ク'ループ

機種コード震種タイフ

部品グループ

部

製品名

構成部品グループ

コート

部品コート

数量

機種名

(a)グルーづ(レコード)の形式

仕様

単価 在庫数

機種名

インデックス

製品へッダ

グループ

製品グループ

フジオ

部品名

機種クルーブ

RD1形

製品クルーブ

構成部品
グループ

スビーカー1個

機種ク'ループ

部品へッダ

グJレープ

(b)手ータベースの枇造

IC-A形]晞

御をきめ細かく行っており,更に広域多段

LRU (L田St R.centry U託d)力式により,

主記憶装羅と手ータベース問のデータ転送回数を

最小化し,処肌の最適化を図っている。

4.4 機密保護機能

EDMS Ⅱけ,データベース上のデータの不用意

な,若しくは惡意による漏えいや破壊から守

るため,図 8.に示したような多重の機密保

護機能を用意して込る。

(1)サづスキーマによるアクセス制御

全休のデータベースから,機密に関する手一夕を

外した部分をサづスキーマとして定義するとと

構成部品

グループ

①

ステレオ

ST-A形

製品へッタ

部品グループ

二次キー

グループ

ノ
ノ
ノ一

スビーカー2個

IC一酢ι2Ⅸ画

S丁一B形

ICA形

スビーカー2侶

テレビ

IC-B形巧個

人事データペース

TV-1形

ICB形

がて、きる。

(2)レコードやフィールド単位

のづライパシ 0.ワク機能

レコード全体や一部のフィールド

に錠(ロヅク)をかけ,それに

対するかぎ(鍵)(キー)を持た

ないづログラムからのアクセスを

防,止できる。

(3)手ータベースの陪号化機能

ディスク_Lの手ータベースを物理

的にダンづし,内容をのぞき

込む悪意を持つ第三者から機

密ゞータを保護することがで

、

従業員名

、、、

所属

スビーカー1個

、、

(司サづス牛ーマによるアクセス制御

@
部品へッダ・グルーフ

スイソチ

IC-A

1,2,3

図 7, EDMS Ⅱのデータ表現

打2個

料

1,2,3

スヒーカー

EDMSH

(の暗号化によるブータ保護

9言号」ナ

介ロック0

氏名(フィールド)

介

珪号'七

5.むすび

メ>後,ますま,ーデータベース化

される業務範囲と手一夕最は

増加し,更にそれを利用する

利用者の幅も広がっていく傾

向にある。オペレーティングシステ△

GOS/VSの二つの手ータベース

管理システムは,そうした傾向

忙適格忙対応し,業務内容や目的に応じ

た効果的な使い分けができることをねら

つている。今後と、データディクショナリ機能

をバックポーンとして両システム問の隔合性

を高め,利用者によるデータベース開発,

利用を促進するための機能拡充,性能向

上を図っていく予定である。

晧号イヒ
された
データ

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のデータベース管邸システムRDMS Ⅱ, EDMS Ⅱ.小野.石井.佐々木・古金谷・佐藤
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図 8.機密保護機能
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特集

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》の
エンドユーザー支援システム《DIATALK》

近午,一般企業のデータ処皿部門では,開発に芯手できないまま稙

み残されている開発要求(バ,,ク0グ)の急増が重大な問題となってい

るが,バック0づ問題の解決ICは,手一夕処理部門の生産性向上と巴も

k,エンドユーザーによるデータ処理ヘの参加が必要とされている。

ー'方,パーソナルコンピュータ(以下,パソコンとよぶ)や多機能才フィスタ

ーミカレの性能面,機能面での急速な発達は驚異的で,エンドユーザーの

ための豊富な種類のソフトゥエアパッケージの利用や,他のユーザーを全く

意識することなく使用できる高い独立性などの理由から,ワークステー

ションサイトでのマイク0づ0セッサ類の利用も盛んになってきている。汎

用機とΞ仟務用のマイク0づ0セ,,サ類は単に共存するだけでなく,両者

による協同処理が行われてとそ,より右益なものとなる。

また,エンドユーザー部門で容易に情報システ△を活用していくために

は,口本語情報,グラフ,イメージなど幅広いメ手イアを羽リ司できなけ

れぱならない。《MELCOM EXシリーズ》の 1ンドユーザー支援システム

《DIATALK>は,上で述ベた背景を踏まえて開発されたエンド]ーザ

のための統合ソフトゥエアである。

まえがき

山本正勝、.田口和男、・加藤文夫、

三斐電機技報・ V01.59・ NO.フ.1985

た画面形式を通して使用,、ることができる。ユーザーは,メニュー選択

と問合せに対する応符を行う対話形のインタフェースで《DIATALK>

を将師乍できる。 L、たがって,づログラミングによるデータ処理経験がな

いエンドユーザーでも十分使いとなすことができるように酉颪'されてい

る。

(2)個々の製品要素づログラムは,《DIATALK》のマスタメニューで

該当するものを選択することにより実行される。また,ーつのづ口

グラムを使用しているときに,別のづログう厶の機能が必要になった場

合(例えばデータベース検索後に結果をグラフ形式で表示するなど),

再びマスタメニューに戻って指示することなく,現在使用中のづログラム

に対して要求を出すととができる。この場合,呼び出されるづ口づラ

ムに対する詳細な動作指示は,現在使用中のづログ3厶が自動的に作

成する。立た,呼び出されるづログラムに引き渡すデータは,主言引意

内の共通スペース(《DIATALK>コミュニケーションスペース)経由でも外部

ファイル(《DIATALK>コミュニケーションファイル)経由で、引き渡すこと

ができる。ぐ1)1ATALK》の全体概念を図 1.に示す。

(3)Π常のオフィスワークを支援する機能として,オフィス情机の蓄砧,

づラフ作成,他部門ヘのメーリングなどが含まれている。

(4) CODASYL形データベースEDMS Ⅱ,りレーショナルデータベースRD・

MS Ⅱのいずれに対して、共通のエンドユーザー言語を使用できる。

4DIATALK》の特長は,次のとおりである。

(1)《DIATALK》モニタの下に統合されたづログラムは,統一され

九鬼隆彦、・立花".和秤

2 特

日本語
ワーク
スアーション

装置

長

0IATALK

コミユニケーション

スペース

1ルーンヨナル

データペース

検乗言語

緝QU

DIA丁ALK

図示

検索

DIATALK モニタ

言語

(EQF)

対話影

テータペース

検奏

フログラム

(氾P)

ⅢATAⅨ

コミニニケーノヨン

ファイル

24(498)*三菱電機(株)計算機製作所**三菱電機東部コンeユータシステム(株)

対話形
VSAM

ファイル

検索

フログラム

(ⅥP)
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データペース

対話形

帳票

作成

プログラム

(1RP)

対話形

グラフ

作成

プログラム

UGP)

図 1.1ンドユーザー支援システ△《DIATALK》の釡体概念図
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3,1 製品構成と機能概要

、DIATALKンの製品1"成ほ,図 1.に水すとおりで,機能概要を

以1'に述ベる。

(0)対話形ユーザーインタフェースによるりレーシ,寸ル手ータベース操作

(データベース作成,検索,更新)

(b)対話形ユーザーインタフェースによる CODASYL形データベース操

作げータベース検索,更新)

(C)図示形ユーザーインタフェースによるデータベース操作(手ータベース

作成,検索,更薪)

RD 対話形ユーザーインタフェースによる VSAMファイル操作(VSAM

ファイルの作成,検索,更新)

(e)対話形ユーザーインタフェースによる日本語帳票の設計と帳票印

刷

(f)対話形ユーザーインタフェースによるビジネスづラフの設割'と出力

(g)対話形ユーザーインタフェースによる意思決定支援づログラム利用

(h) CODASYL形データベースの一部分を抽出してりレーシ,ナルデ

ータベースを作成

( D CODASYL/りレーシ.ナルデータベース又はVSAMファイルのー

訊")を日本語帳票形式又はビジネスグラフの形式でH」力印字する。

3.2 リレーシ.ナルデータベース検索言語 RQL

リレーショナ}レデータベース検野1言語 RQL は,りレーショナル手ータベースの作成,

検索,更新を文怜舌形インタワエースによりサ断テする。りレーショナ}レブータベ

3.機
ースの基本操作として,データテーづルから指定された条件を満足する

行(レコード)を選択するセレクション,データテーづルの中の指定項目を選

択するづロジェクション,更1て,二つのデータテーづルを細み、合わせるジョイ

ンを実行できる。

RQL の特長は次のとおりである。

(1)エンドユーザー割炉Ξの人でも容易に習得できる言語形式である。

使用者は,データ処理の手順を指示することなく,ゞータペースに対す

る要求だけを指示すれぼよい。

(2)手ータベースの定裟,手ータベースの操作,データベースの仰j御,をす

べて統・ーされた言語形式て・指示できる。

(3)端末使用者が使用する指定形式とアづ"ーシ.ンづψち厶作成岩

が使用する指定形式が共通である。

RQL の操作事例を図 2.に示す。

3.3 対話形データベース検索プログラム 1DP

対話形データベース検索づログラム1DPは,企業単位で構築される大規

模手ータベース用の CODASYL形手ータベースシステムEDMS Ⅱのデータベ

ース操作を,対話形インタフェースにより実行する。 1DP は,エンドユー

ザーによる手ータベース操作を可能にするばかりでなく,データ処理部

円でのデータベース処理における生産性向上ツールとしても活用できる。

IDP の特長は,次のとおりである。

(1)りレーショナル手ータベース用の検索言語RQL と同じ指定形式のコ

マンド言語を使うことができる。

(2) EDNIS Π手ータベース"H乍の容易性の実現に加えて,データベース

処皿の効率を向上させるオづションの指定ができる。

(3) EDMSⅡのデータベース定義段幣で指定される英数カナ文字表

現のデータ項詞名とは別に,ゞータペース検索結果の衷示段階く,萸字を

含む日本語衷現の衷示用データ項月名を動的に指示できる。

IDP による EDMS Ⅱずータベース操作事例を図 3.に示す。

3.4 図示検索言語 EQF

図示検索言語EQF は,図示形ユーザーインタフェースにより,エンドユーザー

によるデータベース操作性を高めた言語である。 EQFは, CODASYL

形データベースEDMS Ⅱ,りレーショナルデータベースRDMS Ⅱ,及びVSAM

ファイルに対する検索,更新を始め,検索結果に対する表操作,集計

操作,グラフ出力,帳票出力などが実行できる。 EQF の操作事例を

図 4.に示す。

<コマンドの形成>

SELEC丁

FROM

VVHERE

TEAMN, POSIT, BACKNO, PLAYRN

BASEBALLT

UTSU='左打ち' AND

AGE>22

ORDER BY TEAMN

<検索,結果の出力>
1

TEAMN

球団名

POSIT

守備位置

日本ハム

内野手

投手

外野手

投手

外野手

投手

内野手

外野手

内野手

内野手

日

BACKNO

背番号

25 (499)

ヤクルト

PLAYRN

選手名

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》のエンドユーザー支援システム《DIATALK》・山本・田口り扣藤・九鬼・立花

篠塚利夫

永射保

立花義家

水谷啓昭

島田誠

益山性旭

掛布雅之

植松精一

高橋慶彦

水谷真太郎

<コマンドの形式>

図 2. RQLの操作事例

CONNECT

SELECT

BASEBALL

TEAMN

POSITN

BACKNO

PLAYRN

UTSU='左打ち'
BY TEAMN

<検索結果の出力>

YYHERE

ORDER

殊団名

'球団名'

'守備位置'

'背番号'

'選手名'

AND AGE>22

守備位置

{Cン・
背番号

55

24

選手名

図 3.1DP の操作ヨf例
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<ユーザーによる指示形式>

社員表 牡員番号

く出力表示事伊D

社員名

P

社員表

年齢

>=30

P

社員名

性別

田中一郎

鈴木和男

度辺弘

山田太郎

0

P

基本三合

年齢

三斐電機技報. V01.59. NO.フ・1985

P

3,5 対話形 VSAM ファイル検索プログラム VIP

対話形VSAMファイル検索づ0グラムVIP は,エンドユーザーによる VS・

AMファイル操作を対話形インタフェースにより実行できる。 VIP によ

リユーザーは, VSAMファイルの検索,更新を始め,検索結果忙対す

るグラフ出力,帳票出力などを実行できる。また,複数のVSAM フ

アイルに対する連結指示や,ワアイ1げ'イクシ.ナリによる集中管理や機密

保誰などの機能、含主れる。

3.6 対話形帳票作成プログラム 1RP

女寸話形紅包要作成づログラム1RP は,づ口づラミンづの経験がなV、 1ンドユー

ザー部門の人で、,計算機システ△との対話形オペレーシ.ンを通して,

公式に処用できるW告俳や伝票の作成を可能にするソフトゥエアであ

る。 1RP のユーザーは,1DP や RQL を使ってデータベースから扣1出し

た手一夕をもとに,酢常的に要求される公式文書をタイムリーに作成

するととができる。1即の特長は,次のとおりである。

(1) 1RP は,《DIATA工K》モニタの下で¥ータベースの検索用づ口づ

ラムである IDP や RQL と,右機的に連動して動作するように設計

されている。 1RP が処鳳する手一夕は,外部ファイル,又は圭記憶土

の共通スくースのどちらかを経由して引き渡される。

(2)手ータベース上には存在しない手一夕項目を帳票形式定義段階で,

クロス)"項目として定裟することができるので,集引イ直の印字は,

たて,よこ両方向(クロストータル)が可能である。

(3)帳票全体に対するレイアウト表示として,表紙,ページ見出し,

ワット見出し,ページ幅,用紙幅など各種の帳票に適応する豊富なオ

づションを任意に選択して指定できる。

IRP の操作事例を図 5,忙示す。

3.7 対話形ビジネスグラフ作成プログラム!GP

対話形ビジネスグラワ作成づログう厶IGP は,グラフィック端末と対話をし

ながら Wネスづラフの作成,表示,修正,印刷などを簡単に行うとと

のできるづログラムで次の特長を持っている。

(1)《ⅨATALK》の一描成要素として他の描成要素巴組み合わ

せて使らことによって,データベースの検酔弓沽果をすぐビジネスグラフ化

することなどができる。

(2)メニュー画面忙従って操作を行うだけで,簡単に eづネスグラフを

作成し手イスづレイ画面に表示したり,ナルタ装置に印刷することが

できる。

(3)データ入力源は手イスづレイ画而,手イスクファイル,主ミ引意テーづルの

いずれで、よい。

性別

出身県

基本給

¥160,000

¥200ρ00

¥180,000

¥250,000

図 4. EQFの操作事例

<帳票作成指示画面の形式>

D IATALK ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

*プレーク制街の定菱*
N連続表示アイテム番号 1
Nソート

*アイテム名一覧*

^雫巳

番号 アイテム名

BU

KA

KAKARI

SHIMEI

JUSHO

編集形式

<帳票の形成>

表示けた

日付 84-08-27

B

部

R S

人事

15

人事

係

人事

名月1」

橋本

中島

山下

採用

キ又チ田

太郎

ページ

住所

稔

貸付

野口

長山

東京都杉並区

東京都中野区

神奈川県夢沢市

東京都世田谷区

東京都新宿区

神奈川県横浜市

千鶴子

正一

和雄

大谷

山本

森本

預金

愛子

石井

野口

長山

給与

(4)衷題や項目名などに漢字やひらがなが使用できるので,読み

やすいづラフが得られる。

(5)づラフの形式情報やグラフデータをファイルとして保存できるので,

それぞれ別データや別形式のづラフを"K の忙再使用することができ

る。

IGP のづラフ作成メニューの事伊ルグラフの表示例を図 6.に示す。

3,8 対話形ファイノし交換プログラム EDUET

対話形ファイル交換づログラ△EDUET は,大容旦データベース機能,ネッ

トワーク機育Ξ,高速・大量処理機台Eと M5000多機育Eオフィスターミナル,

《MULT116》の持つ使いやすい口ーカル処理機能を結合する,マイク

ロ/メインフレーム結合支援ユーティリティである。

オフィスで扱われる情報には,文字,表,グラフなど様々な基本形態

がありメディアと呼ぱれる。このメディアは単独で処理する場合もあ

れば,複合形態(マルチメディア)で処理ナる場合もある。 EDUEI'は

ホスト又はパソコンで作成されたこれらメディアの交換機能を提イ共する

、のである。 EDUET で扱うことのできるメディアの種類を表 1.に

示す。 EDUET の特長は次のとおりである。

(1)大容量データベースとパソコン0A機能との結合

RQL や IDP などによりデータベース検索したデータを,パソコンのスづレ

,,ドシート処理,ビジネスグうフ処理,文書処理など OAバッケーづで活用

東京都杉並区

東京都品川区

神奈川県慈沢市

順子

五郎

和雄

渡辺

田口

中森

26(50の

東京都練馬区

神奈川県川崎市

神奈川県横浜市

邦子

直子

明菜

図 5.1RPの操作事例
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<1GPのメニュー事例>

DIATALK(1GP)ーーーー<1GPグラフ操作メニュー>

選択番号 =>

ジ7

ハソコン

グラフ表示

グラフ修正

グラフ保存

グラフ形式情報保存

グラフ種類変更

<1GPが作成するグラフの事例>

%
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製品別売上高増減率

10

MELCOM EXシリーズ

0

-10
4月

臣

5月

コミ0一亀丁
ケーノヨンファイル
テーフル

メディアの孤類

図6

6月

'ー^

文

^製品A
^製品B
^製品C
^製品D

ヨ女(テープノレ)データ

IGPのグラフ表示操作の例

メディアの種類

7月

→亘ヨ

ビジネスグラフデータ

一1

8月

夕

図

バソコン

形

メ

イメ

文字の迎らなりで榊成される

9月

ローカル

フフィル 0

文

去の形式梢隷と数仙データで射成される

夕

イ

分

ビジネスグラフの形式桁擇と数仙データで織成される

することができる。
図 8.電子メールシステムの1莅成

(2)分散データ処郡の支援

ホストのデータベースから必要なデータをパソコン側に取り出し,パソコン を倩築する上で極めて重要な要業である。竃子メールシステムEMAIL

のCOBOLアナ竹ーシ.ンづ0づラ△により分散データ処理カジ可能である。 は, M5000又は《MULT116ンにより作成された文書を《MEL.

また,データ処理におけるデータチェックや加工・編架はパソコン側で分 COM EXシリーズ>を中継して他の M5000 又はくMULT116》に伝

散処理することにより,ホストマシンの負荷帷減や効果的運用が可能で 達,配布するオフィス問コミュニケーション機能を提供する屯のである。

ある。 EMAILは, M5000又は《MULT116》<、作成されたマルチメディア

(3)電子千ヤビネットとしての羽リ村 形式の文書を必要な相手に適切なタイミングで効率良く転送する。

ホストの大容量データベースを利用して,パソコンで作成されたデータや EMAIL の特長は以下のとおりである。

文書を格納することにより,共用キャビネットや私的な爾子キャビネヅト (1)文書の品質向上と省力化

として利用できる。 電子的に作成された文書は手書きに比ベて怖段に品質が良く,また

図 7.に EDUET の枇成を示す。 オフィス問コミュニケーションにおいて,紙,時冏,労力などの削減が可

3.9 電子メールシステム(EMAIL) 能である。

オフィスの業務はデータ処理,文書処理,コミ1ニケーシ,ン,意思決定の (2)ネットワークの有効利用

四っに分類されるが,との中でもコミュニケーション機能はシステム0A 《MELCOM EX剖ーズ》のネットワーク機能を利用し,近距離や速距

汎用電子計算機《MELCOM EXシリーズンの1ンドユーザー支援システ△《DIATALK》.山本.田口り扣藤.九光.立花 27(50D

スフレソトシート処理

区亟亙]

ヒジネスクラフ処理

.

アプリケーンヨン
プログラム

ア

夕

図 7. EDUETの構成

表 2. EMAILの機能
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夕
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モデル・ゾログラム内客表示

固定賓・ 100000
仕入量・ URIAGE.C2
仕入単価, URIAGE、C 3
販売量・ URIAGE.C2
販売単価一 URIAGE.C4
仕入高・仕入量=仕入単価
売上高・販売量*販売単価
一般管理費・売上高*0.06.固定費
粗利益・亮上高一仕入高
税率一 0.54
税引前利益・粗利益・一般管理費
税金・税引前利益牢税率
純利益・税引前利益一税金
亮上高利益率・利益/売上高*」00

YOSAN

バーソナル・テープル名

4.むすび

以上で述ベたように《DIATALK》は,今まで計算機とは無縁であ

つた人太を,計算機によるデータ処理に参画させることにより,導

入ユーザーの企業レベ}レでの生産性向上に寄与するものと確信する0

I C 11

1年度 1仕λ販亮量 1仕入単価 1販売単侮 1

6,5801 6,9801 7,70011」9841
6.6001 7,0001 7,8001119851
6、9901 7、.0201 7,8001119861
フ,4101 8、0401 8,9001119871

8,0701 8,9001フ,9471119881
8,3ι01 9,0901 】0,1001119891

プ智グラム名 YOSAN

*政策変数
固定費V1

仕入量V2

仕入単価V3

販売量V4

販売単価V5

税率V6

*中問、目標変数
仕入高V7

亮上高V8

一般管理賢V9

粗利益V I 0

税引前利益V 】 1

税金V 1 2

純利益V 1 3

亮上高利益率V 】 4

*時期単位・ーー年

モプノL

C2 1

(2)分析機能

相関,順位相関分析,判別分析,主成分分析,因子分析,クラスタ分

析,千ヤッシュフロー分析

(3)予測機能

単純・多重回帰分析,ス予ガ・ワイズ回帰分析,多項式回帰分析,指

数曲線,べき曲線,コンベルッ曲線,ロジステ,ク曲線などによる傾1司1山

線をあてはめて予測することができる。

(4)シミュレーション

WHAT-1F分析, GOAL-SEEKING,感皮分析などによるシミュレ

ーションが行える。

DSS/Ⅱの操作出例を図 9.に示す。

C4 1

URIAGE

萪利益 1

フ 76.31 4 1

1,003,3521
9 98,6051
】,106、6041
1,07フ,4641
1,545,306 1

28 (502)

C 3 1 C 4 1

三菱電機技報. V01.59・ NO.フ・1985

ーソヨン

F

EEKING

離に対して柔軟にメールシステ△を構築できるとと凾忙,時刻指定など

により回線の有効利用が可能である。

(3)機密保護とオフィス活動時間の効率化

親屡機能により機密保護され,またメールポックス,代行受信,代表受

信などにより当動的に受信可能なためユーザーはより知的なオフィス

活動K専念することが可能である。

EMA丘の機能を表 2.に,その構成を図 8.に示す。

3.10 意思決定支援システム DSS/Ⅱ

意思.t定支援システムDSS/Ⅱは,エンドユーザーが自ら使用するととを

前提に開発されたソフトゥエアで,統計,分析,予測,経営モ六レの作

成,シミュレーシ,ンなどの機能が含まれている。また,既存のデータベ

ースや,データファイル忙蓄積されたデータを有効に利用するため,企業

単位の既存データや情報をいかした意思決定が行える。

DSS/Ⅱ忙含まれている機能は,概略次のとおりである。

(1)統計機能

相加平均,幾何平均,調和平均,最頻度,中央値,分散,標準編差,

標準誤差,最大値,最小値,範囲,せん(尖)度,ひずみ度の計算

I C U

1時期1 仕入高 1 売上高 1

図 9. DSS/Ⅱの媒作事例

U

Cユ 1

19日d,19日9

C3 1

の鬨始時期、共了時期?レ 、ノヨ.
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特集

汎用電子Ξ十算機《MELCOM EXシリーズ》の
ソフトウェア生産性向上支援システム《SWEET》

最近の業務システムの大規模化・複雑化に対応して,計'界機を導入す

るシステム部門にとって,ソフトゥエアの生産性1司上の必要性は改めて

いうまでもない。 GOS/VS では,ソフトゥエアの生産性向上ヘのアづ

0ーチとして,設計から保守,運用までの一連のソフトゥエアサイクル全般

を統一的に管理・支援することを月的としたアナ竹ーション開発支援

システ△《SWEg[ンと,その笑際上の運用を効率よくサポートするた

めに統合化された運用システムを捉供する。

ことでは,アづりケーション俳1発支援システ△の体系と統合化された運

用機能について概要を紹介する。

まえがき

J

2.開発の背景・目的

コンビュータ利用に対する二ーズが急」Mするなかで,システ△部門を小心

に多くの費用と時闇が,ソフ1、ウェアの朋兆・保守に賀やされている。

ソフ1、ウェアのライワサイクj山杓な観点から,従来のソフトゥエアリn発の現状

を分析してみると,次のような問題J無があった。

(0)従来の支鑁ツールは,づログラミング/テストフェーズに限られてぃ

た。

(b)他のフェーズでの支援ツールが存在しても,各太が独立して

いて情螺の受渡しがない。

(C)各々の支援ツールは,マンマシンインタフェースがばらばらでユーザ

によって扱いにくかった。

宮西博彰、 山本森樹、・津滝文雄、・山口和彦、・桐渕信男一

RD 新規作成することが中心で,づログラ△を再利用すると巴が

休系的に老慰されていない。

(0)運用・保守フェーズの考慮が十分されていない。

上記ソフトゥエアの開発・保守の問題を統一的な立場から解決する

ために, GOS/VS では以下のような力法をとった。

(1)統一'した対話形インタフェースの実現((のに対応)

日本語メニュー選択力'式の統一したインタフェースで,初心者で、容易

に作業ができる。日本語のメッセーづ,ガイダンスも出る。

(2)ソフトゥエア管理の一元化((a),(b)に対応)

ソフトゥエアのライフサイクル全体を・一元管理するために,データディクシ.ナ

りを用φてアナ竹ーションソフトゥエアの各種情報を一元的1て扱う。

(3)ソフトゥエアの再利用とパターン化((d)に対応り

既忙あるものを流別し,新規に作る部分をできるだけ少なくすると

いう老えで,商生産性言語を用意した。

(4)運削機能の統合化による効率向上((0)に対応)

システムの導入・保守作業が鮪索化され,かつ日常のシステム運用作業

の省力化・白動化を推進するととができるため,システム部門の要員

が水来の任務である俳1発作業に専念でき,冏接的にソフトゥエアの生

産性向上に貢献できる。

上記のような背景を踏まえ, GOS/VS では具体的な製品として,

アづりケーシ,ン開発支援しステム《SWEET》と統合化された運用システ△

を開発した。

29 (503)

日本語による

開発保守

対話形開発支援

機能の充実

SWEETモニタ

・高生産性言語

ANGEL

・事務用簡易

PROGRESSⅡ

・ライブラリ管理機能

PMF

.データディクショナリ機能

DDMF

.テストデータ生成機能

TDGF

・対話処理支援機能

WSPF

・対話形ブログラム開発支援機能

YVSDF

・りモートプリンタ出力支援機能

VVSPRINT

・オンラインシステム開発支援機能

GREEN

フログラムの

統一的保守管理

*計算機製作所林コンビュータシステム製作所

システムライフサイクル

設計

図 1,《SWEET》の体系

ブログラミング

テスト

運用
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アナ竹ーシ.ン開発支援システム《SWEEf》は,アづりケーション開発のラ

イフサイクル全体のフェーズを一元管理することをねらいとしており,

データディクショナリ機能を用いてアづりケーシ.ンの各種情報を一元的に扱

うととができる。《SWEET》によるづログラム開発は日本語メニュー選

択方式で統一されており,煩わしい JCL やコマンドなどを直接取り

扱わなくて、よい。また《SWEET》配、Fの各コンボーネントは, GOS

/VS の対話形処理として統・ーされたインタフェースでできているので,

エンドユーザー支援機能など他の対話形支援機能との融合性もよい。図

1.に《SWEET》の体系を示す。

(1)《SWEET》モニタ

くSWEET》全体の管理を行う割抄)で,《SWEET》の各コンポーネント

をメニュー形式て、呼び出す。

(2)づログラ△開発支援機能

《SWE訂》は高生産性言語として,複雑なデータ処理向けのANGEL

と訴務用簡易言語PROG硲SSⅡを提供する。更に実深のづ0グラミ

ング環境を支援する対話形づログラム開発支援機能WSDF,対話形づ

ログラ△の作成を支援する対話処理支援機能WSPF,オンラインアづりケー

シ,ンの画面定義を支援する GREEN,及びテストデータの作成を容易

kするテストデータ生成機能TDGF が用意されている。

(3)ソフトゥエアの統合的管理機能

アナ竹ーシ,ン俳」発情報の一元化を,データディクショナリ機能を用いて管

理する DDMF と,ソフトゥエア資産の物理的実体を管理するライづラリ

管理機能PMFを提供する。

3.1 プログラム開発支援機能

(1)高生産性言語ANGEL

ANGELは, COBOLづ0グラムの各構成要業の標準化と部品化をね

らった亀ので,づログラ△の形態別に用意されて仏る標準パターンと部

品を使って桃造化された COBOLソースづログラムを,内部的に白動生

成する機能と,日本語での保守ドキュメントを自動生成する機能を持

つてぃる。づ0グラムの自動生成では,標準提供されているパターンと

ユーザー自身力斗旨示する処理内容ICより, COBOL業務づログラ△の大

部分のパターンをカバーするととができる。

3 アプリケーション開発支援システム
日本語での保守ドキュメント出力は,手書きの場合のづDグう厶とドキ

ユメントの不一致という闇題が解決でき,効率のよい保守作業が河能

となる。

(2)事務用簡易言語PROGRESS Ⅱ

PROGRESS Ⅱは,当社のオフィスコンビュータ忙おいて実績を持つ当社

の独白仕様の事務処理用簡易言語である。 PROGRESSⅡは,処理

に応じてあらかじめ準備されている指示書に適切な指示を記入する

ことにより,演算,データチェック,ファイル更新,マッチング処理などの

定型化された処理に対応したづ0グラミンづが簡単にできる。指示、11が

処理単位に整理されているため,づログラムの修正,デバッグが解川1に

でき,デバッグ命令により処理実行中の状態を知1ることも可能である。

図 2.にづログラ△指示書を簡易化して示す。

(3)対話形づログラ△開発支援機能WSDF

WSDF は,づ口づラム開発忙必要な基本的な機能をメニュー形式のイン

タフェースで提供するもので,従来単独のコマンド,ユーティリティで行わ

れてぃた各種機能を統合化したものである。 WSDFの主要な機能

には,日本語フ}レスクリーンエディタ,日本語ファイル表示機能,ファイル管

理機能,スづール出力表示機能などがある。とれらの各機能画而はす

べて日本語表示が可能で,初心者く・、容易に操作が行えるように日

本語ガイダンス画面が用意されている。

(4)対話処理支援機能WSPF

WSPFは対話形づψ3△の作成と実行を支援する機能を提供する。

特に複数のづψ'ラムを有機的に結合して管理するづψ'ラム群柚築支

援機能は,従来の画面定義だけのライづラリを提供する機能とは質的

に異なるものである。づ口づラム群の問では,データの受渡しが自由に

行える。図 3.にづログラム群の構成例を示す。 WSPFLの画面定鶴は,

づログラ△とは独立に行うととができ,手バ,,づも別々にできる。

(5)テストデータ生成機能TDGF

TDGF はアづ"ーシ,ンづログラムのテスト段階でのテスト用データの作成

と内容検証の機能を持っている。テストブータの作成は対話形で行う

ことができ,既存のテストデータを少し変えて流用するなどの操作を

簡単忙行うことができる。またソースづ0グラムを分析してテストデータ

を白動生成する機能があり,テストデータ作成の手問を大幅に削減し,

しかも有列Jなテストデータを作成することが可能である。

3.2 ソフトウェアの統合的管理機能

(1)データブイクシ.ナリ機能 DDMF

DDMFはアナJケーシ.ンの各種情報の相互関連付けを行うととを口
プログラム指示害

010PROGI

入力ファイル指示書

010COLDMT~

020DI0

030D

040D

010CTRAN~

020D20

030D

SNOOM~

OLDREC~

040D

050D

出力ファイル指示害

SNOTR~

KYUYO~

TREC~

010ENEWMT~

図 2. PROGRESSⅡ指示書の概略図

020F
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DNMR~

プログラム

WS

PF

メニユー

画面

メニユー

画圓

プログラム

^S

PF

表示画面

プログラム

メニユー

画鳳

表示画面

フログラム

VVS

PF

図 3.づBグラム群の構成例

フログラム

YVS

PF

プログラム

VVS

PF

表示画面

表示画面

表示画面
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的とした、ので,ディクシ.ナリ情机として管理している亀のの検索,

編集が自由にできる。編集された情桜は日本語ドキュメントとして,

俳]発及び保守作業の各フェーズにおいて役立てることができる。

(2)ライづラリ管理機能PMF

PMF はソフトゥエア資産を一元的に管理するもので,ソフトゥエアモジュー

ルの各種情報管理,ソフトゥエアの世代管理という基本的なライづラリ管

那機能とディスク領域の節紗Jと領域管理のために,データ圧縮機能,

ライづラリ領域のユーザー単位,グルーづ単位での領域管理がある。

計算機システムの運用作業には,システム設計,システムの導入, bステム

の保守及び日常の業務の運用作業がある。これらの作業は,計算機

システムの利用形態が多様化するにつれ増大,、る傾向にある。 GOS/

VSでは,システム部門の生産性の向上を目的忙,導入・保守作業の

簡素化,日常の運用作業の省力化・自動化を推進した。

4.1 システム運用の特長

GOS/VS のシステ△運用の特長は以下の点にある。

(1)あらかじめシステム生成された標準システムを捉供することに

より,従来のシステ△生成作業からユーザーを停防艾し,システム導入が

短時冏で行える。

(2)標弓きシステ△から設羅うモの条件に合った最1商システ△ヘのチュー

ニング作業,運用形態の変更や拡張があった場合のシステム構成の変

更が対話形式で簡単にできる。

(3)システ△の立上げ,停止から異常発生時のn高機対応といったシ

ステ△述営の省力化・白動化を推進する由動運転システムEOS により,

繁雑なオペレーシ.ンからの解放と,容易なシステ△運用が可能となる。

(4)システムの課金処理,予防保守情報の入手,性お翫平価データの

収集などの豊富な運用支援機能が提供される。

4.2 システム運用の機能

(1)標準システム

GOS/VSでは,オペレーティングシステムの基本機能を,あらかじめづり

パ,,ケージした形式で捉供する。とのシステ△は,各種の業務に必要な

基本ソフトゥエアと,十分な能力の入出力機器て・榊成されてぃるため,

そのまま使用することが可能である。また,設置先の業務に合わせ

て,名種の独立づ醇'クトを選択して追加することになり,融通性の

4 効率的なシステム運用

高い客先システ△の構築も可能である。

(2)対話形導入支援づログラム

GOS/VS標準システムは,標準的なシステ△パラメータて、チューニングされ

ているため,設置先の条件によってはシステ△パラメータを再チューニンづ

し,最適のシステ△環境を作る必要性、生じる。また,運用形態の変

更,業務の拡張に応じたシステム構成の変更もある。とれらのチュー

ニングは,対話形導入支援づ0づラムの提供により,オペレーティングシステ

ムに関する高度な知識が無くても,簡単な操作により可能となる。

図4.忙対話形導入支援づ0グラムの機能を示す。

(3)自動運転システ△ EOS

自動運転システムEOS は,計算機システムの効率的な運営を推進する

機能であり,システムの立上げ・停止の白動化と,業務の運行に不可

欠なシステム操作の省プJ化・自動化をつかさどる。

(a)拡張操作機能EOCF

従来のシステ△操作機能をより柔軟にするために, TSS のコマンド

づロシーづヤ相当のカタロづされた操作コマンドを実行するオペレーション

づロシージャ機介毛を実現した。この機能により,ワンタ,ワチ操イ乍とユー

ザー専用の操作コマンドの作成が可能となる。また,システムカ斗矧共

する標準づロシージャにより,運転スケづユール表に韮、づφた運転の由

動開始(電源の投入を含む)と,自動停止(確源の切断を含む)

を行う。

山)自動運転機能AOCF

拡張操作機能に加え,自動運転機能を遵入するととにより,無人

運転,準無人運転が可能となる。自動運転を行うための基本機能

が,運用パラメータにより自由に選択できるため,設置先の二ーズ

に適した本格的な自動運転システ△力斗佐築できる。自動化の対象項

目を以下に示す。

・運転スケジュール表に基づいた運転の自動開始と,ユーザー業務

の自動開始

・運転スケジュール表に基づ込た運転モードの切り換え(右人,染

無人,無人の名運転モード)

・予約した時刻でのコマンドの発行(業務スケジュールへの応用)

・運転巾に発生する事象の監祝と対応処肌(システムで標準化し

た監祝・アクション定裟を提供)

・システム異常の監視と応急処置

・SMF(統計情報収集)の運用

.システムコンソールの運用

・ボリュームの使用属性

・始動時の自動コマンド

システム運用の調整
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システム性能の調整

・ページ3那或の増設

.スワップ令頁域の増設

汎用電子計'算機《MELCOM EXシリーズ>のソフトゥエア生産性向上支援システムぐSWEET>.宮西.1Ⅱ木.津滝.山口.桐渕

対話形導入支援プログラムf
メニューの選択

・イニシエータの数と属性

.スプール領域の増設

.RJE構成の変更

JESS運用の調整

図 4.対話形導入支援づログラムの機能

ネットワーク運用の調整

・ネットワーク構成の調整・拡張

・装置グループ名の変更

装置運用の調整
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運転の自動開始

.自動電源投入

.自動IPL

.日付けの自動設定

@システムの自動

立上げ

スケジューリングの自動イヒ

運転管理

月問スケジュール表で

自動運転

オペレーションの省力化

時刻予約

予約した時刻でジョブ

を投入

業務の監視

.コマンドの自動応答

.コマンドの自動発行

.操作員の呼出し

GOS/VS

システムログ機能

図 5.白動運転機能の描成

SMF機能

システム異常の監視

.警報出力

.自動ダンプ再IPL

.自動電源切断

コンソーJレ

運転の自動停止

コンソールの記録

障害情報記録機能

.システムの自動停止

.指定時刻

.業務の終了

.自動電源切断

課金・稼働

情報の記録

スフ'ール

口グ

性育語平価ツール

H/Wエラー,S/W

エラーの記録

4旨定時刻,又は業務の終了による運転の自動停止

図5.に幽動運転機能の提供する機能構成を示す。

(4)運用支援機能

GOS/'VSでは,システ△の運用及び予防保守に必要な豊富な運用支

援機能を提供ナる。とれらの機能は,計算機システムの課金情報の作

成,性能評価情報の入手,子防保守情報の入手などに使用するとと

ができ,システム部門では,これらの機能を使用してシステムの運用を

効率的.効果的に実施,・るととができる。図 6.に代表的な運用支

援機能を示す。

サービスエイト

SMF

ダンプファイル

口グ

SMFダンプ

ユーティリティ

性能評価レポート

障害記録
ファイル

ダンプ

一般

ファイル

ELLA

SMF

ダンプファイル

マップリスト

レポート
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図 6.運用支援機能

修正

レポート

レポート
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ライフラリ

ZAP

5.むすび

以」ニ, GOS/VSのソフトゥエアの生産性向上ヘの取組み方について,

その概要を述ベた。アナjケーシ.ン開発支援システ△は,より体系的な

アづりケーシ3ン開発支援システムへの第一歩となるものである0 特にこ

こで述ベた開発支援システ△のような、の仕,実際上の使用経験を基

に暫次進化してぃく、のである。今後は,ユーザー各位の御意見義ど

を基に,より機能を充実させ使いやすいシステ△にするように努力し

たい。
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特集

汎用電子言十算機《MELCOM EXシリーズ》の
ハードウェア設言十支援システム

1,まえがき

近年,計算機を巾心.したエレクト0ニクス分野は,半遵体テクノ0ジー

を核とした技術革新により激しい競争が行われている。このため,

製品の寿命はますます短くなる傾向ICある。一方,製品の競合力を

高めるために,機能的には「重厚長大」化が,実装的には「軽薄短

小」化が進められ,共に開発期問を延ぱす要因となっている。

とのような状況において,コスト/性能比の高い競合力のある製品

を継続して開発していくためには,開発サイクルの短縮を図る必要が

ある。この開発サイクルの短縮化のためには,設計の効率化と品質の

向上がキーボイントとなる。こらした背景のもとに, LS1化されたハ

ードゥエアの開発を支援する「ハードゥエア設計支援 bステム」を構築し,

新汎用計算機《MELCOM EXシリーズ>の開発に適用した。

ここて、は,との「ハードゥエア設計支援システム」(以下, CAD とよ

ぷ)の開発思想、とシステ△の概要を述ベる。

2.システムのねらい

LS1化率の低いハードゥエア開発においては,開発工数のバランスが,

図 1.(0)のようにハードゥエア製造後の調整フェーズ(実機ゞバッグ)側

に片寄る傾向にあった。しかし,今回の開発のようにハードゥエアの

大Ⅷ秒)を LS1化する場合には,調整フェーズでのバグ(論理不良,タ

章、・村井真

イミング不良)でLS1の再製作が必要となり大幅な工程遅延,開発コ

スト増大を招くぉそれがあった。このため,製造前に論理不良をで

きるだけ取り除くために論理設計フェーズに重点をおくとともに,実

装設計やテスト生成の自動化を推進するととにより,図 1.の(b)

のように開発サイクルの短縮を図ることにした。

これを実現するために,システ△の目標を以下のように設定した。

(1)設計手法の硫立

設計期冏の短縮,設計品質の向上及び製造品質の向上をCADによ

る効果を最大限に活用して実現するために,設計フェーズにおいて階

眉設計手法,ベクタ衷現可能な機能図表記法,及びテスト容易イ駈没計

乎法を採用した。

(2)設計検証の充実

検証の詞的別に,最適な検証ツールを適用した。

・設計規則述反 設計規則チェ,ワク

.タイミング不良 タイミンづ検証(仮想,詐細遅延)

青介憂旦シミュレーション・論理不良

(3)自動化の推進

・ LS1酉酎織・配線設計 不台謝解が少なく,発熱とタイミング遅延

のハ'ランスの最適化できる白動配羅,酉諦泉づ0グラ△を適用した。

テスト容易化設計の採用により内動化を図った。・テスト生成

(4) E訊7S(E"gineerjng Wωk S仏60n)の採用

佐藤興.
^**生

蔵満洋 ***

100

(b)目標開発工数

0

設計フェース

100
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青尾兒彦、・高橋

*計算機製作所"惰祁電子研究所

調整フェース

0

開発期問

設計フェーズ

仏) LS1化率の低いシステム

の開発工数

調整フェース

、1.^.風,.
.1弔.1、.'、 LS1研究所(工博)

図 1.関発サイクルの短縮化

開発期問
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設計者自らが端末(グラワイ,,ク端末,キャラクタ端末)を

使用して計算機システ△と対話しながら設計作業を進め

るととができるマンマシンインタフェース環境を実現した。

(5)トータルオンライン化

CADの機能及びそれを実行する機器を,開発作業の

流れ及びCPU負荷呈にあわせた形に配置した機能分

散形のシステム構成とした。設計者とのインタフェースと

なる各 EWS やホスト剤'算機を口ーカルエリアネサトワーク(L

AN)や通信回線によって結合し,効率の良い設計環

境を提供した。また,製造・検査装置のレベルまでオ

ンライン接続することにより,論睡入力から製造・検査

までの作業時冏の短縮化を図った。

3.システム構成

(1) CAD 対象

ハードゥエア設計工程とそれをサボートとする CAD システ

ムの関係を図 2.に示す。

(2)ハードゥエア枇成

設計者は設計フロアにあるEWSから対話形式で咋業

を実行する。尖行すべき伺的及び規模に応じてネットワ

ーク化されたホスト計算機を選択するととができる。ハ

ードゥエア構成の概略を図 3.に示す。

(3)ソフトゥエア惜成

図 4.に図而データ・論理データ・実奘データからなる分

散設剤'データベースとそれをアクセスする CAD づログラム辯

を万ミす。

(論理設計支援)

大形計算機

EVVS

(実装ノテスト設計支援)

ローカルエリア才、ツトワーク

図 3. CAD システムハードゥエア構成

大形計算機
CAMヘ

方式設計

機能図

論理図

CATヘ

機能設計

論理入力

論王里言受言十

図面データ

論理設計支援

・対話形論理入力

.設言十規則チェック

.タイミング検証

・論理検証

論理設計支援

実装設計

テスト

生成

変炉

論理データ

テスト設計

CAT

変換

製造/検査

テスト設計支援

実装データ

言旦言十ルール

チェック

分散設計データペース

J
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論理検証

図 2.設計工程と CAD システムの関係

タイミング

検証

図 4. CAD システムソフトゥエア構成

4.論理設計支援

論理設計フェーズをCAD により効率良く支援するためには,設訓'の

時点でCAD の力を十分に発揮できるように設計手法を定めておく

ことが重要である。今回の開発において適用した設計手法と,それ

をもとに設計した計算機の開発を支援する論理設計支援機能につφ

て以下に述ベる。

4.1 設計手法

(1)階層設計の採用

図 5.で示すよら k, LS1テクノロジーとは独立な共通機能素子をイン

タワエースとして,設計者はその上位忙機能的なモづユール階層を構築

し,設計の手順に応じてモジュール単位に設計を進めていくことがで

きる。末詳細設計モジュールや検証対象外のモジュールを機育翫己述する

ことにより,既設計モジュールと混在して検証を進めることが可能で,

設計作業の効率化を図ることができる。
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上位

実"吏モテリレ

詳細タイミング

モテ'ル

機能モデル

個別設計データ

(3)設計規則の設定

製造後の電気的なトラづルを防止し,高い

故障検出率によりシステ△の高信頼化を

実現するために,論理設計の時点で守る

べき設計規則を定め,事前に違反をチェ

,ワクできるようにした。

4.2 設計検証

4.1 節の設計手法に基づいて設副'され

た対象に対して,不良の要因別に以下の

三つのカテゴリ忙分けて検証を実施した。

(1)設計蜆則チェ,,ク

・共通規則チェ,りク:テクノロジーによらむ

い規則(例えばソースがない信号など)

のチェック

テクノロジーごとに・電気的特性チェック

定義されるファンアウト制限やワイヤード論

理制限などが守られているかのチェック

・ク0ツク系規則チェ,,ク:多相クロックの

使用誤りのチェ,,ク

・テスト容易化規則チェ,ワク:各実奘レベ

}レでの検査忙おける故障検出率向上のた

めの規則のチェ,,ク

(2)タイ三ング検証

従来のタイミング検証は,詳細な遅延モプ

ルを老慮した言倫理シミュレーションにより〒テ
二IU

われていた。しかし,との方式では, 「

計が完了しないと適用しにくいこと,テ

ストケースによりすべての場合をつくせな

いとと,計算機時冏が大量に必要なこと

などの卿由により十分な検証ができなか

テクノロジー別モデル

タイミングモデム

目的別モデル

-Aく0-・フ)

標凖機能棄子

-B<0-・フ>

等

図 5.設計データの階層擶造

-CLOCK

8

-E<0・-3>

8

共通ライブラリデータ

-F<0・-3>

8B

1B

また,下位に対しては共通ライづラリ巴して,テクノロジー別及び目的

別に階層構成を持たせるととにより,処理の高速化及びテクノロジー

変換の容易化を図ることができる。

(2)機能図の全面適用

従来の設計図面は実装設計用や保守用を前提としたもので,論理設

計者の設副・思老とは必ずし、一致せず,との図面作成作業は設計者

にとってかなり辨務的な仕事となっていた。この事務的な作業の半

減を目標に,図 6.に示すような機能図を全面的1て採用した。機能

図の採用により,データ量が大幅に削減され,作業時問の短縮,ミス

の減少を図ることができ,同時1て検証の高速化,大規模化が可能と

なった。

4

下位

8B

DLD

4

8B

C
8B

十D

図6.機能図例

つえ:。

今回,との問題を解決するためK,パ

ス解析力式のタイミンづ匁科斤照査システ△小+Cく0 7>

を適用した。主な特長は以下のとおりで

ある。

・言兪理設計'レベルでの仮想遅延モデルと実

装設剤後の詳細遅延モデルをサボートする。

・同期回路を対象とする。また,非同期

部分や他のモジュールとのインタフェースに,

タイミング値を設定することにより,きめ

の細かい検証を可能としている。

・大規模な検証をサボートできるように階眉構造をサポートしている。

・不良解析のための見やす込ドキュメントを出力する。

(3)論理検証

機台皀レベルとゲートレベルを取り扱えるミ,りクスレベルシミュレータにより,

階層設計の上位から下位に至るまで論理設計の工程にあわせて検証

を行うことができる。上位レペルでは,機能モジュールを PASCAL

ライクな記述をすること忙より,処理の大規模化・高速化を図って

いる。

5.実装設計支援

論理設言H冬了後,論理データをテクノ0ジーごとにゲートしベルに変換し,
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割付け

配置

.ゲートのセルへの割付け

電気特性固定のために

強制割付けができる

配線

.籾期配置

.配置改善

(ブロックレベル→ゲートレペル)

後処理・配線チェック

遅莚データ

.チャ才、ル割当て

.ピン割当て

LS1化はそれ自体部品点数の大幅減により,製品としての信頼性を

高めるが,逆に LS1 白休やそれを搭載したモジュールやづりント1選板

のテストを困難にしている。このため,前述のように各実装レベルで

のテストを高い故障検出率と安いテストコストで実現するための規則を

設け,それに基づいてテストデータの自動化を図った。

テスト設計支援システムは,テスト容易化規則チェヅク(通常は論理股

計支援の一部として行う),白動テストデータ生成と自動テストづ口づラム

編集から構成されている。

(1)白動テストデータ生成

拡張 D アルゴリズムと故障シミュレータを組み合わせることにより,高

速K検証率の高いテストデータを生成している。 LS1レベルと工S1を搭

載したモづユールレベル 1C適用している。また,ナJント基板レベルにお

いては,基板全体ではなく搭載されたモジュールを独立にテストでき

るようにしている。また,テストデータとして機能データ以外に訥薪τテ

スト用のデータの白動生成、行っている。

今回の開発においては, LS1レベルにおける平均故障検出率ほ98

%であった。

(2)内動テストづログう△編集

白動的に生成されたテストデータから,テスタ装置対応にテストづログラ△

を自動編集する。

テスト容易化設計の採用により,テスタ上のテストづ口づラムまで自動

的に生成できるので,論那変更に容易に追随していくことが可能で

ある。

.トラック割当て

実奘設計CAD の入力とする。この変換過程で,テクノロジーごとに

最適になるように不用ゲートの削除やゲートタイづ名の置き換えを行

う小。新計算機を1博成する LSI,セラミックモジュール,づりント基板が実

裴設計の対象となる。笑奘設言片冬了後,詳細遅延データを算出し,

前述のタイミンづ検証システムて信腎冊なタイミンづチェ,,クを行う。

(1) LS1配置.配線設計御愉

ゲートレベルに屡開した設計データを,ゲートアレーの各セルに割り付けた

後,セルを配麗しその後不能解がでないように端子冏を配線し, 1反

後にマスクデータの生成と各種配線チェ,,クを実施する。

上S1化計算機の場合, LS1内のタイミング設計・が重要なウェートを占

める。との白耐価獣円配練システムは,ラ,,チなどのタイミング特性を囲

定するための強制配硯配線機能と,個々のLS1に割り当てられた許

容消費電力内で最大の性能がでるように,内部抵抗を切り換える機

能を持って仏る御。作業フローを図7,に示す。今回の計算機開発に

おいて, LS1の平均ゲート使用率は 80%で,不台謝解は0であった。

(2)モジュール,づりント韮板酉引避・配線設計

白玉力,対話及び人手設計を組み合わせて,配院・配線を行った。レ

イアウト設計終了後,各実共階届内及び階層問にわたって電気条件チ

工四クを実施し,クロストークなどの而気的なトラづル要因を取り除込て

いる。

マスクデータ

.内部抵抗の再割当て

図 7. LS1配置・酉蔀泉設計フ0-

6 テスト設計支援

以上,今回の新汎用計算機《MELCOM EXシリーズ》の開発で適用

Lた設計手法と,それをサボートするハードゥエア設計支援システムの概

略を述ベた。 LS1を始めとするテクノロづーの進歩は今後も休みなく

続き,市場競争はますます激しくなる状況にある。競合力向上のた

めに,製品の高機能化・高速化とともに,開発期問の短縮を尚K求

められる時代である。

このような状況から,今回の開発で得た経験を、とに, LS1化設

計にふさわしい設計手法の開拓とその定荊化,及びそれをサボートす

る支援bステムの開発に今後とも力を入れていきたい巴老えてぃる。

最後に,このシステ△の構築にあたり御援助いただいた関係各位IC

感謝の意を衷する。

7 む
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原子力発電所運転支援インストラクションシステム
1.インストラクションシステムの全体構成

1.まえがき

現在,我が国の原子力発電は稼倒中20基,建設中又は計両中の12

基を含めると,昭和65年{Cは総発電設備容量の約20%(約3,200

万kw)に達する、のと予想される。・一方,原子力発電づラントは,

ますます大規模化及びシステ△の高度化により運転員の負担が増えて

いる。

三菱重工業(株),三斐電機(株)及び三菱原子力工業゛知は,共同

で通商産業省補助群業「原子力発而支援システム開発」の一環とLて,

昭和55年皮から 5か午計画でインストラクシ.ンシステム(1S とよぶ)を朋

発した。とのシステ△は, PWR原子力発電づラントを織成する各種機

器の運転状態にっいての情祝及び適卿な操作指示を提供Lて運転員

を支援することにより,述転の信頼性と稼働率のー・屑の向上を図ら

んとする、のである。

2.1 開発の背景

原子力発電は石油代替エネルギー源として,近年各国でその利用がま

すます盛んになっており,システムの大容呈オヒから複雑化が進ノVでい

る。づラントの運転操作は数名の運転員でなされ,多数の副'器や辨蛾

などの情報に基づき,数百偶のスィッチ操作を行う必要がある。この

分野では,既に 10年以上前からマンマシンシステ△の改筈が課題となり,

英風やハルデンで研究が開始されたが,1979午3河に米風で発生し

た TMI-2 原子力発而所の水故調査委員会報告として,原子カマン

マシンシステ△における問題.゛が1附商され,づラントの状態把握を容男メC

し運転員の誤操作を防止するために,制御室や制御雛の改良を行う

表 1.1S開発の全体スケリュール

よう勧告が行われた。

我が国でもこの時期と相前後して, CRTを主体とした原子カマン

マシンシステム改良ヘの取組が活発化したが,なお・一届の稼勧率向上の

必要性が1附商された。このような背景の、とに,既にこの関連の研

究開発がスタートしてぃた米国(EPRD や西独(GRS)と、最新情

報の交換を行いながら,前記マンマシンシステ△の改良を基礎として,

運転員の負担を軽減し,異常・事故時などを中心に遭切な運転情報

を提供することにより,運転員の判断゛別乍支援を行うIS の開発

を行うことになったω。

2.2 開発方針

(1)目標

ISの開発Π標は,原子力発電所の一層の運転信頼性及び稼鋤率の

向上にあり,そのために次に示す運転員支援システムを朋発する。

.原子力発電所において異常状態が発生した場合でも,運転員が

状況を迅速・的硫K認識く・き,更に適切な対応操作をとれるよう

にすることにより誤判断や誤操作を低減する。

.運転員の日常の緊張や負担の軽減により,誤判断と誤操作の機

会を減少させる。

(2)開発テーマとスケリュール

IS 全体の開発テーマとしては,①IS の巾心となるインストラクション技

術,②弁リーク検出などの機器異常診断技術,③多最のづラント信号

を効率よく巾央制御室に伝送するための信号伝送処理技術及び④実

づラントの代りとなるづラントシミュレータの 4テーマがある。ただし,木

πιでは IS 開発の主技術範囲となる①と④について述ベ,②と③の

開発に関する祁告は別の機会に譲る。

表 1.に全休開発スケジュールを示す。1S の開発は,牙進本設計,イン

2. システムの概要

衞、・増井隆雄一

塾本設針

項Π

2 開発

①伝号伝送処理技術

②機器異常診断技術

55午皮

③インストラクシ,ン技術

3.検証試験装置の製作

゜ー'ドミレータ

技術開発

②プラントシュミレータ
の製作

機器捉常診断試験

装詮の製作

56年J支

検討・設劉

診断技術検討

システムi及計'・
製作(1)

4.検証試験

設計・製作

57午度

システム製作

①試験

システム設'十・

製作(2)

*三菱電機(株)制御製作所**同コンeユータ製作所
、三菱重工業住幻一三菱原子力工業(株)

特性試験

58年座

システム設計σ)

装羅設計

・製作(1)

特性試験

システム設言十・

製作(3)

システム改良

装置設計・製作(?)

59'F度

システム改良

システム設ヨ十(2)

システム設引'・
製作(4),機能試験

システム型作0)

ストラクション技術の開発,検証試

験奘肌(シミュレータ)の製作及び

右効性の検証試験という1順序で

実施された。なお,これら開発

は,①原子力づラント運転制御技

術,②原子力づラントの解析設計

コード技術,③人問工学及び④計

算機ハードゥエア.ソフトゥエアに鬨

ナる韮盤技術を活用し,この上

に新しく開発された要素技術を

適用して実施された。要素技術

の開発につ仏ては続編にて報告

しているので,それを参照願い

たい。

装置股計・製作(3)

システム設計(3)

キ念合システム
試験・改良

システム製作(2)

装置設計・製作(4)

システム設藷十(4)

***

システム製作(3)
・改良

祠小央研究所(工博)

試験計画及検肘

運転特性試験

試験準備検証試験

3.システム機能

3.1 全体機能

しステム全休からみると,1S は,

①入力処理機能,⑨診断ガイド

37(511)

田中光岡本佳三 谷*

゛

*

力



機能,③出力処理機能,及び④づラントシミュレーシ,ン機能に大別され

る。 1S の中枢部となる診断ガイド機能に応じた IS 機能の展開を図

1,に示す。とれは越転モードで分けて次の4機能となる。

・待機系監祝機能(通常述転中)

・異常時診断ガイド機能(通常出力運転中)

.ユニゞトトリ,ゞづ時診断ガイド機能(ユニ,,トトリヅづ発生後)

・事故時診断ガイド機能(事故発生後)

とれらの機能の中で,異常の早期発見とその波及防止の観点,し

たがって稼鋤率の向上の面から,異常時診断ガイドの機能が最も重

要となる。以下忙それぞれの機能について要点を述ベる②。

3.2 待機系監視機能

づラントの通常運転中は待機状態にある系統,つまり工学的安全系と

安全保護系が,安全動作を要求された場合に作動可能な状態にある

か否かを常時監視する機能である。安全注入系,所内電源系ほかの,

弁位羅,電源の有無,タンク水位,圧力などが監視対象となる。

3.3 異常時診断ガイド機能

づラントの通常運転中に何らかの異常が発生した場合に,運転員は指

示計,禦帳などで異常を認知し対応処置を講ずる必要が生じる。と

のような場合に発生した異常を早期に検知してその原因を同定し,

適切な操作ガイドとともに異常の波及予測情報を CRT と VAS (音

声出力装置)により迅速に提供し,よって運転員の判断操作支援を

行う機能である。

異常時診断は, CCT (C釦Se con託qU印C.TNe,因果樹木)を用

いた独自の診断法を適用している。これは,前以て FMEA(F毎IU鵡

Modoand E"ed AmlyS玲,故障の形と影縛冉弔キ月により選択した

ΞⅡ象冏の因果関係を樹木により表現したづラントデータベースと,刻々と

入力されるづラント信号を組み合わせて診断する方法である。更にこ

れを強化するためにモデル診断法を併用した。

妥常原因となる対象機器には弁,制御器,センサなどの制御系の

要素機器などを中心に,表 2.の範囲から約200事象を選定した。

CCT の二分断フローを図 2.に示す。この特長は,診断によって異

常原因が同定されれぼ,原因と予測,操作ガイド情報を出力するが,

原因が同定されない場合にも原因推定ロジックにより推定原因を捉供

表 2.異常時診断の対象範囲

大

炉心出力制御に影将を与える町

染

分 類 ι 象

炉心冷却能力に影縛を与える京

象

運転員の役割

インストラクション

システム桜能

制御棒の異'常駆動

一炊冷却材保訂水最に影粍を与

える京象

体

一汰冷却材のほら酸湊旋の異
1;t1変イヒ

事

プラントセットアップの確立

原テ炉柊納容器内ヘの一汰冷却

材の放小のおそれのある亊条

・一次冷劫材ポγプ受'諾

待機系監視

・工学的安全系の待機状態の

健全性監視

染

一汰冷却材圧力の異常変化

主要桜器の機能緋井に影将を与

える事象

蒸気発生器保有永の異常変化

制御搾制鄭系

加圧噐水位の異'常変化

蒸気発生器水位に影縛を与える

二次系Ⅲ象

統

北学体1」乳11御系

体祐制御タソク異'論

化学体軸制御系
補機冷却系

加圧器逃がし夕γク宍補

異常の発生と影響の軽減

加圧噐圧力制御
系

プラント羣動

タービソ及び柿機の運転に影粍

を与える水染

異常時診断ガイド

.プラント異常検出

.異常原因の同定

.異常の進展予}則

.復旧操作ガイドの提供

圭粭永制御系
主蒸気系

械機冷却系の異昂

加圧器水位11,11御
系

給永流量の異'常変化

正常

運転状態

化学休利肌1」御系

フラント
セットアップ

脱気噐水位の異'諾

一次冷却系

プラント安全機能の確保

ユニットトリップ時診断ガイド

.プラント状態の同定

・安全保護系機能確認

.復旧叫又束操作ガイドの提供

主夕ービソ系の熨常

柿桜冷却系

ドレソ系の長!1誇
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冷却水系の異筋

給永系

復水系

復

主夕ービン系

機器誤動作

ドレソ系

事故時診断ガイド

.プラント状態の同定

.安全保護系機能確認

.工学的安全系機能確認

.安全収束ガイドの提供

事故の収束

冷却水系

図 1.づラント状態に応じた IS の機能展開

.原子炉停止能力確保

.炉心冷却能力確保

.炉心冷却能力確保

.格納容器健全性
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駄視

エントリ

パラメータ(※)

異常か

YES

当該エントリ

バラメータで診断を

開始する運転状態か

N0

YES

診断開始

N0

(誹0エントリバラメータは

診断開始を判断するための

プラントの主要プロセス墨

原因同定

可能か

(予劇2)

子測・操作ガイド

選疋

YES

N0

他のロジックから

(予担札)

言今断奇吉果、^示

フラント状態変化による

出カデータ更新・表示

他のロジック
から

できる点忙ある。

異常原因が主給水捌御器低側故障の CCT例を図 3.に示す。例

えば,幽動運転中忙異常の診断に成功すると,診断・原因寸剰乍・

予測内容として,下記のようなメ,北ージが制御盤の中央部にある

CRT (NO.4)に表示される。

イ捌析メッセージ(M3)

A-SG水位編差大一

・原因メッセーリ(八11)

A一主給水制祖恬号FC-"OC低側故陣

・操作ガイドメッセーリ(原因メッセージに対応して設定)

要手動切換,弁開度調節

・予測 1メヅセージ(M4)

A-SG水位低& FWくSF トリヅづ

0 予測P メ,,セーづ(M5)

A-SG水位異常低トリ,ガ

この場合,運転員が操作ガイドにしたがって手動モードに切り換える

と,操作ガイドメッセージは"要弁開度操作,要注意SG水位低下"に

変る。訴象が進展して予泌Ⅱ,予測2の酢象が実際に生起すると,

メッセージの表示色が黄から赤に変り,したがって修復操作に失敗す

れぱ,つぃ忙は蒸氣発生器水位の異常、低下により,原子炉トリッづに

至ることを示してぃる。なお,メッセージの表示色は,診断の発生,

回復状況,つまり発生,復旧,疑似回復及び回復の 4ケースに応じ

て変えており,運転員による情調謡忍知を容易忙して仏る。

CCT 診断法を補足するためのモ,ル法には,コンボーネントレベルとシ

原因推定及び

関連ガイド選定

RTAFWL (A-SG給水流量低R/T)
ノN

A-SG水位基凖水位ASGLT5D

から5%低下ノN

図 2.異常'時、珍断機能フ0-

39 (513)

(原因)

他のロジックから

(原因) 0
n
Mn :メ

自動モード手動モート

図 3. CCTロジック例(主給水制御器低側故階D

ステムレベルの 2種類を用いている。モデ}レ法の出力は原因ノードや 1ン

トリノード{て接続されるが,上の例ではコンボーネントレベルの出力が原因

ノード(主給水流量制御器低倒リ攻障)に接続されている。システムレベ」レ

のモ勃レ法の詳細は別途報告する。

3.4 トリップ時診断ガイド機能

づラントのトリッづ(原子炉,タービン,発電機のユニ,介トリッづ)発生時に

その原因を究明し,運転員にづラント情帳と操作ガイドを提供してづ

ラントの再起動ないし安全停止覇対乍を支援する機能で,図 4.に対

象範囲を示す。ことで主要バラメータによる異常診断機能は, CSF

(ctitiC且I safety Function)と密斗妾{て関係する主要パラメータに芯目

したシンづ卜△(徴候)ベースの診断方法であり,後述のヨ;故時機能の

場合と1司様,シナリオベース(運転手順害ベース)の診断機能を補足強化

するものである。

3.5 事故時診断ガイド機能

づラントの小故,つまり安全注入系統設備作動信号(S1イ舌号)が発信

された場合に開始される機能で,原因を究明し運転員にづラント1赴雛

と対応策を提供してづラントの安全停止を支援する機能である。図

5.に診断フローを示すように,この機能の特徴は沙断機能の信頼性

強化のために,診断ロジックの一部忙運転員の判断介入の余地を残し

てぃることである。次に事故時機能について説明する。

(1)ま故原因の推定 J川圧器圧力・水位,格納容器圧力,放射能

レベル及び蒸気発生器圧力などにより,原因として一次冷却材喪失,

二次冷却材喪失,蒸気発生器伝熱管破損及びS1誤起動などのいず

れの原因でS1信号が発生したかを推定する。

(2)白動作動機器・系統状態の硴認と操作ガイドの提供.非常用

電源状態,原子炉トリ,,づ状態及び ECCS (緊急、炉心冷却システム)シ

ーケンス作動状態などを調ベ,不正状態が見つかると対応操作情報を

出力する。

八

川

1A

八MA

低側故障

手動モート

自動モート

低但做障繪剥
(モデル法入か

低母做剛手動)
(モデル法入か

主給水流量

ANDゲート

ORゲート

八MM

回

ノセ】ジ

.

エントリノート

FW

0

観刈ノート

非観尉ノート R/T

SF :主玉気府量

SG 玉気発生器
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トリップ原因診断

原子舮

又はト

・トリップ遮断器の誤開

・CRDM駆動母線電源喪失

・原子卜1ナノブ信号発信

トリッフ信号発信

ノップ遮断器開

トリップ後自動動作機器状態確認

及び操作ガイド

トリップ時プラント状態の識別

・トリップ遮断器開

・全制御棒炉底

.タービントリップ

.発電機トリッフ

・主給水弁隔籬

. A-FVVP動作正常

.B・0シーケンス補機動作正常

・主蒸気ダンプ弁動作正常

・主蒸気逃がし弁動作正常

・加圧器圧力制御動作正常

・加圧器水位制御動作正常

・S1作動信号発信

・所内電原全停

. RCP 1台以上運車云

主要パラメータによる異常診断

及び操作ガイド

・炉出力戚少維持

・炉心冷却材保有水維持

(3)主要安全機能の磁認及び操作ガイドの提伊事トリッづ時機能と

共村のシンづトムベース珍断機能で,主要パラメータの監祝により,炉心

出力,炉心冷却,・一次冷却材健全性,除熱能力,格納容器健全性及

び一次冷却材保有水量の六っの状態を監視し,とれが侵されている

場合にはその原因とともにCR1上に表示する。例えぱ一次冷却材

圧力,市汁レグ温度から計算した炉心サづクール皮が異常の場合には,

トリ,,づ時/事故時診断画面の「炉心冷却」とその原因「T蝿低」が

赤色表示される。更Kこの場合加圧器ヒータがオフになっていると,

診断メッセージとして"加圧器ヒータ断の可能性"が出力される。

事故状態推定

S1信号発信

・一次冷却材保有水維持

・除熱機能維持

・一次冷却材ループ健全性維持

図 4.トリ,,づ時診断機能の範囲

・格納容器圧力維持

S1誤作動

ガイド

運転員による
手動確認

ECCS停止条件

4,1 全体構成

IS はタイムリーな運転員の支援のために,応答性,高信頼性かっ拡帳

自動作動機器・

系統状態確認

一久冷却材

喪失操作ガイド

ECCS停止条件

ECCS再起動条件

4

二次冷却材

喪失操作ガイド

システム機能

性などの厳しい条件をi1砺たすシステムとする必要がある。そのために

このシステムでは,複数の CPU による機能分散化枇成を採用した。

システ△の機能フローと全体ハードゥエア構成を,それぞれ図 6.及び

図7.忙示す。

すなわち,全体システ△はづラントの代用となるづラントシミュレータと,

それ以外のサづシステムつまり入力処理部,診断部,マンマシン部及び

サボートシステムから構成される。シミュレータは 3ルーづ,出力870MWの

づラントを模擬しており,このシミュレータから発生する約2,000点のア

ナ0グ信号及び1,500点のオンオフ信号を,データリンクにより入力処理

部に送る。との部分では信号'レベルの変換,りミ,,トチェック処理などの

演算処理を施してから,マンマシン部に送られて,合計13台の CRT

K表示される監視主体の情報のほかに,づラントの生データのまま.

断処理部に送られるものがある。 1S の中心となる診断処理部では,

上記データを用いてづラントの異常診断を行うが,その結果に基づき

媒作ガイドや予測のための処理をしてから,診断関連情報としてマ

ECCS停止条件

ECCS再起動条件

補助給水ライン切
換条件

S/G伝熱管
破損操作ガイト

図 5.4f故時i診断フロー

、_、入力信号
フラシト*凡
(シミュレータ)

ECCS停止条件

ECCS再起動条件

補助給水ライン切
換条件

主蒸気逃がし弁操
作条件

加圧器逃がし弁操
作条件
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信号監視

処1里

「一
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モデル

データペース

口

監視・診断処理

につ1原因同定、

Xと予1則ノ

状態,原因

予測.操作

〆ソセージ

処1里

診断サボート
機能

図6.システ△機能フロ
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斤1加,、]
入力処理部

プロセッサ

マスタ(1)

診断

'フロセッサ1

診断処理部

フロセソサ

共有メモ 1J

診断

ブロセソサ2

10

ブロセッサ

分散共有メモリ(高速データウエイ)

CRT

フロセッサ1

一.
凡ヲシステム

コンソール

CRT

ブロセ yサ2

フラントシミュレータ

.,15'、
'[

PI0

CRT

ブロセッサ3

優先自動

表示頴位

(※1)

'、

C町

フロセソサ4

順位低

ISシステム機能

①

タービン発電機
補助盤

図 7.ハードゥ丁アシステム構成図

(※1)

CRT

フロセソサ5

12 玲

エントリパラメータ
セット

(通常時異常診断)

補助監視
コンソーJレ

VAS

フロセッサ

_>

①

NO.4 CRTヘの表示方法

(9

(崇2)

原子炉

補助盤

自動

9

異常診断結果

ガイド,予測の

表フエ

＼

、乙)

トリッフ時

i0断

マンマシン音"

自動割込み表示

手動(ページング)

①

自動

順位高

(a) CCT診断

トリ・ソブ時ノ事故時

サマリの表示

安全注入信号

発信

自動

自動(診断発生時)

トリップ時診断

結果の表示

＼

事故時診断

ンマシン都に伝送する。マンマシン部ではこの情報を用いて,監祝診断

雅上繊としてCR「と VAS によりメ,りセージなどを出力する。

なお, CCT0ジックの製作と診断進行状況の侃航忍を容易忙した

CCTダイヤグラムエディタや,フルづラフィヅクCRT画面作成ツールとしての

ビューピルダなどのサボートソフトゥエアシステムを開発L,実機迪削ヘの震開

を容易にしている。

4,2 マンマシンインタフェース

IS における運転員ーシステ△Ⅲ]の接ノ無となるマンマシンインタフェースは,

診断処理剖北ともに最、重要な部分である。この開発システムでは,

原子力発確所越按支援インストラクシ.ンシステ△ 1.インストラクシ.ンシステムの全体朧成.岡本'力胴奏'田ヰ・"谷'増井

自動

手動(ページング)

図 8.診断情報の優先自動表示体系

手動(ページング)

トリッブ時ノ事故時

サマリの表示

自動

( b )

自動(診断発生時)

事故時診断

結果の表示

ト小,づ時珍断

＼

マンマシン部K,図 7.に示すような改良形中央制御盤(づラントシミュレ

ータの操作パネル)忙合計玲台の CRT表水器を配置し,更に VAS

を設艦している。

診断関迪情報は,既に準備されている監甘住体画両との一賀性を

保ちながら,"必要な場所に必要な情報を捉供する"という方針の

、とに, NO.4 を中心として更{C NO.9,12,13 その他の CRT 上

に、表示される。衷示情報は大別して,優先白動表示画面と運転員

の要求により表示されるりクェスト表示画画の2種類となる。自動表

永画面の優先表示体系は.図 8.のように 3レベルの階層榊造として

いる。この概念は水象の緊急、対応の必要度合いから,異常時診断の

レベ}レよりもトリッづ時診断のレベ}レを,またトリッづ時診断より、吋f

故時診断の表示レベルを上げている点を特徴としてⅥる。したがっ

て,例えば,異常時診断画面の出力中にトリッづが発生すると,その

画而は卜小,づ時診断画面に自動的に更新されるが,、しも状態がト

リッづに進展しなければ異常時診断画面はそのまま持絖表永される0

図 9.に診断画面例を尓す。

VASは運転員によるCRT情様の認知を助ける手段として用いた

もので,開発システムでは珍断,原因情報や卜小ガや事故発生後の

主要なづラント情報などを永す簡潔な表現を採用した。

^

( C )

図 9.

モデル法診断

CRT表示画面例
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VASメッセージの例を示す。

'SG水位低,原因はルーづASG水位検出器の低側故障です"

5.検証試験

5.1 概要

ISの有効性を評価するための検証試験は,開発の最終段階として

最も重要なステ,づであり, PWR 5電力の合計7運転クルー並びに

アドバイザとして訓練センターの協力をいただいて実施した。

検証はハルブン(OECD Halden Reoctω P,oj此りで行われた

CFMS (critical Function Monitoring systen〕)の試験ブj法(3)など

も参者忙し,特に次の点忙留意した。

.実づラントの中央制御室に極力類似した瑞μ寛を作る。

.操作は実づラントの運転クルーにより行う。

.述転クルーに対する IS の十分な説明と訓練を行う。

.適助な小象を選びIS の有無の場合の結果を比較する。

試験は表 3.に示すように,1クルー当り 4日問のスケジュールで,

昭和59年U月~釦年1月にかけて実施された。

5.2 検証設備

検証のための設備は,三菱電機(株)制御製作所内に設置した。との

設備の模擬運転室は,図 10.忙示すように約 10om.の面積を占め

ている。運転室内の制御盤とIS機能の関係を以下に述ベる。

(1)主盤.通常運転中の監視操作と,出力運転中の原因診断ガ

イドなどの情報提供及び運転員の修復操作

(2)原子炉補助盤.ト小ガ,尋f故発生時の診断情報の提伊泛,運

転員による一次系の対応操作

(3)タービン発電機補助盤.トリ,ガ,司f故発生時の診断情報の提供

と,運転員による二次系の対応操作

(4)補助監祝コンソール.異件那寺,トリ,,づ時,ヨf故時の診断情報の

提供と,当直長による全体監視と運転員ヘの指示

評価データと Lては,次のものを収集し分析した。

(1)づラント状態記録.主要変数のトレンドや,機器,作動状態のイ

ベントなどの記録

(2)誓報記録.づラント変数のりミ,,トチェックなどのアラーム発生等の
言己金示

(3)操作記録.制御機器のオン・オフなどの操作記録や CRT画面

の表示等の記録

(4)診断記録.マルファンクッション発生記録や診断ガイド関連のメッセ

ージの内容と発生状況の記録など

(5)述転員の動作記録.VTR による各運転員の動きと,運転員

間の会話の記録及び目視による運転員の動きの記録なと

(6)インタビューとアンケート.運転員との面接及びアンケート記入によ

る情報の収集

5.3 結果の評価

検証試験の結果,1Sシステムの訟断とマンマシン処理にっいて,機能

の改良巴一層の向上を図るべき点はあるものの,とりわけ緊急時に

多くの操作を必要とするような場合に,運転員の支援に有効である

という結果が得られており,所期の目的を達成した。なお,詳細結

第1日口

第2日目

錦3日目

3.検証試験スケジュール

0オリエンテーショソ

0ISの無いシステムの説明と操作訓練

助4日口

0IS無Lでの検証迅転

0運耘員ヘのイソタビュー

0ISの説明

0ISの右るシステムでの操作訓練

イ式、 J、

t,ゞi'狙力三今

1,1＼、
^遂迅麹髄tl

蕪島",睡t三・、'
ν亀.主,゛ヨ尋゛^

0IS の肩るシステムでの検'縦迅転

0イソタビューの突施とアンケート,己入

、一

軍子メ戸減且力熊

米については別途報告を予定してぃる.

由助壁1~

ゞ姦、

図 10.模擬運転室の設置状況

以上,原子力発確所運転支援システムの中枢となる ISシステム開発の

背景,目標,機能,枇成などにっいて述ベ,更に検証試験の概要を

報告した。

今後,検証試験で得られた結果を基に,更に最新のソフトゥエア及

びハードゥエア技術に積極的にチャレンジし,より良い支援システムの実

現とと、忙,早1明実用化1て取り組む所存である。

最後に,とのシステムの開発にあたり,御}旨導,御協力いただいた

通商産業省殿,関西鐙力(株)殿,北海道電力(株)殿,四国竃力(株)

殿,九州電力(株)殿,日本原子力発電(株)殿,(株)原子力発電訓練

センター殿及びその他関係各位に対し,深く感謝する次第である。
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原子力発電所運転支援インストラクションシスラY、
2.インストラクションシステムの要素技術
荻野敬迪、・辻

原子力発確所の運転員を支候し,述転信頼性と隊1動率の向上を1_1指

すインストラクションシステム(以下,1S とよぶ)を尖現するためには,ソ

フトゥエア及びハードゥエアの両画にわたる新しい技術1刑発が必要となっ

た。

ソフトゥエア miでは,1S の小核をなす'珍断技術として,外国の動

「古」山をも参吉にしたJ虫自の CCT (cause conse(1Uence lree,因采

樹木)と,更にこれの作成・保守を容易にする刈'話形サボートッールと

Lて, CCTダイヤグラムエディタ及び CCTテータベース管理システムを俳拶6

した。計算機技術而では,分散処理システム朧成技術,高速性・視認

性に優れたフルグラフィックCRT とその凾Ⅱ創乍成を容易にするソフトゥエ

ア技術を硫立した。更に,鵄の検証のために, yι常Ⅲ象の模擬範

鬮を拡張したづラントシミュレータも製作した。

秀
**

まえがき

藤田雄 ・岡本佳年** ***

原子力づラン1、に災常が生じたときにその原は1を迅述かつ的硫に氾握

し,安全性と隊鋤率を可能な限り商めるための処脳をとることは,

運転員の役割の中でも最、重要なことである。この.断技術は,こ

のような運転員の意志決定を艾援するために1刑兆されたものであり,

IS の諸機能の中で中核的役割を采たLて仏る。また,この技術の性

能はCCTの内容に依存しており,その説模は膨大なものとなる。

したがって, CCTのイノW戊及び保守が効率的に行えることは,突機

適用時K重要な条件となる。この要誌にこたえるために開窕された

のがサボートッールとしての CCTダイヤグラムエディタ及びデータベース管脛

システムである。図 1'に.断システムとこれらサポートソフトゥエアシステム

の関係を示す。

2.1 CCTを用いた診断システム御

診断は.観測可能なづロセス量冏に成立する因采関係を記繊してゃる

同ヲシビュータシステ△製竹Ξ所(1謹)*畔同制御製作所
三饗原子力工業q知一、三菱重工業(株)

仲尾政春,・横山輝邦一・吉村徳次一,.

2 CCTを用いた診断技術

. 観,則ノード

非観劇ノート

エントリノート

メッセージ

0

回

D

M4 SI0

M3

S9

ー,ー{

S8

S7

M1

0R

システムLノペJレ

CCTで使用される知識

(i)プラント系統構成

(」1)運転要領

(i11)ブラント動特性
(必要に応じて)

サプシステムレベル

S5 S6

AND

CCT編集サボートシステム
CCT図1-'、、、、、、、、^

師一y二.、二C,1^'

SPI SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
、.^、.^^、ーー『.ー^、』.^^、「.^.^J

匝因ノード条件ノード炉因ノード条件ノート

M2

43 (517)

づラントⅢ象データベース(PEDB とよぶ)と, 11寺々刻々入力されるづ日

セス靴とを矧み合わせて実行され,災常の第1原因,復旧操作及び

づラント状態予測などに関する情Wを出力する。

2.1.1 CCTの作成方法

CCTの拙成を図 2.に示す。 CC「は機器に生じた故障がづラント全

休忙波及する様子を記述したモデル巴見なせる。 CCTで使用するづ

此ス量はその基準値との比嵯により変換された論理値(しきい値を

越したときに真値をとる。以下,ステータスとよぶ)であり,ステータス

Ⅲ」の因果関係を AND, OR, Nout,0( M, NOP (no oP剖祉ion)な

どの論堺演算fを用込て表現する。

(1)づライプリード: CCTの最下位に位隙するノードで,原因ノード

には対象となる機器の故障を判定するために必要なステータスが,ま

た条件ノードにはインタロ,ゞクの作動状態や制御スィッチの位置のよう

に般陣がづラントに恕影料を及ぽすモード1Cなっていることを示すス

テータスが打Jいられ,これらを AND でまとめて記述する。また原因

ノードで打Jいるステータスを計算するために,次項で述ベるコンポーネン

トモデル'珍断法を・一部に迪用している。

(2)エントリノード X婆報に相当するステータスを部円当てており,こ

のステータスが真値になると診断が開始される。

(3)ルートノード.i診断システ△が対象とするリι常叫f象の中で,故障の

力珍轡が最も進展したステータスを告11り当てる。1Sではとの診断法を通

常出力運転モードに迦用したもので,ルートノードの亊象は原子炉トリ

ヅづである。

づライマリノード→1ントリノード→ルー1ソード問において,故障の影響を受

けて矧測される異常出象が村れぱ,生起する順序で可能な限り多く

Ii11り=1てる。また,異常が波及して運転員にその情蛾を捉供する必

要があるときは,該ロノードにメッセージを付ける。

2.1.2 コンポーネントモデル診断法

CCTを用いた診断法において,過波現象時ヘの適応性及び複雑な

特性をもつ機器の故障原因同定機能を強化するために開発した。こ

(i)プラント機器構成

(il)ブロセス計髪

AND

図 2. CCT と利用される知識の関係

一

プラントシミュレータ

PVVRフラント
シミュレータ

コンボーネントレペル

(1)機器ヰ寺性

(]1)プロセス計装

(iil)運転条件

Cコ CD 、d

フ口→型ス

ヒ^._

ラニ'^
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図1
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データベース
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データペース
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機3Ξ

トラッキング y-
モデル

y

十

の'珍断法の概念図を図3.に示す。図において規範モデルとは機器の

特性を表すモデルであり,同定器は機器の線形モデルの特定パラメータ

を実時問で同定する。

(1)出力検定.機器出力の測定値と規範モデルが推定ナる出力値

との誤差E2が,所定の範囲を越えたときに機器故障と判定する。

(2)パラメータ検定:機器の特性パラメータと同定器が推定したパラメ

ータ値とを比較し,その差が所定の範囲を越えたときに機器故障と

判定する。

たお,モデル法からの出力は CCT の原因ノードの入力となる。

2.1.3 診断解析部の構成

診断解析部及びそれと密接忙関連する周辺部分を図4.に示す。

PEDB は,沙断を効率よく実行できるように CCT で表現される情

報を再編集したデータベースであり, CCTダイヤグラムエディタを用いて自

動的に生成できる。珍N捌解析部は PEDBから独立した構造となっ

ており,データベースの変更だけで機能の修正追加が容易に行える。診

断で使用されるステータスは前処理器で計算し,観測ステータスにヨ引意

される。なお,コンボーネントモ釣レ診断法は,前処理器の一部の機能と

して組み込んだ。

(1)状態予測部.づライマリノードの観測ステータスを用いて, CCT の

論理演算を行い,それより上位にあるすべてのノードのステータスを

計算する。この結果は予測ステータス忙記憶される。

(2)診断管理部.づラントに異常が生じ,復旧操作によって正常に

復帰するまでの診断モードの遷移を図 5.{C示す。個たの 1ントリノー

ドについて,その観測ステータスと予測ステータスの推移に詰目して診

断管理を行う。この診断システムは異常状態の復Ⅷ操作情報を提供す

るとともに,その操作が正しく実施されているか否かを監視する機

能をもっている。図において,疑似回復とは異常原因が除去されな

いにもかかわらず,過渡時忙 1ントリノードのステータスがー一時的に正常

になった状態を指す。

(3)異常原因同定部.異常亊象の因果関係を展開したデータファイル

(関係ファイル内)及び観測ステータスと予測ステータスの照合結果を用

仏て,効率よく異常原因を珍断する。これは真値となったエントリノ

ードからトッづダウン方式で樹木探索を行い,最小力,トセットを見いだ

す高速化処理を行っている。

(4)影瓣予測部.下位に異常原因の存在する 1ントリノードを,上位

へと CCT をたどって(ポトムアゞづ法),次に生起すると予想される

異常事象を探索する。

2.1.4 診断法の機能評価

診断法の機能を原子力づうントシミュレータを用いて評価した。

E1

同定器

規範
モテリレ

パラメータ
検定

図 3.コンボーネントモデル診断法

+

フ゜ロセス

データ

E2

出力検定

S。

前処理器

Sy

ダイナミック

データベース

観測

ステータス

診断解析部

診断管理部

ブラント事象

データベース

Ξムチ里

モデJレ

メツセージ

処理器

図 4. CCTを用いた診断システムの構成
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(1)信頼性.CCTに含まれる備種類の異常出象について,その

大きさやパターンを変えて機a爵平価を行った。この結果,エントリノード

のステータスが真値となる場合には,異常原因を完全に同定するとと

ができた。

(2)過渡現象ヘの適応性,50%負荷急減時忙おいても,誤メ,,セー

づを出力することなく正しく診断が行えた。

(3)多重故障ヘの適応性.多重故障を意識してCCTを作成しな

くて、,個々の故障と強い関係をもつづ0セス量を原因ノードとして

選択的に使用するととにより,大きな迪用性が実現できた。

(4)高速処理.PEDBの構造と診断解析部の処理方式の工夫によ

リ,1MIPS程度の処理能力があれぱ,原子力づラント向けのi珍「断シ

ステ△を織築できる見通しが得られた。

2.2 CCT ダイヤグラムエディタ6)ω

オフラインでの CCTの作成,保守及びオンラインでの動作磁抗忍を容易に

行うためのサボートソフトゥエアで,図 6.にこのツールを用いて作成し

たCCTの例を示す。

2.2.1 構成

(1)ダイヤグラムエディタ:フルグラフィック CRT とダづレット/キーポードを用

いて,対話的に CCT 図の編架が行える。 CCTロジックの情報は

CCTデータベース(以後, CCTDB とよぷ)忙格納される。

(2) CCT言語づロセ,,サ:謬断システムで使用する PEDB を作成す

る。

(3)オンラインモニタ. CCT により表現されたロジックの動作状況を,

CRT上に表示された CCT 図上でトレースする。

図 5. CCT による診断モードの遷移図

復旧

操作

(異常)

疑似

回復
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棚

図 6.ダイヤづラム1ディタにより作成した CCT例

^

^

キーワート

る属性を選択指定することにより,衞成要業佶桜を検索する。

(2) CCT規模評価機能. CCT拙成要宗名をキーワードとして選択

指定することにより,現在のデータベースのファイル""莫と追加可能な

ファイルスペースを副'算する。

(3)対話管理機能.キーワードに対して入力可能な属性を白動逃択

し, CRT上にメニュー形式で表示する。また入力情繊の 1ラーチェック

も行う。

このシステムを仙用することにより,膨大な"Ⅱ共の CC[の小から

修正箇所を探したり,修正によって影粋を受けろCCTを確認すろ

などの保守作業の効率を,大IMに改・進すろこ巴ができた。

3,分散処理計算機システム構成技術

IS の要求を計御.機システム側からみれば,高速で大肌:の災常診断処

理を含むのみでなく,従来のづロセスコンビュータの中心機能であるづ口

tス入出力処理, CRT表永処理などを一眉高度化かつ1高信頼化する

ものとなっている。

とれらの問題解決のため,分散処理システ△技術を企両的忙採用し

たシステム設計を行い,分散化枇成技術を硴立した。との技術により

図 7.に河ミ,、ように,づロセス入出カグルーづ,づラントマネづメントグルーづ

(監祝,診断,管娜など), CRT表示処理グルーづなど多種多様な計

算機を結合した機能別分散処郡システムの笑現が可能となった。この

システ△では次の成米が得られた。

(1)処理能力の向上:膨大な処理呈,処理能力を確保するのに巨

大な CPU を必要とせず,標準的なヨ、:業用計算機で実呪できる。

(2)信頼性の向上,単一故1箪は特定の機能喪失に限定でき,重要

システムについては比較的低コストで冗長化設計が可能となった。

(3)ソフトゥエアの信頼性.全体システムの設引'が完了した時点で,

各づロセッサにそれぞれの専用機能を割り付けることができるので,

表 1.キーワードと検禁特性の例
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ド卜
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2.2.2 有効性

とのエディタを用いることにより,計'算機言語をΠ」いて直按づログラミ

ングする場合に比ベ,次のノ瓢が改筈された。

(1)信頼性オ剛単な図形操作のみなので,づ0グラミングに伴う誤り

が少なくなる。また,づログラミングミ古采がCCT図の形で表尓される

ので,入力の誤りを容易に発見できる。

(2)生産性:図形入力により作成された CCI、DB から,診断シス

テムで使用するPEDBを短時問で自動的に生成できる。

(3)保守性:CCT図の変更箇所を CRT上で修正するだけで,

CCTDB と PEDB の関速場所の変更が即座に行える。

(4)ドキュメント管理とりーダビリティ. CRT ハードコピー又は X-Yづロッ

夕で得られた CCT 図を最終ド牛ユメントとして利用するととができ,

リーダピリティに優れている。

(5)検証性.オンラインモニタ機能により CCT ロジックの動イ乍伏況を可

祝化できるため,口づヅクの検証が容易に行える。

2.3 CCTデータベース管理システム

CCTダイヤグラムエディタで作成された CcfDB及びPEDB内の恬報ヘ

のアクセスを支援するためのサポートッールであり,以下の3機能から

構成される。
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(1) CCT構成要素検索機能.表 1.に示すキーワードとそれに関す 図 7.機能別分散処理計算機bステム概念図
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ソフトゥエアがnリ屯化される。このため,ハづの波少とテスト性の向上

が実現される。

(4)拡張性.システムの拡張要求に対し,追加変更を局所化できる

ため,釡体システムの性能をそのまま維持するととができる。

これら利点の反而,分散処理システムでは計算機冏の結合手段が必

要となり,との点が処理負荷分担方式とと、に最、重要である。そ

のため,このシステムでは,高信頼 q高機能な糸吉合手段として, 丁一

タウェイ《MDWS-60》を適用し,次の成果を得た。

(1)高速応答性:ホスト計算機とのインタフェースカ汀高度なレベルで設

定されており,伝送制御手続などはワアー△ウェアで笑現できるので,

ソフトゥ丁アオーハ'ヘッドが小さく高速応答が得られる。

(2)多機樋問結合.コモンメモリによる結合の際にみられる、同・一機

種冏しか結合できず,かつ伝送距籬を長くとれないなどの制約がな

くなり,機能別分散化構成の要求に合致する。

機6獣列分散処理システムの実現に際し,特に留意した点を示す。
.ノ

(1)全体システムの集中管理.づラントの拙成忙関するデータベースな

どは,各づ0セッサの機能が異なっても共通である。このシステムでは

中央にエンジニアコンソールψ斯爰, CEC とよぶ)を置き,各機能づロセ

ツサのソフトゥエアを・一括管皿するためのソフトゥエア「システ△ビルダ」によ

リ,処郡の分散化と手一夕の集中化を実現して仇る。

(2)データ伝送の硫定性.各づロセ,ゞサの機介影)担の設計においては,

処凹!要求などの制御データが飛び交うのを避け,一定量のデータが・ー

定岡隔で一定方向に流れるよう忙した。

(3)機能づDセッサの単純化.機能づロセ,,サは磁気ディスクなどの補

助メモリを持たず,主メモリのみにして高速応答性の確保を図った。

またづログラ△は CEC からダウンロードするようにし,システム保守とソ

フトゥエア保守のためのハードゥエア及びソフトゥエアをことに集中して,

各機能づロセッサの単純化を行った。

の重要度に応じて任意の大きさ,かつ任意の力向に表示でき脚而設

計の柔軟性に富む。

(3)インテリジェンス,高速化. CRT コントローラは,世界の標準的な図

形処理体系である ACM COREの図形コマンドを受け取って,ファー

△ウェアとハードゥエアで表示画面に変換する。表示の高速化と同時に

ソワトゥエアの負担怪減を実現できる。

(4)日本語表示の全面的採用.約3,000字の漢字フォントをハードゥ

エアとして持ち,容易かつ高速忙日本語表示が行える。また,文字

の大きさ,方向,表示位置を任意に選ぶことにより,祝認性の商い

画面を製作できる。

(5)浩1づ・打解能 1,024×1,364 ドットの商分郷南Ξを持ち,画面の1行ち

御幻度が嫩すとともに図形の正硫さの向上と情報の強調表示(文字

の大きさや太さ)が実現できる。

(のカラー表示.64色のカラー及びそれを混合Lた中間色表示が可

能であり,表現色が向上した。

図 8.に IS で作成したフルづラフィ.,クCRT 画画例を示す。

4.2 ビュービルダ{励

従来, CRT画面づログラムは灯訓唯なものとされ,またづログラ△コードか

図 9、ピュービjしダの基本拙成

0ーディング,イニシャライス

(1)処理プログラムを口ーディンクする、

②各種データの霞定,初期化の処理を

打?

B)この処理により, CRTプロゼ,サの

オンラインブラント監視CRT表示を

行コ凖病が完了する。

三焚電機技報. V01.59. NO、フ.1985

{3}卓備するデータ
.各種ソステムデータ

.函面ービクチ十問係テー
7ル

.マクロ要素盆形テータ

IS においては,状況判断のためのづラントの運転データの提供のみで

なく,状況判断や対応操作などの運転員の思吉過程の支援もその機

能に含まれる。そのためシステム側の処理結果を迅速に,分かりやす

4

くかつ誤り無く運転員に伝えるマンマシン技術、,

ISの最重要テーマのーつとなった。この問題忙対

処するため,新た1てづラフィックCRT による表示技

術の硫立を図った。

4.1 フルグラフィック CRT の適用

CRT表示は,1S のマンマシンインタフェースの中核とな

る。システ△として望ましい表示画而を検討した結

果,画西の衷現力,視認性及び高速表示性能忙関

し,従来一般的に使用されているセミグラフィック

CRTでは高度な要求を実現するのが困難なとと

が判明した。そとで,これらの要求に答えるため

に新機能を強化したフルグラフィ四ク CRTM4328御

を適用した。主な成果を次に示す。

(1)づラフィック性:画業(文字)単位のはり合わ

せ的表示ではなく,任意ベクトル,円,塗りつぶし

などのドット単位での佑lr剣を行っており,理解し

やすい画面作成の上で必要とされる表現力の柔軟

性が増した。

(2)図形の拡大縮小,回転,移動.図形要索

グラフィック CRT表示技術
讐'

,届開

図形・画面生成

^

金^

46(52の

ビクチ十・セネレータ

倒話彩言面生驫}

図 8.フルグラフィ,ワクCRTの画面例

CRTプロセッサ実行プログラム生成

ヒクチャ
データ

ビクテャセネレータ

(1)画面図影に遜した対話邑形操作,岳影
記述言語を採用した.

(2)画面図影は,画面,ビクチ十要柔囲影
のΞ搭層か、或る.、

B)固定画だけでなく,タイナミノク伺影
表示ロジノクも一緒に作れる、

(4)ブラントの機器名を用いて.直按に夕
イナミック図影表示ロソノクを表現て

きる。

(5)固定画,タイナミソク図影表示ロゾノ
クのテストを商早に行える,

(圧')C町スクリーンの管理軍位は.「ビク

テ勺を複数偶含む「画面」である.

ビクチャ
コンパイラ

フラント変数名
゛蓑一ータ

ビクチ.

70グラι

ピクチャニンパイラ

住)ビクチャゼネレータて生成され六ビク
チ十テータを実行プログラムへ窒換オ

る.

(2)ピクチャテータ内のプラノト変数名{携
器名女字テキスト)は、プラント宝数
定蓑テータを円、、て.1プラント宝数
ヘ窒換オる

実行イメージ
生成

CRTプロセケ.ナ

基キブログ5ι
アブリケーショノ

典理ブロクラム

ノユテムテータ

アブリケーノヨノ

テータ

CRTプロセッサ
ローテ'イング

CRT
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実行

イメーノ

ローティンク

イニシャライス

実行イメーフ生成
a) CRTプロセソサに必要なプロクラム、
テータを草備オる.

{2}凖備するフロクラム
.衷示されるビクチ十プログラム
.C町プロセノサ基太プログラム
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ら画面を想定するこ巴が困難なために,誤りの発生

しやすさとともに初期段階での発見も難しく,多く

の問題があった。

との問題の解決のため,フルクラフィックCRT画面の

づ0グラムを作成するためのサポートソフトゥエアとして,

ピュービルダを開発した。その基本織成を図 9.に示す。

これを使用してCRT との対話方式で,図形入力に

より表示づ0グラムを生成できる。ビューピルダは次のよ

うな特長を持ち,1S に適用されてマンマシン機能の開

発のための強力なツール巴なった。

(1)信頼性. CRT画面は図形として入力するこ

とが最も自然であり,また木質的に画面を定奨する

コマンド以外のづログラム内部構造上の問題は計算機側

で処置するよら忙したので,づログラミングに伴う誤り

は嫉とんど皆無にすることができた。

(2)生産性. ACM COREの体系に基づく図形

定莚コマンド群及び外部変数名を直接引用できる列H乍

定義コマンド併から枇成された高位問題向言語であり,

づ口づラ△の生産性がⅡ司い。

(3)完結性.従来の対話形画而生成ソフトゥエアは図形定義が巾心

で,外部変数の変化に対応する図形の操作は標準言語で冉くものが

多かった0 しかし,ピューピルダでは動作定養コマンドを加えるととに

より,対話形のみでづログラムを生成できる。

(4)ドキュメント管理とりーダピリティ. CRTハードコe一を図形定覇の最

終づログラムドキュメントとできるほか,高位言語体系 PORCOL で動作

コマンドも印刷されるので,づログラムの記述性,リーダや庁イつ斗高い。

このため,機能設計岩とづログラム製作岩の意志の疎通がス△ーズに行
える。

「・E司

制御棒器
制御系

L

厘司・'

格納客噐スプレイポンプ

加

づラントシミュレータは IS の府効性の検証に際して,実づラントの代りに

冬種異常事象を生起させる手段ιして不可欠である。模擬対象づラ

ント巴して,稼働中の 3ルーづづラントを選定した。

シミュレータの製作に当っては,従来保有して仏る原子力づラントの

シミュレーション技術を基にし,特にISでは診断機能を1羊細に評価する

必要性から,枇成機器の故障により引き起こされる芋象を模擬する

ことができるように,マルファンクシ.ンの数を約200個分拡張した。模

擬系統は図 10'に示すよらに,全づラント範囲にわたってぃる。シミ

ユレータは動的モデ}レ,制御モデル及びシーケンスモデルから拙成されてお

リ,主要機器の動的モデルによる模擢内容を表 2.に示す。

6.むすび

原子力発電運転支援システムの一環として,1S榊築に不可欠な要素

技術の開発を中心に紹介した。今後,知識工学などのより高度な紗

断技術や新しいマンマシン技術が出てくるものと予想されるが,これ

らの新し仏技術を常に先取りし,より良いシステ△開発と実用化忙努
める所存である。

最後に,技術朋発に当り御指導いただいた通商産業省殿及びその

他関係各位に対し,深く謝意を表する次第である。
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フ7kV蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の実用化

1.まえがき

都市配電忙おける電力需要の増加に対応して,変電設備の新増設や

容量アヅづが必要巴なってくるが,地価の高騰などにより近年,市

街地での用地取得が困難を極めている。このため既設変電所におけ

る容是増大や,新設変電所のス弌ース縮小化,機器配置の合理化が重

要な課題巴なってきており,変電所の主要機器である変圧器の小形

韓呈化を逹成しなけれぼならな仏。更に不燃化,防災化,低騒音化

といった環境調和形変電機器の要求が立す主す強くなってきている。

竺1社ほ,これらの要求にこたえるために 500~20,oookvA クラス

のガス絶緑変圧器を多数納入してきたが,大容是変圧器用として開

発された蒸発冷却式ガス絶縁変圧器ω櫛についても,実用第1'号機

を既に2年以上運転L,引き続き多数の蒸発冷却式ガス絶縁変圧器

を製作している。

燕発冷却式ガス絶縁変圧器は,ガス絶縁変圧器の不燃,軽量化な

どの特長を生かし,更に発熱休衷面に冷却液を散布して得られる高

い冷却効率を利用したものであり,変圧器の不燃化,樫量小形化を

逹成できる。更にガス絶縁開閉奘置(GIS)などを含め,変電所の全

ガス絶緑化,オイルレス化を逹成することができ,地域の環境調和や防

災対策面に、優れたものである。主た,冷却器を変圧器室上部に配

院した昼上クーラー方i勺により変電所の機器配睡の合理化,省スペー

ス化を逹成するととができる。ととでは,実「Π化した蒸発冷却式変

圧器の織造と特性及びその適用例について述ベる。

2.蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の概要

燕発冷却式ガス絶緑変圧器は絶縁にSF6ガスを使用し,冷却には蒸

発性の液休であるフロロカーポン液(C8FMO)を使用した変圧需である。

フロロカーポ'ンばふっ化災素系の蒸発性冷媒であり,熱的,化学的安定

性が良く,無毒で不燃性であり,また絶縁特性が優れていることな

ど変圧器の冷却媒体巴して優れた特性を捕一た液休である。

燕発冷却式ガス絶緑変圧器の雛造概念図を図1.に示す。変圧器

は SF。ガスを満たしたタンク内に密封されており,この密對系のホで

フB0力ーポン液をボンづによって循環させている。この蒸発冷却システ

ムを図 2.によって説明する。

(1) 70ロカーポンたまりのワロロカーポン液をポンづにより変圧器」二部

の散布装置に遵く。

(2)鉄心・巻線などの発熱部にワロロカーポン液を散布する0

(3)発熱部に散布されたフ00力ーボン液は,発熱部から多是の蒸発

〔港劃1をイ氏い燕発する。

(4)蒸発したワロロカーポンは,ガスづ口ワにより SF6 ガス巴と、に冷

却器に導かれ,そこて1熟宿し,大気中ヘ放熱する。

(5)凝縮液化したワロロカーポン液は,再びフロロカーポンたまりに戻

る。

との上うにフロロカーポン液の燕発巴凝縮のサイクルによって,高い

冷却効率を得て巻線や冷却器の小形化を図ることができる。 700力

工藤

変圧器本体

勝、.水野宏和、・伊藤克明、

SF6ガス

冷媒(痛状)

昆合ガス体

散布装置 カスフロワ

ポンブ

B

P

冷却器

フロロカーボンたまり

図 1.蒸発冷却式ガス絶緑変圧器の構造概念図
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ーポンの散布方式には,液滴下法や噴霧法,浸し(漬)法などがある

が,フロロカーポン液量が少なくてすみ,冷却効率の良いブ武として液

湘下法を採用している。

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器は,前述のような構造と冷却力式を採

用しているため,次のような特長をもっている。

(1)幌呈・小形である。

油入変圧鴇の鉱油に比ベて比重の幌いSF0ガス四婦血の約ν10のに

置き換わるため,その分,変圧器重量を軽量化できる。また冷却能

力が大きい蒸発冷却式の採用により変圧器寸法を小形化できる。

(2)不燃性である。

SF。ガス,ワロロカーポンは物理的,化学的に安定であり,不燃性かっ不

活性である。とのため消火設備や防災設備の大幅な簡素化が図れる

ぱかりでなく,噴油対策,排油槽などの設備も不要となる。

(3)低騒音である。

変圧器外柿の遮音効果が大きく,騒音が小さい。

変圧器本体

図 2.蒸発冷却システ△の説明
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(4)据付作業性,運転の保守性が良い。

油入変圧器のように据付時の油のろ過,脱気注油などの油処理が不

要である。 SF0ガス,フロロカーポンはイヒ学的に安定しているので絶縁物

の経羊劣化は少なく,長寿命が期待でき,運転の保守性が良い。

(5)変確所のトータルガス絶縁化が達成できる。

開閉装置,母線などのガス絶縁化と合わせて変圧器をガス絶縁化す

ることにより,変電所のトータルガス絶縁化が達成できる。

3.蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の特性

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器は,蒸発性の液体を使用することから特

異な性質があるが,それが変圧器の絶緑特性,冷却特性,ガス圧力

特性にどのように影縛を与えるかなど蒸発冷却ガス絶縁変圧器特有

の性質について述ベる。

3.1 絶縁特性

蒸発冷却式ガス絶緑変圧器の絶縁は, SF0ガスとフ00力ーポンと固休

絶緑材'料の組合せによる複合絶縁であるが,フ叩力ーポンの蒸氣は

図 3.に示すように,常温付近以下では蒸氣圧がヲF常に小さく1畷品

時においてはその絶緑性能はほとんど期待できな込。フロロカーポン液

はそれ内身は鉱油とほぼ同等の優れた絶緑耐力があるが,変圧器内

においてはフロロカーポン液とその蒸気が混在した状態にあるため,液

の絶縁耐力をそのまま期待することはできない。したがって蒸発冷

却式ガス絶縁変圧器の絶縁特性仕, SF0ガスと固体絶縁材料の絶緑

而1プJによって{圧ぽ決定される。実際上はフ00力ーポン波を散布する

ことにより,絶縁耐力が向上すると様告されている③。

SF0ガスの絶縁特性については多くの雜告があるが,その1討数は

絶緑耐力が確極表而の電界に依存し,絶緑特性を向上させる忙は電

界の均一化が最も重要である。そのため変圧器の巻線端部などには,

電界綏和シールドを配置して電界の均一化を図っている。 SF。ガスの

絶縁耐力はガスの圧力(密皮)に依存し,絶緑耐力を上昇させるに

はガスの圧力を上昇させる方がよいが,実際の変圧器ではタンクの

強度や法的な制約があり,あまり圧力を上げるととは得策でない。

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の場合は,フロロカーポン蒸気圧を含めて夕

ンク内圧力を最大 1]篭Icm.・G以下としてぃる。

3.2 冷却特性

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の冷却特性は,フロロカーポンの蒸発,凝縮

による熱伝逹と SF0ガス及びフロロカーボン蒸気の況合ガスの対流によ

る熱伝達の複合冷却特性となる。図 3.に示すようにフロロカーポン蒸

気圧は温度によって大きく変り,したがって変圧二搭重転温度によっ

てその茨発,凝紘_珪が変化する。このため低温域においては混合力

スの対流による熱伝達の分担が大きく,高温域においてはフ0ロカー

ポンの蒸発,凝縮による熱伝達の分担が大きくなるヰ寺性をもってい

る。この関係を図 4.に示す。これは温度が高くなるほど,フロロカー

ポンの蒸発,凝縮量が川リ川して冷却性能を向上させる効果のあるこ

とを示している。

3.3 ガス圧力特性

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器のタンク内のガス圧力は, SF0ガス圧とフ

ロロカーポン蒸気圧の和となり,それぞれが温皮とともに変化する。ま

た,フロロカーボン液中には SF0ガスが溶解するため,ガ'ス圧力の温度

特性の管理はこの溶解,放出特性を考慮したものとして込る。図5.

K実器のガス圧力温度特性の例を示す。

変圧器内割住芥故時のタンク内圧上昇につ仏ては,大電流アークによ

る模擬試験の結果,ガス絶縁変圧器の場合タンク内圧上昇、は単位体積

当りのアークェネルギーに比例するが,その値は油入変圧器の場合に比

べてかなり小さいことがわかった。図 6.に町〒故時のタンク内圧上

打・を油入変圧器と蒸発冷却式ガス絶縁変圧器とで比校した例を示す。

油入変圧器に比ベて蒸発冷却式ガス絶緑変圧器の方が,圧力上打・が

1けた程座低込佃1なる。
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フロロカーホンの

蒸発・凝縮による

熱伝達
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図 3.フロロカーポンの蒸気圧特性
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5

4

油入変圧器

3

2

0

図 6.事故時のタンク内圧力上昇試算例

4.蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の運用

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器を述用するために必要な保護システムと保

守管郡につ仏て述ベる。

4.1 保護システム

変圧器が何らかの原因で異常を起こした場合,故障原因を速やかに

検知して故障の拡大を防止するとともに,変電所全休の機能を維持

すると巴は系統運用としてきわめて重要である。蒸発冷却式ガス絶

縁変圧器では従来の油入変圧器と異なった絶縁,冷却方式を採用し

ているため,その保護システム、ガス絶縁に適Lたものとする必要が

ある。表 1.に蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の異常の拡大防止策と保

護システムについて示す。異常項目としては,絶縁,構造,補機,温

度の4項目があげられ,それぞれ図に示す異常様相と経過をへて検

出装羅,保護奘置が動作し,異常の拡火を防止するようになってい

る。保護装麗は比率差動継電器など電気的保護は油入変圧器と変わ

らないが,機械的保護としてガス絶縁専用の衝峡庄力継篭器(SPG

リレ→や連成計,温度祝"賞圧カスィ・,チ,波而計, i倹充指示器,ガ'ス

200

66~フ7kv,20MVA 相当変圧器
23kA相問短絡時

蒸発冷却式

ガス絶縁変圧器

事故継続時問(ms)

400

劣化とそ

の防止対

策

SF6 ガスは化学的に安定であり,経年

劣化が様とんどたいので,ガス自身の

保守け不要である。

立た, SF6 ガス中で捻他の絶縁物の劣

化亀少なく,長寿命が刻待できる。

LTC には真空スィプチを使用Lてい

るのでアークが発生せ十,ガスの劣化

ばない。

燕発冷却式ガス絶緑変圧器

600

表 2.保守点検比較

漏

連成計及び温度柿繊圧カスィッチに上

リガス漏れを監視ナる。

液而計によりフロロカー飛ソの漏れを

監視する。

れ

内 1

油捻迫接外気に触れると酸化劣化

する。

劣化防止のため,無圧密封劣化防

止装置(ASC)を取り付けると上

がある。

LTC 室中の油は切換時のアーク

に上って油劣化するので浄沈竹の

保守が必要である。

'゛

油入変圧器

衝撃庄力縦電器により内部圧力を検出

ナる。

内部砂断

1'加

"盲卓モ

広
グ'十ル遍度計'(熱報接.占付)により

監祝ナる。

ガス分析により判定ナる。

外観をチェッウナる。

流指示器など蒸発冷却式ガス絶緑変圧器に適した保護奘羅を備えて

いる。

4.2 保守管理

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器は,化学的に安定な SF0ガスとともに密

封されてぃるため絶縁物の経年劣化は少なく運転の保守性が良い。

表2.に蒸発冷却式ガス絶縁変圧器と油入変圧器の保守点検比較を

示す。蒸発冷却式ガス絶縁変圧器では,冷却液の蒸発などにより内

部圧力が常時変化するので,ガス漏れなどによるガス圧異常を検知

するにはガス温度と圧力の関係に十分注意して監視する必要がある。

との作業を自動化するため芙発冷却式ガス絶縁変圧器には,異常ガ

ス圧低下を温度変化による分を補償して検知できる温度補償形の圧

カスィ,,チを取り付けている。

変圧器の信頼性を保っためには,運転後の内部訟断技術が重要巴

なる。蒸発冷却式ガス変圧器は,ガス分析によって内部診断を行う

こ巴ができる。ガス分析法としては女誹Ⅱ部の CFI, CO, C09 に注目

したガスクロマトグラフ分析法と副次的に加水分解性ふっ化物(SF,)輩

目祝により油漏れをチェックナ

る。

油西計により油漏れを監視ナる。

捉常古,振動をチェックづ、る。

凪常項目

衝撃圧力継電噐により内部足力を

検出する。

絶緑

グイヤル温痩司

より監視する。

士1

油小ガス分析により判定,、る。

異常拡大防止と保護システ△

外剱をチェソクナる。

(替報接点付)に

〒辿常;で,振動をチェソウする。

楴造

災常の様扣と経過

1夕ーン問短絡

タソプ問短絡

ガスリーク

地絡

相問短絡

フロロカー

ポンリーク

艶緑酎力低下

補機

ガス圧力低下

屯流比異兇

フロロカーポンi夜而低ド

過電流

温}#

電圧異常

アークによる衝染波圧力

50 (524)

ポンプ故障

検出装置・保護装蹄動作

ブロワ故障

冷却扇モータ故障

比率差動継電器

過電流継屯将

過屯圧りレー

衝撃圧力継電群

フロロカーボン流量減少

過負荷

ポンフ'モータ故障

変圧器

故峠程皮

ガス流雄減少

プロワモータ故障

迎成引'(邱周

圧ノ」スイ・ノチ

を測定する湿式分析法とがあ

る。 SF.は SF6の分解によっ

て, CF'は C8FW0 の分解あ

るいは SF0ガスと絶縁物の反

応によって発生するものであ

リ, C0 は絶縁物の熱分解に

よって, C02は主として絶緑

物の酸化によって生ずる分解

ガス成分である。

これらの分解成分の中で

SF'は活性な気体であり,い

つたん生成しても時問の経過

とと、に吸盖剤,その他によ

つて吸荊除去されるため,ア

ークなどが発生Lた後,比較

的短時問でなければガスクロマ

"'ラフによる分析法あるいは

湿式分析法で測定できない。

那.故障

液面引

液流指示陽

サーマルリレー

ガス流指示解

サーマルリレー

オートカソト

ダイヤル温度m・

迎成,汁'(上Ⅲ1)

ガス温度上昇・

圧力上昇

軽故障
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絶緑

蒸発冷鄭式ガス弛靴変圧排

γ'却

'、

表 3.防災性の比較

SFbガス

フロロカーポン(CSF玲0)

PET, SFbガス

SF6ガス

フロロカーポン

PET

1",

予燃

小牙が鉄製タンク内に篇"され

空左Uこ触九ない。

タンク内には不獣竹のSF,ガス

及びフロロカーポンが吋人さ九

丸、、る。

したがって防災性は問い。

{'ι

ヅく

SF,ガス小では570゜C

に加1匙してもイ÷捗

ボリアミド紙、エボキン樹垢,空気

構

不燃

、' 1
J巳

乾式変圧祷

リ苫1ミ

ボリアミド紙

空左ミ

エボキシ
樹1揣

一方, CF山 CO, CO.は安定な気体であり,かつ C8F如0 ヘの溶解

量も小さいことから,気相部におけるこれらの成分の増加は生成最

の増加と対応し,油入変圧器で行われている油中ガス分析法と同様,

ガスクロマ1,'ラフ分析法を使用してi則定することができる。

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の各部熨常想定試験の結果に基づいて

分解ガスパターンの1割致を調ベた結果では,気相部のキ吋司短絡ではCF'.

が,気相部の微4>攻電では SF、,が,絶緑物内部の放確では C0 が,

絶縁物の過熱では C02と C0 が,また,金属の過熱では SF1と

C02が相対的に多く発生することがわかった。この結果から分解ガ

スの管理基準を決定している。しかし蒸発冷却式ガス絶縁変圧器は,

油入変圧器に比ベると述転リ新煮が少な込ので,更に今後の運転実績

の積み埀ねによって内部診断技術の蓄枯を行っていく必要があろう。

4.3 防災性について

不燃,嫌燃機器で俳成された変僑設備に対しては,消防関連法規上

も固定式消火設飾の設般襲窃を緩和する力向にあり(消防予第37

号),都市によっては大形消火器の設置でよいところもある。とこ

では蒸発冷却式ガス絶緑変圧器の不燃性,防災性の程度について述

べる。SF。ガスはそれ山体は不燃性であるが,変圧器巻線絶縁に使

用するポリ1チレンテレフタレート(PET)について, SF0ガス中で燃焼性

の試験を行った。その結果は PET をニクロム線で約 570゜Cまで加熱

しても発火せず,また, SF0ガスに 25~50%の空気を混ぜた場合

も同様であった。フロロカーポン液については,ペンスキーマルテンス密閉式

引火試験を行った結果,引火性は認められず,また火災や放冠火花

を気液界西に近づけても荊火しなかった。蒸発冷却式ガス絶縁変圧

器と従来の乾式変圧器との防災性に関する比較を表3.に示す。乾

式変圧器は絶縁や冷却忙油類を使用せず絶縁材料に不燃性,難燃性

のものを使用して火災に対する安全性を高めたものであるが,蒸発

冷却式ガス絶縁変圧譽の場合、油類は使用せず,絶縁物はタンク内

で不燃性ガス中に密封しているため,火災に対する安全性の程度は

きわめて高いといえよら。

4,4 負荷時タップ切換器

小身が空気(酸'1)に触れる。

ケース内の空気は外気と人れ仟

力る。

したが勺て防災性は低い。

不燃

1卜

S Fι,

難撚

タンク

小牙

ケース

ー"",',

1 ,'"

室

ノヅ

、¥

f

図 7. VSG形ガス絶縁負荷時夕,,づ切換器

る分解ガスの発生やガスの汚損がなく,このため活線浄油器が不要

となる低か,変圧器の保守点検作業において大きな比重を占める負

荷時タガ切換器の点検周期の延長が可能となるという特長がある。

切換開閉器室内は変圧器本体と同じSF0ガスを密封しているが,本

体とはガス区分し本体ガスを抜かずにつ(吊)り上げ点検可能な構造

となっている。また,ガス中で円滑な切換駆動を行わせるため接点

部には口ーラコンタクトを採用するなど,ガス絶縁に適した新しい力三て

を採用してφる。 SF0ガス絶縁真空スィ,,チ式負荷時タヅづ切換器の

外観を図 7.に示す。

5.関西電力(株)板宿変電所向け 20MVA蒸発

冷却式ガス絶縁変圧器

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の実用器として,関西電力中杓西由浜変

電所に77kV 20MVA屋外用低騒音形変圧器を納入したのに続き,

関西電力伊幻板宿変電所に77kV 20MVA屋内用変圧器を納入し

た御。この変圧器の仕様は三相 60H.20MVA,燕発冷却ガス絶縁,

送ガス風冷式,冷却器別羅式,一次電圧75,25kv,二次電圧6.9

kv,負荷時夕ワづ切換式となっている。この変圧器の特長は変電所

が侘宅密染地に設羅されていることから,機器の合理的配羅による

ノ

<

ノ

51 (525)

ノ

、ン、

燕発冷却式ガス絶縁変圧器には, SF0ガス絶緑真空スィリチ式負荷時

タ,,づ切換器を採用して込るω。真空スィッチの採用Kよりアーク忙よ

フ7kV蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の実用化・工藤・朝介・志知・水野・伊藤

_'~.r【事鎚一"畢

jN } tr、、'"、^'、、『、ー'1^望瓶'
1 '- 1,fP7!二亙、^"Ii 11,/舞瓢「"ー'・'
,1 *
!'~!._島"'、=

"、て'ノ'4、乳 單 J"'

一忌 4

人一

ノ

亀

図8 20MVA蒸発冷却式ガス絶縁変圧器木体の外観

(冷却器は屋上に別羅)

q里=卑^^Y,^^

角

.J,

別^

'
、
、

气

4
1

'

、
ゾ

q
)
ノ
ι

ヨ

ノ
゛
,

』
 
t
亨
f

宴
声

1
謬
"
下

1
」邑

'
 
1
f
Ξ
,

材
料
獣
1
r
H

防
災
性

断
血
細

、
,
、
"
圭
シ
「
'
t
1
 
]
宅
.
^



ーーー
ー.ー

ーーー

^

'ヨ予

ゞジ影簿^安毛イ忍、

姦題,
"主一,

設鑁スペースの縮小化,右効利用をΠ的と

して,屋上クーラー方式を採用したととで

ある。また,変電所のレイアウトに合わせ

たケーづル引出しや低騒音化,不燃化対策

図 9.冷却器の外観

⑨

による環境調和対策なども合わせて行っ

て仏る。との変圧器の本体外観を図8

に,冷却器の外観を図 9.に示す。冷却器は変圧器室上の屋上に設

麗し天井貫通冷却配管によって本体とつないでいる。以下,この変

圧器の屋上クーラー方式による利点や変電所の特長などについて述

◎

^

従来の油入変圧器では屋上クーラー方式にすると,クーラー巴変圧器

木休との高低差による油圧が変圧器本体に加わるため,その対応策

力乳雉しいという闇題がある。蒸発冷却式ガス絶縁変圧器ではとの問

題が解消され,屋上クーう一方式が比較的容易に採用できる。とれは

SF0ガ'スが油に比ベて比重がはるか忙小さく,高低差忙よって生じ

る圧力は無祝できる憾ど小さいためである。例えぱ高低差10mの

場合で油ではおよそ 0.9kglom.の圧力となるのに対し, SF0ガスで

はおよそ 0.008kglcm皀である。屋上クーラー方式の利点は,通常の

変圧器室の隣にクーラーを別置する方式忙比ベて,1階部分のクーラー

設置スペースを省略して変電所スペースを縮小するとともに,変電所

のレイアウトの自由度を上げられるといら点にある。図 10.に屋上ク

ーラー方式を採用した変電所と,従来のクーラー隣接設置式との平面

寸法の比較の一例を示す。とのように屋上クーラー方式とすること

により従来力式に比ベて変圧器設置平面積は,54%に縮小され,

大1腰な縮小化が達成できた。

屋上クーラー設置のため,冷却器はできるだけコンパクト化を図る必

要がある。そのためこの変圧器は風冷のユニットクーラー方式を採用し

ているが,ファンの騒音問題を解決する必要があった。特に住宅密集

地に設置され,かつ境界線までの距難がきわめて近いととから,妬

ホンという超低騒音化が要求された。この変圧器では低騒音ファンの

採用や防音ダクトの取付けなどによってこれを達成している。

この変電所は初めて屋内変電所に蒸発冷却式ガス絶縁変圧器が採

用され,合わせて変電所の全ガス絶縁化が達成されたものである。

◎

区0

単位

^

5500

n"1m

従来形変電所(3バンク)

10000

4500

0

」

屋上冷却器形変雷所(3バンク)

設置平面積比

図 10.変圧器設置スペースの比較

今後,これによる周辺地域ヘの環境朋和効果や消火設備などの付帯

設備の軽減効果が見直され,また,運転の偏頼性が実証されること

により,このような地域ヘの蒸発冷却式ガス絶緑変圧器の適用が促

進されるであろう。

9000

従来形

225m2

6.むすび

蒸発冷却式ガス絶縁変圧器の冷却システムの概要を述ベ,その特性

や運用上の問題などについて示した。更に,蒸発冷却式ガス絶縁変

圧罧の屋内変電所ヘの適用伊ル屋上クーラー方式の利点について述

^)を。

今後、設隈スペースの縮小化,変電所の全ガス絶縁化によ知怪昂;化

と防災化など電力用変圧器としては画期的な構造と特長をもつ蒸兆

冷却式ガス絶縁変圧器は,都市環境に調和Lた変圧器として,一屑

の発屡が期待される。

屋上冷却器形

121.5m2

縮小率

52(52の

54%

( 1 )
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高速マイクロコントローラの
テ寺ジタルレーダテ寺スプレイへの応用

1.まえがき

近午の 1レクトロニクスの進歩にはめざましいものがあり,とりわけデ

イジタル技術の進歩は著しい、のがある。集槌回路の高密度化とIC

メモリの高密度化,高速化及び低価格化は,マイクロづロセッサの飛躍的

な普及を、たらした。これらの応用技術も共に発達し,多種多様の

分野でマイクロづロセッサの利用が進んで゛る。エレクト0ニクス化=手イジタ

ル化=マイクロづ0セ、ワサ利用{てよるファームウェア化といっても過吾では

な込ほどである。レーダ手イスづレイの分野においても同様の流れがあ
^

C) 0

論理回路によるコンビュータインタフエース

をもつレーダ表示装置

マイクロプロセッサ組込みの

レーダ表示装置

アナログ表示装證

2.2 特長

(1)高速性

市販されてぃる 16ビットのマイク0コンビュータと比較して高速である。

登録されてぃるインストラクション(約 160命令)は,メモリとレづスタ問の

演算を含んで,すべて 1ステ,づ(最高速度150ns)で実行する。

(2)分散記憶方武'

高速化を実現するために分散記憶方iてを採用。

(3)パイづライン処理

高速化を実現するために Fot'系の実行と, EN此Ute系の実行とを

同時に行えるパイづライン処那を採用した。

(4)複数バスの使用

データハ'スは入力及び出力にそれぞれ独立したバスを使用した。

(5)多層基板の利用

6眉基板を使用するととにより,ノイズによる影縄を最小限に抑えた。

また信号の反射を最小にするためIC,信号ラインの分岐についても

十分の配慮を行った。

(の高速ICの選定

容量性負荷及び耐ノイズ性を考慮して 74Fシリーズの IC を使用し

た。

2.3 構成

MC は最小6種7枚の力ードユニット(190mmX150mm)により構成

されており,づログラ△エリアは 4K ワード(116 ビット)であり,データメモ

りは 4K ワード(16 ピ,,ト) 1n位で 64K ワードまて,煽長可能である。

高速化を実現するために,づ0グラ△メモリと手ータメモリを分散し(分

散ミ計意力式),シーケンス制御回路,づ0づラムメモリ,命令デコード回路か

ら構成される Fetd、系と,レジスタ回路,データメモリ,演算回路,110

バヅファから構成される Execute系とを分誹し,実行を同時に行える

し(イづライン処理)ようになっている。また,データハ'スは入力及び出力

を独立に設け,バス切換の配邦司の無駄を省いてある。更に MC とユ

ここて際召介する表示装羅は,レーダ情報処理奘羅からディづタルデータ

を受け,りアルタイ△の表示を提供する玉ので,マイク0づロセ,,サ細込み

のレーダ表示装置に類するものである。

このたび運輪省航空局殿の社冊冒遵を受け,ターミナルレーダニューメタリッ

ク表示システ△(TRN : Tern)inal RadaT Numeric Display system)

のデータを受け,空港管制垪に高輝度,高解像度のディジタ}レレーダ情

袈の表示を行う手イジタルレーダづライトディスづレイ奘置を開発したので,

その概要を紹介する。

この奘羅に使用したマイクロづ0セッサは,レーダ信号処理用に開発し

た高速のマイクロづロセッサであり,市販のマイクロコンビュータ(iAPX186,

MC6800のの約7~ 8倍の処理速度をもち,特にマイクロコント0ーラ

MC と称している。(本誌 VO].57, NO.1, P.63 印召 58)「レーダ目

標検川用高速マイク0コントローラ」と Lて一部紹介)。

2.高速マイクロコントローラ MC

図 1.レーダ手イスづレイの分野におけるディジタル化

徳丸芳孝、・森脇慎

汎用VDT (vlsual Display

Term1Πヨb

をディスプレイ端末としたレーダ

表示衾置

2.1 概要

MC はレーダの信号処皿(1目標を約 3μSという短い時問内に処理

する)の分野におけるハードウェアをファームウェアにおきかえるために

開発した 16 ビリトのづロセッサをべースとしたコントローラである。した

がってその処理速度は非常に速く 5MIPS(MⅡⅡon 1那tNctlon/

Sec.)の処理速度を持ち,実用化されている 5V 系のづ0セッサとし

ては最高速度の部類忙属する。

*通信機製作所

N0 項

2

演

表 1, MC の主要性能

3

算

/、
」Ⅱ]

Π

方

4

式

5

ア

6

ドレス形式

令

2進並列,2の拡数表示,固定小数J気演算

演算レヅスタ

7

命令語長

命令征額

刈

夕

53 (527)

内

プログラムメモリ

データ語長

込

施接丁ドレス指定

アドレスレジスタ指定

1 語(16 ビット)

約 160 麺

演

】0

タメモリ

み

2個

算

16 ビット

カードユニプト拙成

左し

客是 4K ワードX2 (運用/紗断)

度

ド(mヨX)容量 64K リ一

20onS 以下(全命令)

カードサイズ

CPU

プログラムメモリ

データメモリ

(190mmx 】50mm)

4枚

1枚

]~】3 枚
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ーザーハードゥ上アとのインターフェースは,すべて 110 パッファユニリトを経て

接続している。もしユーザーが追加機能を希望すれば,関数ユΞ,介

を殺計すると巴により,インストラクしヨンとして新しいコマンドを登録

すると巴ができる。 MC の回路構成を図 2.に示す。また主要性能

を表 1.に示す。

3.ディジタルレーダブライトディスプレイ装置

3.1 概要

一般にレーダ表示装羅はPH走査表示を行っており, CRT管而の

残像によりレーダの eデオを見るため,周囲は暗くしておく必要があ

る。それ忙対して周囲の明るい管詣1リ答において一次レーダである空

港監祝レーダ(ASR . A廿Port su"eiⅡonoo Rod紅)からの抗空機の

ビデオ,タグデータ及びマッづを見るととができるように, PP1走査を

TV走査に変換して衷示するものがレーダづライトディスづレイ装羅であ

る。

従来,との種の装羅は蓄積管を使用してPH走査をTV走査に

変換しており,マ.,づの発生はマ,,づを拙いたフィルムを使用した光学

力式であった。このように主要部分が,アナログて、構成されているた

め忙経時変化が起こりゃすく,短い周期で再調整が必要となり,更

に調整に時問がかかる上に,熟練した保守者が必要であるなどの短

所があった。またマ',づは光学式であるためラインの幅が太くなり,

鮮明さに欠けるので見づらい画面となっていた。このため,高信頼

性,高安定性の全固体化のディジタルレーダづライゞ'イスづレイ装麗の実現

が望まれていた。

とれに対し,今回 IC メモリ及び高速マイクロコントローラ MC を用い

て, CRT部分を除き全固休化のディジタルレーダづライト手イスづレイ装院

を実現し,運輪省航空局(新潟空港,大分空港)に納入した。この
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図 2. MC の回路構成
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図3

本体 (b)表示奘置及び遠隔制御器

ディジタルレーダづライトブイスづレイ装置の外観
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ディジタルレーダづライトディスづレイ奘置の外観を図 3.に示す。

この装麗は,一次レーダからのレーダ信号の TV走査変換と, TR

N からの二:次レーダの手イづタルデータを VIDEO-RAM に書き込み,
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TV信号に同期して焼み出すという動作とを別kに行ったのち,

つの画面に合成するととによって,商匁到象度,高却度の TV ラスタ

走査によるレーダ画像,タグデータ及びマ,,づの混合TV ビデオを管制

塔の表示裴置に提供するものである。

レーダづライトディスづレイ装置の TRN データ処理部分のづ0りク図を示

,-0

3.2 特長

(1)映像が鮮明で見やすい

高叛E度,高解像皮,ハイコントうス1、の TV スキャン方式であるため,明

るい管制塔でも鮮明な映像を見ることができる。

(2)見やすφ管制データ衷示

表示装1置は有効ラスタが 1,024 本の浩H1謡Ⅷ度の TV を用い,レーダビデ

オ,ニューメリ,,クタグ及びマ,,づの重複表示を行っている。またビデオ,

ニューメリ,ゞク及びマッづは高精度レジストレーションにより位置ずれがきわ

めて少ない。 SSR ビーコンコード及びモードC 高度を独白に作った読み

やすい字体の数字で表示している。更に 1,024×1,024 ドリトのメモリ

上にマッづを揣画し,それを読み出すといら TV グラフィ,,ク方式のマ

ツづ衷示であるため,ライン住卿が鮮明で見やすくなっている。

また,表示裴確は雀引那莟{Cあるがスペースがないので,走査変換装

匙は機器室に設置してある。その冏を最大卯om籬すことを可能

とするために,光ファイバの広帯域(30MH勾伝送としたのでケーづ

ルによる損失、少なく高キ舗羽皮の表示が突現できた。

(3) i高速マイク0コントローラの活用

信号処理用高速マイクロコントローラ MC を使用した1高速りアルタイム処理

と Lたため,表示処理に時問遅れが少ないりアルタイムの曲1血表示と

なっている。また, ROM に書き込んだ内蔵づログラムによる動作の

ため,竃源投入時の立上げ操作が容易であるととも忙1開惜に立ち上

がる。更に宿己の故障診断づログラムを内蔵しており,故障箇所が容

易に判明する。

(4)信頼性,保守陛,整備性の向上

システムダウンを避けるために,走査変換裴陞はデュづレリクスシステムとし

た。管制用の表示装睡とは別忙,モニタ用の表示装陞を心査変換奘確

の近くに用意し,モニタ表示装羅とするととにより,越用系,待機系

走査変換装羅のワンタッチ切換とモニタリングを可能忙した。また,テス

トづ0グラム内j歳による BIT (Built in T部り機能を持たせ,テスト結

果を前面パネルに表示させ,更に力ードユニ介に LED を取り付サ,

障害の場合に点灯するようにしたのく、保守・;珍断が容易となり,

MTfR(Mean lime to ReP且ir)が大幅に短縮された。

3.3 入力処理

入力処理部は TRN からシリアルデータとして送られてくる夕ーゲット情

報 G伉空機の高皮,距部,方位),システ△情報 U也上気圧)及びマッ

づ情報を受信し,シリアルデータをパラレル手一夕に変換した後,データの

識別コードの判定を行う。次に受信ハ'イト長を判定し,入カメリセージ

をいったんバッファに蓄えた後,マイクロづロセ,りサ(8085)のコント0ール

の下にメモリ(RAM)に転送する。一方,高度を設定するスィ,,チか

ら送られてくる高度情報を受信し,ペ,Dエラルボートを通してメモリに

i倒愆する。マイクロづロセ・,サは ROM に記憶してあるづログラムの命令

により,先に入力した高度情報の指示した高度の航空機清雜のみR

AM のデータから抽出する。

次にそのデータを所定のデータフォーマットに作り直して,りフレ,,シュメ

モリへ転送し,1画面分のデータ(マヅづ 2種類,システムデータ及び夕ー

「^ー
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図 6、入力処理部から表示処理部ヘの転送データフォーマヅト

21%%%X
ト(NM)

イ、ーーーーーーつ

ゲヅト情ゞ粉を蓄える。次に表示処理剖効、らのりク1ストによって表示

処理部へデータを転送する。図6.に入力処醒剖功、ら表示処理部ヘの

転送ゞータのフォーマットを示す。

3.4 表示処理

表示処理部は,入力処理部から転送される 32ビットの表示データを

受信し,パスラインを介して MC のメモリに格納する。 MC で表示デ

ータを分析し,大きく 3 種のデータに分類する。すなわち,ニューメリ

リクのづりンク〒ータ,ニューメリックの非づりンクデータ及びマッづデータであ

17 16 15 14 13 12

5

ビデオRAM

{1024×1024}

TV

タイミング同期信号
作或

ユニノト

4 3 2

シンホJレ

11 10 9 8 7 6

0

マイウロ
コノトローラ

MC

ビデオRAM

(1024× 1024)

図7

画面切換信号

56(53の

書込み終了信号

ニューメリ,,ク系の表示処理概念

f-ーーーーーフ

FIFO

(4Kワード)

5 4 き 2 】 0

ラレル

J アル

変換ユニット

シンボル5

シンボル4

グラフィノク
テ'イスフレイ
コントローラ

(GDC)

放示メモリとして前記3種のデータ忙対応して,名・2枚のビデオ R

AM (1,024×1,024 eツト/1枚)を用意し,総計6枚のビデオ RAM

の橘成とした。つまり障害時の保守性を杉慮して1画面分を1枚と

し,計6画面の構成とし,描画時に3画面,表示読出し時に3画面

を与えて,それらを 30H.の TV周期で切り換えるととにした。

また複雑なアドレスコント0ールを一1舌してアドレスコントロールユニ,り卜 K1灰め,

3系統のデータの流れに対して各1枚を配した。更にマッづ系には

FIFO(F廿St in First oUり及びグラフィ,,クディスづレイコントローラ(GDC

GTaphic Disploy con壮0Ⅱa)を設けるととにより,マッづ作成に関

しMCの負荷を輕減し,マ,,づ作成時においても MC は他の表示処

理を平行して行えるようにしたことにより,全体的な処理時問を短

縮した。図 7.にニューメリック系の表示処理概念を,図 8,にマ,,づ系

の表示処理概念を示す。

3、 4,1 表示メモリ

先に述ベたように,物理的なスペースが限られているととと,メンテナ

シンボル3

シンボル2

ンンポル1

フりンクゲート

夕イ

アドレス
コントロール
ユニット

ンスの容易さから1画面に 1枚のビデオ RAM を割り当てたので,

190mmX150mm の寸法の力ードユニットに IM ビヅト(1,024×1,024

ビット)のメモリとその駆動部を搭叔しなければならなくなった。当

初,高速性及び低価格という面からダイナミックRAM の使用を老え

たが,駆動回路部分の搭載スベースが限られているために,64K ピ,,

ト(8×8K ビヅト)のスタティック RAM とし,そのパッケージもミニフラッ

トパッケーづと決めた。アクセスタイム 10onS の 64K スタティック RAM を

入手することができたので,これを搭械した。

また,対ノイズ性及びパターン密皮の観点から6層の基板とし,64

K のミニフラットの IC を 16個搭戯し,1M eツト(16×64K ピット)の

ピデオメモリを製作した。

3.4.2 文字,記号のパターン

表示文字の種類は,英数字とマッづ用としての特殊な記号がある。

図 9.に文字及びぎ己号のパターンを示す。文字サイズは各空港でアナロ

グの表示装置を使っておられる管制官の方々の意見を基に,管制塔

の機器設置場所と管制席との物理的な位置をぢぇ,更に文字が玉複

したときの見やすさも杉慮して,縦 19 ドット,横 13 ドットとした。

裴陞に搭赦の際には, MCが 16ピットのづ0セッサであるととを考慮

し,データベースをすべて 16ピヅトの整数倍としたので文字フォントは

図 9.に示すよらに,横 16 ドット,縦 2フドットの中に縦 19 ドット,横

13 ド.り卜のフォントを含むよらに設計した。また記号については, G

DC の IC が 8ビット楢成であったので,図 9.に示すように縦,横

ともに 16 ドットとし,それを 4分割(8×8×4)して GDC ヘ転送,

拙画するととにした。文字,記号の線の幅については,表示がイン

タレース方式であるため忙生じる画面のちらつき(インタうインフりツカ)を

最小kするために,幅を 2ドットとして設計した。ラインは図 10.に

示すうインの基本パターンを GDCヘ転送し, GDC内部で直線・鎖

線・一点'蠏泉・破線の4種類を発生させた。

3.5 表示装置

表示装置の規格を表2.に示す。なお,ピデオ増幅器帯域幅は,以下

の算出に基づき決定した。

TV は 1秒問に 30画面(フレーム)更新するから,1フレー△表示す

ンク

作成
コ_ー

TV

同期信号

図 8.マッづ系の表示処理概念
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C

喧線

表 2.表示裴澁の規格

3

輝

R

目

階

図 9.文字及び記号のパターン

4

T

5

5 - 1

5 - 2

5 - 3

5 - 4

5 - 5

5 - 6

5 -フ

破線(dot)

ソ卜

解

度

U径12寸ソチ B3】

走 it

延玄般数

右効走査線数

垂直練返し刈波数

水平尚波数

厶数プレ

嵐縦 比

ラスタひナみ

CRT 蛍光面にお加て NO{-L 以上であること

調

像

内

管而照度 50OLX のとき,黒レ《ミルを含めて8段

階の灰色レベルを叢別することができること

一点鎖1泉(dot dash)

座
右効画而内の 150本の同心円が明瞭に分踏して議

別可焼であるとと

丸形附磁偽向雛磁染束

^

え;

^

鎖線(dash)

6

1ρ51 本

1,023 本

60HZ

31.5 kHZ

30 枚ノノ秒 2:1 バンタレースカiて

1:1

表示画面也径(260mm)の】%以下

57(531)

^

映像恰号

ビデオ揃幅器帯域幅

査線における有効表示時問(24.75μS)となる。との時1切に 1,024画

素を描くととになるから,1画索に割り当てられる時問は 24.75μS

,/1,024=24.17 nS となる。

しかし,表示画面巴しては,黒由を交互に表示する場合が時問的

にいちぱん厳Lいので,1,024画素のうち半分の512画素を描く C

とを杉えればよい。つまり,娼.3nS で1画素を表示出来ればよい

ので,20.7MH.の映像刷波数帯域が最低所要帯域幅になる。表示

裴置は余補をみて 30MH.の映像周波数帯域とした。また, CRT

は蛍光体を B31とし,視認性を考慮した緑色とした。 CRT のサイ

ズは,管捌塔で使用するので視界の防げにならず,しか、見やすい

大きさの口径 12インチと決まった。また形状もレーダの表示装置と

いうととで,従来イメージを吉えて丸形とした。

4.むすび

以上,今匝什用発したディジタルレーダづライトディスづレイ装赴について1貰要

を紹介したが,この装置は運輸省航空局殿の御指遵のもとに朋発し,

新潟空港及び大分空港に納入した、のである。今後,従来のアナロづ

方式のづライトディスづレイに代って各空港忙導入される予定である。

竝後にこのディジタルレーダづライトディスづレイ装1置の排拶各にあたり,}坐

輸省航空局殿をはじめ関係各位から御指導,御恊力をいただいたと

とに謝意を表する次第である。
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るのに要するH捌剖は 33.33mS である。これに対して,1画面の走

査線数は,1,051本 q手効走査線数1,023本)とすると 1走査線当り
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複合計算機による核融合実験モニタリングシステム

1,まえがき

この核削洽突験モニダルグシステムは,日本原子力研究所(以下,原研と

称す)納め高性能トカマク開発試験装置σFT-2M JAERIFUSI0

N TORUS-2M)から発生する計i則データの収集・解析・格納を行

う、ので, JFT-2M モニタ信'号処理システム巴込う。このシステムは

CAMACデータ収染部,データー次処理部,データ処理部と明確に階

層化された楴造を持つ複合計算機システムである。

とのシステムの構築によって,従来計測装置ごとに個別忙行われて

込た JFT-2M のデータ収集・解析が一元化され,効率の良い管理・

運用が可能となった。本稿では,当社が保有するシステム技術を核融

合研究分野ヘ適用した実仞ルして,核融合実験モニタリングシステ△を紹

介する。

大藪 勲、・安達和夫"・松尾和馬、、・福地陽

2.システムの概要

JFT-2M は,約2.5分に 1回の割合でづラズマ発生のための放電運

転を行う能力を持ったトカマク型核融合実験裴遣である。との裴置

は 1Π忙約100回のパ1レス状の放確運転(シ,,汁と呼ばれる)を行っ

ており,1回のシ,り卜で電磁気的モニタ信号たどの計測データが約

1.2MB得られる。モニタ信号処理システ△は,とれら計測データの収

集寸弊析一名納を行うととを目的としている。とのため,とのシス

テ△は高速データ収集・解析,大容量データ記憶,並列演算処理,及

び研究者自身が使用するととから使い勝手の良い利用者インタフェース

など,種太の機能を具備している。

2.1 JFT・2 M の概要

図 1.に浩j性能トカマク俳"断弐験裴1溌 JFT-2M山のづラズマを発!上さ

せる真空容器本体及びその周辺裴躍の外観写真を示す。真空容器は

ブラズマ制御盤
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ドーナツ型の小空構造でなり,周辺には多数のづラズマ醗刈・制御機器

が取り刊サられている。 JFf-2M 本体巴)は 1983年4ナ]に三斐グル

ーづ(三斐電機(株),三茎重工業(株),三凌原子力工業(株)の3社)

が原研に納入したもので,その後,原研により計測器などが据え付

けられ同年4月末から実験を開始した。 1984年12月からは初期計

画どおり種太の埴力工事が実施され,19節年6月から実験を再開

して現在に至っている。

本体周辺は,大電流を扱う機器が架中しており強篭徹的衆境下に

ある。モニタ信号処理システムは,増力工出と並行して製作され,と

れら確磁誘遵雑音の影欝を考点した設計がなされてぃる。

2.2 モニタ信号処理システムの構成

モニタ信号処理システ△仕, JN'-2M づラズマ制鶴リ麹噛の小で以下のよ

うな明椛な階層備造の上忙成り立ってぃる。

層1:データ発生源眉

層2.データ収染層

層3.モニタイ言号変換層

層4:モニタ信号処理層

図2・にとの階層描造の概念図を尓す。これらの階層織造をもって

モニタ信号処理システ△を構築した主眼は以下のとおりである。

(1)層の機能を明確にL,尖験を安定忙行うとともに今後のシステ

ム拡張性を老1愈する。

(2)障害発生時でもその障筈を層内で閉じさせ,他層ヘの波及を

防ぎ,障智解析及び縮退述転などを容易にする。

(3)システム机法御埒に、層内での単体チェ,"を可能とし,伝噸性の

i高込ソフトゥエア製作を行う。

図 3・にモニタ信号処理システムのハードゥエアづロック構成図を尓す。

ノ

モニタ信号処理システ△は,前述の層2~4の上にそれぞれCAMAC

データ収集部,一次処理部,データ処理部の各ハードゥエアが対応した構

成となっている。

CAMAC (computer Automated Me且Sutement 且nd contTOD は,

国際規格化された計算機制御による計測制御インタフェースの略称で

あり,このシステムのデータ収集部は CAMAC シリアルハイゥエイシステ△

と呼ぱれる複数の計測用CAMACクレートを使用した構成である。

一次処理部は丑ニコンeユータ《MELCOM 70ノノ30C》を適用し,との

CAMAC データ収染部とは DMA (D辻ed Nlemory Aocess)接続さ

れている。との詳細については 4 章に記述する。

データ収染部は,スーパミニコンeユータ《MELCOM 70,/25の及びパ

ーソカレコンピュータ《MULT116 Ⅱ》を含む各種端末装置で朧成され,

一次処理部とは GP-1B(G.n0捻I PWPOS.1nteHOC. BU幻で接続さ

れている。モニタ信号処理奘置は,収集データの解析・格納・出力な

ど,研究者が直接操作する諸機能をもつとともにモニタ信号処理シ

ステ△全体の一元管理・制御を行っている。

MELCOM 70/250

3.システムの動作

研窕者は核融合実験を行うK当り,モニタ信号処理システ△の利用形

態(以下,動作モードという)を決定L,収集・解析の諸条件をシ

ステム侭Ⅱて指示する。モニタ信号処皿システムは,指示された内容に従

い有機がNCI'合された計算機しステムを動作させ, JFT-2M で発生

する各種計測データの収集・解析斗讃杓を行う。

3.1 動作モード

モニタ信号処理カステ△には,以下に示す剰H乍モードと呼ばれる己ステ

△利用形態がある。
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(1)同助収集モード.ショ."発生に同期して行う動作モードである0

(2)テス1、収集モード,同期収集モードと基本的に同じであるが,シ

ヨ"発生は手操作による疑似信号で行う動作モードである。実験開

始時{てとのモードを指定し,システ△の動作確認が行える。

(3)非同期収集モード. CAMAC 計測クレートの中には,ショ,介と

同期せずデータを剖測している込のがあるが,とのための動咋モード

である。利用者はショ,,トとは非同期にとのモードを指定し,長期的

なデータを収架することができる。

(4)再収集モード.モニタ信号変換奘置へパックァ,づされている手一

再収集

モート

停止

夕をモニタ信号処理装置ヘ再収集するための動作モードである。

(5)非収集モード,モニタ信号処理システ△のデータ収集待機モードで

あり,動作モード切換はこのモードを経由して行われる。

図 4,に動作モードのシステム遷移図を示す。モニタ信号処理システム

の動作モード及び現在の運転状況は,一定問隔で特定端末(この端

末を制御端末という) K白動表示されている。動作モード切換操作は,

制御端末忙おいてシステ△管理者が発するコマンドで行われる。

3.2 機能

モニタ信号処理システ△が持っ機能は,大きく分けて操作・設定.収

集.転送・処理の五っがある。操作機能仕,システム管理者向けに用

意されてぃる動作モードの管理・制御を行うためのものと,不特定

多数の研究者向けに用意されている収集・解析条件の操作用がある。

操作された内容はシ.ツト発生直前に,各計算機システムに設定され

る。シ.."が発生すると,データ収集部は設定された収集条件に従φ

収集を開始し,収集データを上位層ヘ転送する。手一夕処理部は収集

データを受け取ると,研究者によって設定されている解析条件に従い,

収集データを解析し,その結果をグラフィック手イスづレイ装置ヘ出力する

とともにディスク装置へシ.ツト番号名で格納する0

図 5.にし,ト間でのデータの流れと処理の概念を示す。高速デー

夕処理を実現するために,収集層の CAMACシリアルドライバクレート及

び変換層の《MELCOM 70/30C》ではダづ1レパッファ方式を採用し,

処理層においては主記憶ベースで解析と格納を並行に処理してφる。

また変換層では,処理層あるいはインタフェース部分である GP-1B に

障害が生じたときに備えて,自動バックァ,づ機能を持っている。万

同期
収集
モート

非収集

モート

手動

バックァソブ

自動

非同期
収集
モート

図 4.動作モード遷移図
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一実験中,上位層で障害が発生して、縮退運転によって実験を継続

させ,貴重な収集データの保全性を吉慮してぃる。

4. CAMACデータ収集部及びデーター次処理部

CAMACデータ収集部及びデーター次処理部は, JFT-2M本体及び

その周辺設備で発生する電磁気的モニタ信号などの各種データを受信

し,手イジタル量に変換したうぇで一次的な処理を行うとと込にデータ

処理部ヘ転送する。また,逆に手一夕処哩部端末奘置で設定された

亘弼乍モード,収集条件などに従って羽拐」形態を変化させるとと、に,

データ処理部の異常を検知し独立のシステムとしてバヅクァ,づ動作運転

を行う機能をお了っている。

4.1 CAMAC データ収集部

CAMAC 副'i則クレー1、 10 台とシリアル朽イハ'クレート 1台及びクレート冏

を接続する光ファイハケーづルから構成される CAMAC シリアjレハイゥエイ

システ△である。との CAMAC シリアルハイゥエイシステムは,広義の L

AN(L伽址 A托a Netw0武)と位置付けできるもので,光ファイバに

よるルーづ状の伝送路によって11台のクレートが接統されてぃる。

表 1,に CAMAC シリアルハイゥエイシステムの主仕様を示す。また図 6

に CAMACクレートの外観を示す。 CAMACデータ収集部は表 2.に

示す12系統の信号系から成り立っており,それぞれの信・号系統は

同表に尓した CAMAC モリュールの組合せによって訓・i則を突施する。

とれらの CAMACクレー1、及びモジュールは,既に原研にて犯0刈に使

則していたもの巴今回のシステム拡允によって新設したものを,シリ

アルクレートコントローラ及び U ボートアダづ夕と呼ばれる CAMAC モづユール

を介してシリアルハイゥエイで結合したもので,今後も拡充が容易にで

きるよう計画されている。

一方,シリアルハイゥエイの制御を行い,データ収染部との接統を行う

シリアルドライバクレートには,当社で独幽に開発したマイクロづロセッサ内蔵

の1司速クレートコントローラとデータメモリモジュールを適用し,データー次処

理部を構成するミニコンビュータ《MELCOM 70/30C》とは DMA 按

統によって数百Kバイト毎砂の転送を可能としてぃる。とれらのモ

信号名称

表 2.信号系統名称及びCAMACモリュール組合せ

分

ICH

断面形状モニタ

゛を

断面形状モニタ

ーー、

NBI

CAMAC

夕

本体モ

LC82】2/8

モ

1

本体モニク

LC 82】2/、'】 6

Ⅱ

LC8212A

夕

モジューノ1,

夕

工C8212A

+

1'

SX

上C朋00

LC8212A

Ⅲキ

+

CX

Newtton

,留

LC8800

LC8212A

+

組合せ

本体モニタ

LC飴00

辿

N0

+

LC82】2A

+

注(D 信号名称に*印を付したモジュール捻同ークレート内に実讐される。

(2) LC:レクロイ社, KS:ギネテH ツク社

ジュールを開発したととにより,当社の CAMACモジュールはシリーズ

化が強化され,種々のアづ"ーシ.ン形態に応じたシステム構築が容易

となった。

4.2 データー次処理部

データー次処理部は,ミニコンビュータ《MELCOM 70/30C》で楢成さ

れており, CAMACデータ収集部とは DMAで,データ処理部とは

GP-1B で接続している。この計算機は今回のシステム構築に先だっ

て,当社が原研に納入したづラズマ断面形状計測用データ処理系の計

算機であったものを,ハードゥエア埴設,ソフトゥエア再編成を施して,

より広範囲な計測データを扱うとのシステ△の前処理用計算機として

位置刊'けた。とのデーター次処理部の存在によって上位のデータ処理

部用計算機は, CAMACデータ収集部の直接的な制御業務から開放

されデータ処理奘置としての機能を高めている。またデータ処理部あ

るいは GP-1B に障害が発生し,正常動作が不可能となった場合に

、突験データを失うととのないようパックァッづ動作をとる機能をもた

せている。

4.3 バックァップ動作

このシステムの運用中,データ処理部に何らかの障害が発生した場合,

データー次処理部は,その障筈をGP-1B上の通信手順を介して検知

し,バックァッづ羽H乍と呼ばれるリι常処哩動作に移行する。バックァッづ

動作中は, CAMACデータ収集部の収架条件を固定とし,収集データ

はデーター次処理部の固定ティスク内に格納される。とのバ.,クァッづデ

ータは,データ処理系の障害が復旧した際に再収集モード(5 章て尋f

述)によってデータ処理部の固定ディスク内に再格納できる。

5.データ処理部

データ処理部はモニタ信号処理Dステムの最上位に位置し,実験データ

の解析・杭納及び利用者インタフェースをとり,システム全体の一元管理

・制御を行う。との章では,モニタ信・号処理システ△を実現するため

にⅢ1発したソフトゥエアを中心に解説する。

5.1 階層化ソフトウェア

データ処理部のソフトゥエアは信頼性・掛綴性・課守性を杉慮し,図 7.

に示す階層化構造の上に構築されている。外側の層啄どソフトゥエア

の応用度は大きくなる。今匝Ⅱ刑発したモニタ信号処理ソフトゥエアは,

図 7.の余苓泉部で示してある基本ソフトゥエアと制御ソフトゥエアである。

打点部は,基本・制御ソフトゥエアで用意されている機能を使い,今

LC850]

工C託00

+

LC8590

撰

+

LC850】

LC卵00

項

+

表 1. CAMAC シリアルハイゥエイの主仕様

LC4433

+

動

伝送蹄形態

通信形態

伝送述艇

クレ 卜数

クレート冊佳巨催

二 路工七

窕北ノ受光染子

変闘方式

規 描

LC8501

LC羽00

+

LC8590

Ⅱ*

+

目

LC8501

ι

工C舶00

+

LC8210

十

LC8501

LC舶0】

ノレーフ'1j{

+

LG8252

+

LC8501

LC8201

+

+

',驫

KS3655

LC8201

+

+

1: N

5Mbps

仕

KS3655 + PHA

LC羽00

+

ム 5ち,1側クレー1、10イi
シリアルドプ'ノぐクレート 1台

LC8501

+

+

KS3655

最大 2Rm

光フプイバ(G1 50/125)
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図 6, CAMACクレートの外観

考鑾姦一

亀゛

毛璽き裁'瑩き尾'ーリ

'ー^

^

イ尋

61 (535)

'' 塗ナ

二

二

二

孝

"
J
C
J
 
1
.
゛
ゞ
'
J
リ
一
畦
澄
.
ゞ
ニ
゛

奨
揮
、

マ

'
、
{

"

ン
終
遷
勺
ゞ
゛
 
4
冨
り
霽

1
 
2
 
3

圭
1,会ノ滋

5
 
6
 
7
 
8
 
9

f



モニタ信号処理解析ジョブ群(利用者作成)

1ノヨ

乞ノヨ'ソ

モニタ信号処理同期処理ソフトウェア

ン ト同J炯解キ斤ジョブ群

ト,女同期解キ斤ジョフ'群

システム制御機能
条件設定テープル送信機能
収集データ受信機能
収集データ解才斤・出力機肯髭
収集データ格納機官E

モニタ信号処理非同期処理ソフトウェア

各種条件設定テーブル操作機能定義機能
Ξ窒定機能
更新機能

後研究者が作成してゆく応用ソフトゥエアである。とのソフトゥエアの階

層化によって,研究者はよりきめの細かい,あるいは新しい解析手

法による解析づログラムを容易に作成するととが可能となった。また

モニタ信号処理システ△は,研究者が作成したづ0グラ△を制御ソフトゥ

エアの解析機能の一部として登録する機能を持っているため,研究

者自身でシステムの拡張が行えるようになって込る。

5.2 基本ソフトウェア

基本ソフトゥエアは,上位ソフトゥエアの製作を容易かっ信頼性を局める

目的で開発したもので,制御・応用ソフトゥエアで必要とされる基本

機能をサーピスするライづラリ群である。

(1)システムマクロ FORTRAN ライづラリ

制御及び応用ソフトゥエアは,保守性・信頼性を考愈し局級言語であ

る拡張FORTRAN (ANS177準処)ですべて製作することを基本

的な老え方とした。このため従来アセンづル言語でサボートされていた

特殊システ△マクロを, FORTRAN コーラづル化する必要があり,この

ライづラリを製作した。とのライづラリの特長は単にシステムマクロを FO

RTRAN コーラづル化するだけでなく,パラメータの多いマクロ命令に対

しては,従来の引数の並びに意味がある定位置パラメータ方式から,

キーワードと値を組とするキーワードパラメータ方式とした。これによって

必要なパラメータのみを指定でき,利用者の使い勝手を良くしている。

(2)ファイル'世代管理アクセス法

従来《MELCOM 70/25ののオペレーティングシステ△(VOS)にはなか

つたファイル世イV斉理を可能とするアクセス法を新規開発した0 との

アクセス法も foRTRAN で使用可能なよう忙,(1)項と同様に汎用

的忙 FORTRAN コーラづル化されて゛る。

(3)グラフスづーリンづ機能

通常,グラフ出力は利用者づログラ△の実行と同期して行われるが,こ

の方式だとづログラム実行中づラフ出力裴置を確保したままとなり資

源の有効利用が図られない。そとで今回グラフ出力をスづーリング化し,

づログラムの実行とは非同期にグラフ出力が行えるづラフスづ]ルグシステ△

を開発した。この機能によって利用者は同一装置へグラフ出力する

システム・マクロ,FORTRANライブラリ

ファイル世代管理アクセス法

グラフスプーリング機能

言語群

FORTRANG広張FOR丁RAN) GP一旧ライブラリ(GPIBLIB)
アセンブラ(METASYM)図形処理ライフラリ(MGSID

数値計算ライプラリ(NSP,NSP-A)

エディタ群行列計算ライブラリ(MATL)
追加サブルーチンfU丁FORT)

ラインエディタ(EOIT)
簡易スクリーンエディタ(CAT)
フルスクリーンエディタ(PIE)

図 7,データ処理部のソフトゥエア階層構造

づログラ△を並行に実行することが

でき,出力結果を待行列化してお

くことが可能となった。

5.3 制御ソフトウェア

制御ソフトゥエアはモニタ信号処理シ

ステムの中核をなす、ので,罰υⅡ者

インタフェースをつかさどる非同1切処

理ソフトゥエアとショ,ト対応処理を

行う同期処理ソフトゥエアから枇成

される。

5.3.1 非同期処理ソフトウェ

ライフラリ群

テーフル0

(2)同期収集条件設定テーづル.モニタ信号名(言十測単位)ごとに収

集条件(e.g.サンナルグ周期)を設定するためのテーづル。

(3)非同1切収集条件設定テーづjレ.ショ,汁とは非同期にデータ収集

する CAMAC計測クレートに対し,収集条件を設定するためのテー

モニタイ言号処理システムは,研究者

と会話するため,以下の条件設定

テーづルと呼ばれるインタフェースを用

意している。

(1)全体条件設定テーづル:動作

モードの制御,収集データの格納/

非格納などのモニタ信号処理システ

ム制鶴1パうメータを設定するための

フル0

( 4 ) 解析条件設定テーづル.解析ジ.づの解析条件を設定するため

非同期処理ソフトゥエアは,とれら4種類の条件設定テーづルを定範

(1 DEFINE という).設定(1 SETUP という)・更新(t coRCT

と込う)する機能を持ったモニタ信・号処理システ△のユーテー庁イであ

る。研究者は ISETUP を使って,次回ショ介に対応する各種条

件設定テーづルを操作する。 1CORCT は,ショ汁番号名で格納済

みの条件設定テーづルのコメントゲインなどを更新するのに使用される。

I DEFINE は,データ収集部の CAMAC構成変更に対し,パラメータ

の新規登録・再定義で対応できるようになっていて,システムのワレ

キシビリティを高めている。またこれらユーティリティは,各種条件設定

テーづルをフルスクリーンモードカ式で為司集可能とし操作性を高め,更新j役

歴をファイル世代管理機能で管理し実験計画を立てやすくしてい

る。

5.3.2 同期処理ソフトウェア

同1切処理ソフトゥエアは,ショット発生時のデータ処理巴して表 3・に示

す機能を持った五つのづ口づラ△を用意している。とれらのづ0グラム

群は図 8に示すように,研究者が#SETUPで操作する内容に従い

データー次処理部とインタフェースを取り,ー・連のデータ処理(解析.絡

納.出力)を行う。モニタ信号処理システムの制御テーづル及び収架デ

ータは,すべてシステ△コモン領域と呼ぱれる主ミ引意固定領域においた。

これによって同期処理ソフトゥエアを朧成する各づログラムは,主す計意

での恬報交換及び収集データの逐次処理(転送開始直後,解析・格

納.出力を並行処理する)が可能となり,高速データ処理が実現て

きた。またづラフィックディスづレイ装置を効率良く利用するため,グラフ

スづーリンづ機能を使い複数のグラフ出力要求に対応している。今後研

62 (536) 三菱電機技報. V01.59. NO,フ・1985

フトゥ1

のテーづ

ア

1
 
」
.
0

tJ

処
弛

暑
係
憶
忌

夕
夕
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

北
美

可
,
}
ロ

ユ
、

悼轟'

度庄力
大



く各種条件設定
テーフ'ル>

,__^十^1
・・・・・,1 _

収集条件一^'1収集条件 1 <一般端末>

"ご一途麹 1轟司

四一呼弓ー...

<二 SE丁UP UTILITY>

<主記憧装置>

<OS第1ルート領域(固定領域)>

「<モニタ信号処理制御テープル>「

READ W

WRITE W
条件設定
テーフりレ

"

<寸 INIT SUBTASK>

1 ;

動作モードテーブル

処理状態テーブル

サプタスク状態テーブル

SE丁

^^^^^^^^^^

テ'ータ^りて

処理部ヘ

TE

1丁E

く二CNTD

<=CNTL>

<七ACQR SUBTASK>
SET

WRITE

READ

↑収集データ

くGRAPH
SPOOUNG
PROGRAM>

複合計算機による核融合実験モニタリングシステ△・大曠・安逹・松尾・福地・香本

REFER

SET

REFER

<二INIT>

<二ACQR>

<# DISP>

<ごSTORE>

LくΞILI!二LJ

名

SU8丁ASK群

<システムコモン領域(固定領域)>

1くモニタ信号処理条件設定テーブル)1

称

^'^タ^Ξ欠
処理部から

表 3'同期処理ソフトゥエアの機能

# CNTL

ATTACH^二INIT

ATTACH-=ACQR
ATTACH^七DISP

ATTACH^井STORE

ATTACH-、利用者作成

条件設定テープル要約情報一.」ー

1<モニタ信号処理収集データ>11
1 モニタ信号名1収集データ1 '

1 モニタ信号名2 収集データ2 11
モニタ信号名n収集データΠ 1
^^^^^^^^^^.^

プログラム

# 1NIT

<G/D # 2>

制御プログラム

くモニタ信号処理
サブタスクテーブル>

<= DISP SUBTASK>

# ACQR

READ

WR仟E

収染条件設定

プログラム

解析ジョブ

全休条件設定テープルで恐定された内容に従い,

単一機能を持ったプログラム(=1NIT,#ACQ

R,#DISP,#STORE)の起動/監視/停止を

行う。

くGRARH SPOOUNG

PROGRAM>

二INIT

二ACQR
二DISP

#DISP

図 8.同期処理ソフトゥエアの処理の流れ

機

取染プログラム

READ
WRITE

ψ3フスフーリングファイル>

# STORE

利用名が股定した収梨条件設定テーブルを GP-1

B綴由でデーター次処理部ヘ送信ナる。

解析・去示

プログラム

<ご

データー秋処理部から GP-1B綬由で転送される

収染データを受侶し,主記憶ヘ屡開ナる。

能

ファイル

究者が作成する応用ソフトゥエアの解析ジ.づは,モニタ信号処理サづ夕

スクテーづ1レにジョづ名を登録することによって,同甥処理ソフトゥエア

と同じ位置付けにするととができる。これによって,研究者自身が

解析処郡を拡張することを可能としている。

絡納プログラム

READ VVRITE

利用名が設定した解析条件設定テープルに従い,

主記憶に屡聞されている収染データを解析し,グ

ラフ'ツクデースプレイ装置ヘ出カナる。

<G/D 二 1>

63 (537)

全体条件設定テーブルで設定された内容に従い,

主記憶に屡開されている収染データをシ,ツト薪

号対応で磁気デ'スク装羅ヘ桃納する。

6.むすび

当村:のスーパミニコンビュータを核融合分野に適用した例として, JFT-2

Mモニタ信号処理システムの概要を紹介した。今後,この種のシステム

では,データ収集の高速化,解析・処郡の高度化,記憶奘置の大容量

化などの必要性がますます高まっていくものと予想、される。これら

の課題に対応した開発を行い,利用者の二ーズに合致した計算機シ

ステムの構築を更に進めて行く予定である。

最後に,本布k紹介したシステムの製作にあたっては,日本原子力

研究所の関係各位に多大の御択増,御助言をいただいたととを記し

て,深く感謝申しあげる次第である。
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分散処理志向教育用支援システム

大学を中心として昭和如年代後半から設置され始めた教育用電子

計算機システ△は,10年以上の歴史と実績を積み重ね,システ△規模

の拡大は言らに及ぱず,教育の方法,システムの利用形態でも大きな

変革を遂げてきた。

図 1.のように,当初はパヅチ処理を中心とした教育システ△が低

1. まえがき

長谷部正子、・佐藤安一郎、・松本裕司"・梶川

とんどであった。との時代に開発されたのが,カフェテリアシステムに代

衷されるセンター迅営方式の省力化システムであり,各種機器の操作

性の大1順た改良が行われた。その後,1C の登場により,メモリ,,諾

末などの価格が急激に安価になってきたとと、あり,昭和53年頃

から TSS を志向した教育システ△が急速に普及し始めた。 TSS の普

及は,授業形態に似た集団教育を可能とし,多端末を制御する授業

援助システム、新たに開発され,効率的な教育が可能となってきた。
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更に最近は, LS1技術の進歩により,低価格のパソコンを端末として

接続できる環境が整ってきた。また,教育の内容も従来の言語主体

から図形処理,日本語処理など多様化しつつある。このような変化

と要求に対応し,更に教育システムの発展を図る手段のーつとして分

散処理を志向する動きが,昭和57年頃から出始めてきた。

今回,東京大学教育用計算機センターにおいて,従来の大形汎用機,

スーパミニコン,パソコンを階層的にネ四トワークしたシステムを構築し,「機

能・負荷は分散,管理・運営は集巾」を基本理念とした分散処理教

育システ△を開発したので域告ナる。

2.分散処理教育システムの概念

分散処理忙よる教育システムを朧築する忙あたって,「機能・負荷は

分散」と「管理・運営は集巾」という基本理念を次のように展開し

た。

(1)機能・負荷の分散

教育規模の拡大に柔軟に対応するために,分散させた拠点のそれぞ

れにおいて,従来の教育用システムでの授業援助カステムのような教

育支援を行ら。更に,パソコンを有効に活用することにより,システム

の末端においても教育支援を行う。ただし,図形処理・日本語処理

などの教育に要する資源を効率的に利用し,ジ.づの負荷を適正に分

散するために,システム全体は右機的に結合する。

(2)管理・運営の架中化

教育支援のための機能・負荷は分散させても,システム全体の管理は

一元化し,分散させた拠点の運営'は全体の整合性を保ちながら行う。

つまり,利用者の登録や課金染剤などは中央で一括して行うように

し,予算管理などはシステム内の各拠'点の問で常K矛盾が生じないよ

らにする。

3.分散処理教育システムの構成

教育支援を行うための分散処理システ△は,大形汎用機,スーパミニコン,

パソコンなどく寸飾成され,機能的な階層惜造になってWる。そこで,

とれを「マルチシェアレイヤドシステム」と名付けた。また,このシステムで

はシステ△の右機的t浩合のために IRSSσnteⅡige址 Remote sta60n

Support)ネットワークシステムを利用している。以下に,マルチシェアレイヤ

ドシステムの構成と概要,1RSS ネ,トワークシステムの機能につφて述ベ

る。

3.1 マルチシェアレイヤドシステム

マルチシェアレイヤドシステ△は,図 2.に示すよ 5 に,機育Ξ而からみて,

センターレイヤ,ディストリビューテ.ワドレイヤ,ターミナルレイヤ,そしてアヅパレイヤ

の四つの層を持つ階層的ネットワークシステムである。各レイヤの構成と

位羅刊サKついて以下に簡単に述ベる。

(1)センターレイヤ

センターレイヤは,《MELCOM-COSM0900 Ⅱ>のような大形汎用機

からなり,従来の教育システムにおけるような教育支援を行ら拠点で

あるとしもに,システ△全休の管理・運営の巾Dとして位置刊サられ

る。センターレイヤて、は,大J杉ジ,づの処理,大容量ファイルの保持,図

形処理・[1本語処理などの特殊処理も行われる。

( 2 )ディストリビューテ,ドレイ卞

ディストリビューテ,ト'レイヤは,《MELCOM 70/150》のようなスーパミニ

コンなどからなり,センターレイヤと IRSS ネットワークシステムで結合され

ている。ディストリピューテヅドレイヤのスーパミニコンなどは,学科.誠座.

教室などに分散して設置され,センターレイヤの管理のも主で,個六に

従来の教育システムのような教育支援を行う拠点として位確付けら

れる。

(3)ターミナ}レレイヤ

ターミナルレイヤは,《MULT116》のようなパソコンからなり,ディストリ

他計算機
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Eユー〒ワドレイヤに接続されている。パソコンはホスト(との

場合,手イストリeユーテ外'レイヤのスーパミニコンなど)の TSS

端末として位置付けられるとと、に,スタンドアロン処理も

行えるため,教育支援のための最小単位としても位置付

けられる。

(4)ア"パレイヤ

アッパレイヤは,外部の超大形汎用機からなり,センターレイヤ

と N1ネヅトワークシステムや HASP で結合される。アッパレイ

ヤでは,センターレイヤでも負荷の大きい巨大ジョづの処理

などが行われる。

3.2 1RSS ネットワークシステム

IRSS ネ"ワークbステムは,大形汎用機からミニコンまでを

対向形に接続するととができる《MELCOM》内広域

ネヅトワークシステ△であり, 1本の回線で同時に多数の TS

S, RJE,ファイル転送を行うことができる。マ}レチbエアレイ

卞ドシステムて、は,センターレイヤの大形汎用機とディストリεユー

テ,ワドレイヤのスーパミニコンなどを IRSS ネットワークシステ△で

結合し,次の機能を実現している。

.センターレイヤ,ディストリピューテ"ドレイヤ冏の双方向のファ

イル転送

・パススルーによる相手側レイヤの TSS利用

・相手側レイヤへの RJE

MELCOM-COSM0900Π

UTS/VS (オペレーティソグシ

ステム)

表 1.分散処理教育システ△のソフトゥエア構成

IRSS

IRSS-RJE (りモート,ぐツチ)

PTHRU (パススルー TSS)

4.分散処理教育システムのソフトウェア構成

分散処理教育システムにおける分散処理を実現するため

のソフトゥエアを表 1.に,これらのソフトゥエアによる分散

処理教育システムの概念図を図 3.に示す。表 1.で*印

の込のが,新たに開発したソフトゥエアである。従来から

}(フ丁イル転送)
ISCL

RATLER

PCLM(MULT116 フ丁イル転

送)

CAT(スクリーγエデータ)

ネソトワーク子井管理システム*

ME工COM 70/150

VOS (オペレーテ'ソグシステ

厶)

IRSS

分散処理用のソフトゥエアとしては,1RSSネットワークシステ△

(PTHRU,1RSS-RJE),ファイル転送ユーティリティσSCL,

RATLER, PCLM)などが提供されていたが,教育用シ

ステ△として分散処理の効果を一層高めるために,これら

のソフトゥエアを開発した。以下に開発理由を簡単に述ベ

る。

(1)ネヅトワーク予算管理システム

従来から1ホスト計算機上ではづ.づごとK課金情報を累

積し,予算管理を行えるようになっているが,複数の分

散したホスト計算機を同一の利用者が使用した場合,各

々のホスト計算機を使用しなければ予算使用額の合計を

把握できない。予算はシステム全体に対して設定される、のであり,

どのホスト計算機においてもシステム全体における予算使用状況が把

握できる、のである。そとで,ナベてのホスト計算機で予算管理情

報を相互に反映して,どのホスト計算機においてもシステ△全体の予

算使用状況が把握できるようKするためにネットワーク予算管理システ

ムを開発した。

(2)ローカル課金づ口づラ△

《MULT116》をオンラインモード(TSS)で利用した場合には,ホスト計

算機の使用に対して課金が行われるが,スタンドア0ンで使用した場合

は何ら課金などの管理は行われない。そこで,《MULT116》のス

タンドアロンモードでの使用に対して、課金が行えるようにするために,

ローカル課金づログラ△を開発した。な治,このづログラムでは課金を行

うことで利用岩のチェック、行われることになり,あらかじめ登録さ

IRSS-RJE (りモートバゞチ)

PTHRU (パススルー 1SS)

t. 生印は新たに開発したソフトウェア

}0"加弱
ISCL

RATLER

PCLM(MULT116 フブ'ル帳

送)

CAT (スウリーソエデ'宇)

ネットワーク子井管理システムー

CP/M-86(オペレーティソグシ

ステム)

MULT116

便玉亟ヲ・趣^

TSS端末エミニレータ(CAT

用)

利湧者丑墾情穀

陣龍鰯{1 .

TSS 端末エミュレータ(1D

ローカル課金プログラム屯

ログ機佐付き

TSS 端末エミニレータσD史

棉者登量情穀「

予算管理情報{ 1
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⑤ファイル転送(1SCL/RATLER)

⑥ファイル転送(PCLM)

⑦パススルーTSS (PTHRU)

⑧TSS (スクリーンエディタ)

⑨TSS入出カメッセージロク

MELCOM 70ノ巧0

66(54の

教青

イ

都里運営の集中化

MULTI

. TSS

れた利用者以外は使用できなくするような運用管理も可能となる。

(3) TSS 入H_1カメ,ワセージログシステム

《MULT116》をオンラインモードで使用した場合,その全会話内容(入

出カメ,りセーづ)をフレキシづ}レゞイスク上に 0グし,スタンドアロンモードで C

RT上に再表示するために, TSS入出カメッセージログシステ△(ログ機

能付き TSS端末エヨユレータ(Ⅱ)及びログ表示づ0グラ△)を開発した。

とれにより,教師による学生の学習課程の把握や,利用者白身によ

る使用履歴の参照が可能となり,教育支援のための有効な一手段と

たる。
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図 3.分散処理教育システムの概念図
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に、分散処理教育システムの特長となっている機能の

詳細について以下に述ベる。

5.1 ネットワーク予算管理

システム内のホスト計算機間で予算管理情報を相互に

反映するととで,システ△全体で常に矛盾のない予算

管理を行っている。この機能により,利用者がどの

ホスト計算機を利用しても,予算情報の表示時にはシ

ステ△全休における予算使用額の合計が表示される。

ネ四トワーク予算管理の実現方法を以下に浦単に述ベ

る。

個々のホスト計算機で行われる子算管皿情報の更

新(利用者による使用のたび忙行われる)の際に,

予算管理情搾の相互反映のために作成しておいたフ

アイルの内容も更新する。このファイjレをシステム内の

すべてのホスト計算機の問で,互いに定期的に転送

し介うととで予卸管理惰祁の相五反映を実現してい

る。ファイルの転送には,1RSSネットワークシステムでの

ファイル転送を行うISCL/RATLER を利用してい

る。 1SCL/RATLER には自動ファイルi候送機能が

あり,それを利用して定期的(例えぽ30分ごどな

転送を行っている。

5.2 パソコンの課金管理

《MULT116>のスタンドア0ンモードでの使用に対して

も課金を行うとと、に,利用者のチェリク・制限を行

つている。以下忙実現方法につ仏て簡_激に述ベる。

ぐMULT116》の利用可能者ファイルを,ホスト計算

機の利用岩登録ファイルに基づいてフレキシづjげイスク

上に作成し,《MULT116ンの使用開始時1ては必ず

ローカル課金づ0づラムが起動されるよらに設定してお

く(CP/M の GENSYS を用いる)。 0一力1レ課金づ

0づラムでは,利用可能老ファイルに登録されている課

金番号(原貝1ルしてホスト剤'算機の課金番号・と同一)

が入力されると,課金番号と使用開始時刻をフレキシ

づ1げ'イスクの課金ファイルに記録する。この後,利用

ホスト計算機

.

MULT1 16

利用者登録

ファイル

(参照)

(反映)

図 4.0ーカル課企づログラ△によるパソコンの課釡管理

ログファイル(10OKバイト)

セクタ0

ローカル課金フログラム

(畢岡老チェック)

1 オンラインモード 1
1 (TSS端末エミ.レータ) 1
1 、} 1

1 スタンドア0ン 1
1 モード 1
L_____.

岩はオンラインモード(TSS)での使用やスタンドアロンモードでの使用が可能

となり,使Π孫冬了時には,慾了時却ル使用時問が課金ファイルに記録

される。ローカル課金づ口づラムに対して正しい課金番号'が入力されな

い限り,《MULT116>は一切使用できなくなっている。ローカル課

釡づログラ△による課金管理の概要を図 4.に示す。

5.3 TSS 入出カメッセージログ

《MULT116》をオンラインモードで使用しているときのすべての会話

内容(入出カメ,,セージ)が,フレキシづ1げ'イスク上にログされるように

なっている。ログされる内容は,千ーボードから入力する文字及びホス

ト計算機から CRT上に川力される文字すべてである。 0グされた

内容は,スタンドアロンモードにおいて容易に CRT上に再表示できるよ

うになっている。ログ採取は 0グ機介断寸き TSSす揣末エミュレータ(Ⅱ)

によって,ログの再表示はログ表示づログラムによって行われる。以

下に, TSS 入Ⅱ_1カメッセージ0グの実現力法について述ベる。

(1) 0グファイ}レ

《MULT116シのフレキシづルディスク上に作成され,781セクタ,10OK

ハイトの容_最を持ってⅥる。ログファイルは図 5、に示すように,セクタ 0

に 0グ管理情慨が入り,セクタ1以降にログ本休が入る。セクタ1以降

分散処理志向教育用支援システ△・長谷部・佐藤・松木・幌川

利用可能者
ファイル

セクタ1

ログ管理情報部

10個のログの

開始,熱了セクタ番号

果金ファイル

.

ローカル誤全ブログラム

(課金レコード完成)

.

(]28バイト/セクタ)

(出力)

.

.

.

.

セクタフ81

.

第1セクタ

.

ログ格納部

(郎)

第2セクタ

個々のログ

課合番号,ジョブ1D,

ログォン時刻,ログォン年月日

ログ識別情報

図 5. TSS入出カメッセージのログワアイルの構造

TSS入出カメッセージ

は循環的に使用され,最大10回までの TSSセ,,ションのログを格

納・管理できるようになっている。各 TSSセリションの口づは第1セ

クタに 0グ識別情報として,課金番号,ジョづID,回線番号,口づオン

時刻,日グオン年貝日が入り,第2セクタ以降に入出カメ四セーづが可変

長,づ口,ワ牛ングフォーマットく、入れられる。

なお,ログファイルの容呈は,代表的教育システ△での TSS 使用実

績を参吉にし,2時闇以上の TSS利用のログを格納できるものと

した。

(2)ログ採取方法

《MULT116>とホスト計算機は, RS-232C でフリーラン接続する。

0グ機能付き TSS 端末エミュレータ(山は,ログ採取機能を TSS端

末 1ミュレータ(Ⅱ)にサづルーチンとして組み込んだものである。 TSS

利用においては,キーインした文字、原則として,ホスト計算機から工

コーバックされて, TSS 操作忙対する応答と同様にホスト計算機から

のメッセージとして, RS-232C経由で《MULT116》に入力される。

ログ採取ルーチンでは, TSS 端末エミュレータ(Ⅱ)の RS-232C入力処

理ルーチンからの出力を採取して, CR, LF ごとにログファイルに出力

先頭にレコード番号

最後にCR,LF

.^"
.^ー

第nセクタ

.ーー

.ーーー゛.ーー

.^ー

TSS入出カメッセージ

67(54D

.
 
0
 
.

.

.

.



ホスト計算機
RS-232C

制御

している。ただし,ログォン時にキーインする課金番号については,ホ

スト計算機からエコーバックされないため,ログォンに成功したときのキ

ーイン内容を課金番号としてログ識別情桜のセクタに記録している。

図 6.に 0グ採取の概要を示す。

(3)ログ再表示の方法

スタンドアロンモードでログ表示づ口づラムを用いて,ログファイルの内容を C

RT上忙再表示することができる。ログ表示づログラ△の操作方法は,

ホス"汁算機の DEMANDづロゼ,サと類似Lたものとなっている。

まず,現在ログファイルに格納されているすべての TSSセッシ,ンの

Ii予扱(回線番号,ジ.づID,課金番号,ログレコード数,ログォン時刻,

ログォン年阿日)が 0グ番号を付けて口づオン時刻,口づオン年月日の新

しい順に表示される(ログ番号は0から最大9 までである)。表示し

たい TSSセ四ションのログ番号を指定すると, DEMAND づロセッサと

同様のポインタ移動,表示のコマンドをキーインすることにより,白由

に,その TSSセ,ルヨンの操作内容をCRT上に再表示することがで

きる。

モジユール

ログ機能付き丁SS端末エミュレータ(1D

MULT1 16

RS-232C

入カルーチン

ログ採取

ルーチン

図 6.口づ機能付き TSSエミュレータσD での口づ採取

RS-232C

出カルーチン

処理ルーチン

ログファイル

今回紹介した分散処理教育システムの開発によって,10年余りにわ

たって整備・強化されてきた教育用システ△は,新たな発展の段階に

入りつつぁり,今後,類似のシステムが東北大学,東洋大学など,多

くの大学において構築され,一層の機能強化が行われてゆくものと

思われる。

そこで,教育用システムにおφて今後予想される発展の方向と課題

につ仏て触れておく。

・パソコンとホスト副'算機の闇で,コマンド,エディタ,言言吾などの親矛打

性を高め,ユーザーインタフェースを可能な限り統・ーしてゆくことが望

まれる。

・大中形汎用機,ミニコン,パソコンによる LAN,更には,発展目

覚しい高機能ワークステーションからなる LAN が普及してくること

は想像に難くない。とれらのLANが持つ柔軟性を生かした教育

支援,更には高機能ワークステーションを利用した CA1なども今後研

究してゆくべき課題であろう。

最後に,分散処理教育システムの設計,開発に際し,貴重な助言を

いただいた,東京大学教育用計算機センターの業務委員会,避営委員

会の諸先生方に深く感謝の意を衷する次第である。

CR丁表示

6,むすび

キーイン

(1)東京大学教育用計算機センター.教育用計算機センター報告,

NO.23 印召 59-4)

(2)猪瀬憾か.東京大学教育用計算機センター省力化システ△,三斐

電機技報,51, NO.フ(Π召52)

(3)岡部ほか.多端末TSS志向教育用電算機の授業援助システム,

三菱電機技報,56, NO.6 (昭57)

(4)三斐電機(株):1RSS 使用手引書

(5)三菱電機(株)江RSS遠隔パッチ処亜使用手引書
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二.

68 (542)

參

ー、、"ノ『Lノ門、"^J-、"ーー、J.、ノ昆、Lコr^-J^コJ^"J、ノー、_ー、_コ"ー、/J^コ"、]J.凡_ーー、コ.^ノー

文献

1 {

三斐電機技袈. V01.59 ・ NO.フ・1985

考



マイコン制御ι二よるかくはん式洗濯機《Mr,かくはん》

1.まえがき

我が国における家庭用電気洗濯機は,現在普及率が99%に逹し,

家庭の必需品となっており買換え需要を中心として安定した市場を

、つ,最も身近に愛用されている商品のーつである。

洗濯機の基本機能は,「衣類などに付荊した汚れの除去」つまり

一般に洗浄と呼ぼれるものである。 n本においては,この洗浄とい

う機能を満たす洗浄方王勺として,まずかくはん式が導入されが噴流

式更忙これを改良した渦巻式ヘと変遷してきた。この渦巻式は洗浄

力が大きく短い時冏で洗濯ができ,低価枯なとともあって我が国に

定芯し普及した。との渦巻式洗濯機において,最近洗濯1こ対する意

識に変化がみられ,布がらみ・布傷みの少ないものであってほしい

という要望が強くなってきた。

今回,とれらの消費者二ーズ忙マッチした洗濯機として開発したの

吉田義雄、・野田富士夫"・廣岡

が,図 1.に示すマイコン制御によるかくはん式洗濯機ぐM,、かくは

ん>である。この《Mr.かくはノV>は,従来のかくはん式巴妥なり,

かくはノν課の同転状態をセンサで検出し,とれに基づV、てモータを直

接正逆回転制御することにより,かくはん翼を約1回転内で往復回

転運耐随せ,衣類をもみ・ふり・押し洗いしながら洗浄を行う新し

い洗浄ブ戸ての洗濯機である。

2.日本における洗浄方式の変遷n"幻御

我が国でば古くは,とぎ汁や豆類の粉末なだを洗朔ルして,足踏み,

手もみ,たたき洗いなどで衣類を洗っていた。江戸Π寺代になると

"洗濯屋"や"洗い物店"といら名の洗濯を商売とする岩が現れ,明

治に入る巴機械を遵入する業者がでた。一般家庭用として,電気洗

濯機が日本忙初めて登場したのが大正末期であり,アメリカから輪入

したかくはん式であった。図 2.に示すように,このかくはん式を

^

ー=丁

〔加妨く獣コー"

( a )

泓j***

2榊式洗濯機 CW-K300 形 化)全自動洗濯機AW-K360形

図 1.マイコンかくはん式洗濯機《Mr.かくはん》

5

イーー~
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,、

屡琴達婆ず声ゞ

15 20

改良し風産化を開始したのが昭和5年である。戦争

のため一時製造巾止となったが,24年忙再び発売さ

れた。

かくはん式は,モータの回転をクランク・ギャなどの

機械的変換機朧により,洗濯楸底面巾心に設けたか

くはん堺を所定鈎度の往復回転運動させ,衣類を揺

駒仂Kはんして汚れを除去する洗浄力式である。と

の力式は「布からみ」・「洗いむら」・「布傷み 1 が少

な込と仏う長所がある半而,洗浄力が小さく洗濯時

問が長いという欠,'無があり,更に機枇部の構造が複

雑て・高佃iであったとともあり,あまり普及しなかっ

た。

昭和28年には,洗濯Mの側壁に設けた回転翼を

回転させ,この回転運動忙よって洗浄を行う噴流式

が開発された。これは洗濯時問が短く,かくはん式

より低価格であったことから,市場が喚起され始め

た。そして翌29午,噴流式の人気が高まり,数多

く発売されるよらになったが,洗濯鼎汐+への水の飛

び散り,水吊が少なφときに洗えない,布傷みが多

いなどの欠点があった。やがてこれらを改良した渦

巻式,つまり回転爽を洗濯瓣底面に設け,との回転

により洗浄を行う方式が開発され日本に定着した。

昭和35年にこの渦巻式に,ローラ式脱水に代って

述心脱水機を付サた2槽式が発売され,洗濯機が急

激に普及した。その後,洗濯槽と脱水槽を兼用し,

洗いから脱水までの工程を白動化した全自動,更ιC

は洗いからすすぎ,すすぎから}悦水を白動化した白

動2樒佐勺が朋発され現在忙至っている。

なお過去にいく疫か,ドラムを水平軸の回りに回転

させて,衣類を持ち上げては水而に落一Fさせ,たた

き洗いて・汚れを除去するドラム式が発売されたが,
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洗剤を含めた洗浄ブJ,重さ,コストなどの問題で定盖しなかった。更

には衣類を上下方向揺動して汚れをとる振動式も発売されたととが

ある。

3.《Mr.かくはん》開発の背景

電気洗濯機は,"衣類の洗濯"という主婦にとって重労働であった

家事行為に省力化をもたらしてきた。最近,生活の欧風化や生活水

染の向上による衣類の多様化,絶対量の地加,更には毛布や力ーテン

などの大物洗いの要望もあって洗濯機に対する不満がみられるよう

忙なってきた。

首都圈内の主婦715名を対象として,

(1)現在使用してφる洗濯機に対する不満点

(2)次忙洗濯機を購入するときの重視点

について調査を行った。その結果を,それぞれの項目忙おいて不満

である人・重視する人の割合を不満度・重視度として表したのが図

3.である。図で明らかなように,不満度かつ重要度の高い項目と

し「布がらみ」・「おしゃれ盖洗い」・「襟・そでなどの部分汚れ」・

「糸くず」・「使用水量」が上位にランクされ,重要度が高い項目と

して畔耐牙み」・「大物洗い」が挙げられる。

上述のよらに,長い問親しまれてきた渦巻式洗濯機を,最近主婦

は必ずしも優れた,満足のいく洗濯機とは思っておらず,

(1)布がらみのない

(2)おしゃれ着も安心Lて洗え,かつ洗浄力が大きい

(3)布傷みがなく,糸くずが心上苫しない

(4)使用水最が少なく,かつ大物が洗える

洗濯機を要望して込ることが分かった。とれらの消費者二ーズの本

質を把握・評価し《Mr.かくはん》の開発を行った。

4.《Mr,かくはん》の洗浄方式

洗剤忙は繊維と汚れの粒子との問に働く力を弱くする作用や,繊継

から除去された汚れの繊維ヘの再付芦を防止する作用がある。しか

し単忙洗剤液中に汚れた衣類を浸しておくだけでは汚れが除去され

る訳ではなく,汚れを除去するには纖維と汚れとの問に機械的 1ネ

ルギーを与える必要がある。たら込・洗濯板を使った手洗い洗洗!の

時代には,衣類をもむ・ふる・押す・ときにはたたくこ巴によって,

纖維と汚れの間に機械的エネルギーを与え,汚れを除去していた。

渦巻式洗濯機にあっては,洗灘槽底西に設けた回転堤の回転運動

によって,衣類と洗剤液とに機械的エネルギーを与えるもので,回転

遜の形状や回転条件の設定によって機械的エネルギーを大きくすると

とが容易であり,高い洗浄力を得るととができた。しかし渦巻式は,

回転翼と衣類冏との機市戍的エネルギーの授受が回転堤近傍での局部的

な、のであり,回転翼から雜れた衣類ヘのエネルギーは減哀し,かつ

位相ずれを生じる。このために布がらみが発生しやすく,また回転

翼近傍の衣類は回転堤とのこすれ忙よる損傷をさけるととができな

かった。

一方従来のかくはん式は,洗濯槽巾央に設けたかくはん翼の往復

100

90

80

70

60

50

部分汚れ.

10

0 10

、S、ろフkの利用.

.布からみ

.おしゃれ着洗い

.糸くす

.使用水量

.洗いながら

脱水

70 80

重視度(%)

図 3.洗濯機の不満.点と重祝点
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5
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従来のかくはん式における洗浄力

図 5.洗浄機枇の構成

往復回数70回/min
(a)

図4

従来のかくは人式

回転角度 220゜

往復回数 50回ノmm

モータ

20

図 6,かくはん堤(左)と渦巻式の回転遜(右)
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運動によって衣類を全体的に揺到功Kはんし,位相ずれの少な仏状

態で機械的エネルギーをどの衣類Kも万遍なく与えるもので,布をか

らめることなく,布イ牙み・洗いむらの少ない洗浄を行うことができ

た。しかし,図 4,に示すよう{C,洗淳}力は渦巻式に比ベかなり低

く,現在の消費者二ーズにマ,チするものではなかった。この方式に

あっても,かくはん爽の角速度を大きくし,衣類に与える機械力を

大きくするととによって,図く・明らかなよらに洗浄力を高めるとと

ができる。だがかくはん翼の往復回転運動は,機械的変換機拙によ

つて得られるものであり,衣類の量や衣類の動きに無関係にかくは

ん翼が運動するため,上・下死点でかくはん翼に加わる負荷抵抗が

大きくなり,機械的衝撃が激しくなる。との衝撃を吸収することは,

一般家庭の洗濯機を前提とする朧造では困難であった。

4.1 洗浄機構の構成

図 5.はくMr'かくはん》の洗浄機例jの構成を示す、ので,この機

枇は,支柱に 4枚の羽根を取り付けた図 6.の"かくはん堤"を洗

濯槽中央に設け,減速手段を介しモータでかくはん翼を直接正逆回

転廓動して衣類を括動かくはんするものである。そしてモータに取

り付けたパイロットゼネレータ(以下,衣類センサと呼ぶ)によってかく

はん翼の回転状態を検出し,マイコンを主体とした制御回路で,衣類

センサの情報に基づ込てモータを正逝回転制御するととによって,上

述のかくはん翼の往復回転越動を得る。

制御の基本アルゴリズ△は,かくはん翼が所定角度(以下,強制回

転角と呼ぶ)回転したときにモータへの通電をやめ,

かくはん翼の慣性回転が艇ね停止したのちに,モータ

に通電し,かくはん爽を逆回転させる、のである。

なお,かくはん爽が,慣性回転も含めて1回転を大

きく越えないで往復回転運動するように,強制回転

角を制御している。

4.2 かくはん斐の回転角・角速度特性

この洗浄機拙Kおいては,かくはん貿の回転角・角

速度特性が洗濯する負荷呈によって大きく変化する。

図 7.にその一例を示す。図中(司,(b)で明らか

なように,負荷条件の述いは強制回転状態忙はあま

りみられないか,通確停止後忙大きく現れる。これ

ば俄性回転時にかくはん翼に加わる抵抗が,負荷条

件によって変るためであり,かくはん堤が停止する

までの時恬K以下,通,E停止1]制剖と1呼ぶ),その冏に

かくはん澀が動ぐ隣性回転角が大きく変化する。

(1)負荷が多いとき

強制回転を主体とした強力な,速い周期の往復回転

運動

(2)負荷が少ないとき

憤性回転角の大き義やわらかい,ゆったりした岡期の往復運動

に,かくはん翼の動きが自動的忙変化する。

なお負荷量が同じであっても,洗濯物の形状や材質など忙よって

も,かくはん褒に加わる負荷抵抗が違い,上記同様かくはん翼が自

動的に異なった動きになる。例えぱ厚手の作業服やジーパンなどの

負荷に比ベて,同量でもランジェリーやワイシャッなど薄手のものの場

合には,回転角度が大きく,ゆっくりとした周期でかくはん翼が衣

類をやさしく揺動かくはんする。

4.3 布の縦回り

洗濯槽内の衣類は,図 6.のかくはん貿の往復回転運動によって洗

浄されるが,衣類はこの運動によって単に同一平而内で揺到仂Kは

んされるだけでなく,ゆっくり巴洗濯槽内を縦方向に回動Lながら,

万遍なく機械的 1ネルギーを受ける。

(1)布の食仏込み

図 8,(a)に示すように,かくはん堤の羽根が下方ほど大きいので,

これの往復回転運動によって近傍の衣類に鋤く速心力には,上下方

向K差が生じ,全体として矢印①の方向忙吸引力が発生し,衣類は

かくはん翼の支柱に沿って洗濯槽の底忙引き込まれて仏く。

(2)布の押し上げ

洗濯槽壁而近傍での衣類の到建は下方ほど大きく,壁面近傍の動圧

(1)従宋の

71(545)

回転角

(2) Mr.かくは人

強制回転

水面

(1)従宋のかくは人式

琵を,心力

( a )

かくは人翼

0

マイコン制御によるかくはん式洗濯機《Mt.かくはん》・吉田・野田・廣岡・杉里卜田中

布の食い込み

2

3

(2) Mr.かくは人

6

時問(×10oms)

1

ノ一

ノ

壁面動圧分布

0

〆＼
'

図 7.かくはん翼の動特性
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図 8.布の縦回り
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分布は図 8.(扮のようになり,かつ偕底商の曲線形状によって上

方ヘの合成力も加わり,矢印③の力向に衣類は押し上げられる。

(3)布のたぐり寄せ

図 7.(0)に示tように,水面に近い衣類はかくはん翼に接近し羽

根に触れると,④,①の動きによってたぐり寄せられ,矢印①の吸

引力によって下方に食い込まれていく。

以上のよう忙,かくはん婆の往復回転述動によって,衣類は支柱

に沿って下方忙吸い込まれ,そして洗濯槽の壁画に沿って上方ヘと

縦力向忙桓1りながら,揺動かくはんされる。したがって,かくはん

鍵の運動で,大きく揺動されることによるふり洗い,小さく揺動さ

れるもみ沈い,そして下方ヘそして上方ヘの移動中に押しつけられ

る抑し洗いと手洗い洗濯感覚のメカニズ△で,どの衣類も一様忙機械

的エネルギーを受け,付着していた汚れがむらなく除去される。

4.4 洗浄特性

洗i子卜特性に影粋を及ぽす要因として,

(1)洗濯槽,かくはん翼の形状

(2)浴比(負荷量に対する水量の割合)

そしてかくはん翼の動特性に関連する,

(3)かくはん翼の角速皮

(4)かくはん堤の強制回転角

(5)かくはん翼の通電停止時冏

を主なものとして挙げるととができる。

ここでは,かくはん葬の動特性に関する項罰と洗浄力の関係をー

伊ルして図 9.に示す。図で明らかなように,洗浄力を大きくする

には,かくはん褒の,

(幻角速皮を大きくする

(b)強制回転角を大きくする

(C)通電停止時冏を腫くする

が挙げられる。

この洸浄機構の基本仕様設定にあたっては,洗浄性能のみならず

モータの特性,更Kは消賀者の感覚的とくに衣類の動きに関する視覚

的評価をも十分に吉慮して込る。

4.5 かくはん駕

かくはん翼は,洗浄性能だけでなく機械的強皮についても検討を加

え,それの形状,諸元を設定している。かくはん翼を図 10.(司

に示すよう{C,要索数妬4,節点数452 にモデル化し,

(1)洗濯工程で発生する最大負荷トルク

(2)かくはん翼の先端にもたれかかるこ巴を想定した荷玉

の条件、Fで発生する応力,ひずみ及び変形状態を模擬し,疲労破壊

SAMBOL

L

Y址UE (kE/cmユ)

7、

2.513341E-03
2 194170E-02

4

27σ

150rpm
10mln

4 137005E-02
6.079841E-02

7 1.190833E-01
ト385117E-018

1 57940OE-019
1.フ73686E-0110
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9.965503E-02
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11M'.N

SAMBOL

.、

ウ' 1

、
ノノ

^

゛

VALUE 住宮ノCm:}

5.565688E- 03
2.588093E-02

'X ・・

・・・',＼、1
^ユ

ー.^^^】J'.

(a)モデル

y

4.619617E-02
6.651139E-02

ーー,

8.682662モー02
1.071419E-01

1.274571E-01
】.47フ723首一01

がないよらにかくはん撚の設計を行っている。図中(b),(0)は条

件(1)で支柱,羽根に発生する応力分布を表したものである。

5.《Mr.かくはん》の主な仕様と洗浄性能

5.1 仕様

マイコン制御のかくはん式洗浄機構を搭載した《M".かくはん》 2柚

式洗濯機と全自動洗泌機の主な仕様を表1,に示す。

5,2 洗浄性能

との《M,、かくはん》と当社の渦巻式とを対比し,2槽式洗1径機に

おける布がらみ,洗浄力,布傷みについて述ベる。

(1)布がらみ率

布がらみ率は次式御によって求める。

1.680875E-01
1.8840?9r-01

110

(C)羽根

100

化)支柱

図 10.かくはん堤の応力解析

90

80

モ
洗浄時問

135 150 165 200 250 300 200 300 350

最大角速度θ(rpm) 強制回転角θ C) 通電停止時問 T (ms)

( a ) ( b ) (C )

洗浄力:θ=150ゆm、β=270゜, T=260ms,1=10mmにおける洗浄度御を100とする

図 9.洗洋特性

110

27σ

260ms

10mm

100

90

72(54の

80

工

H0

.ーートーーー」ーニ]幻00御

巧orpm
260rns

10rnm

100

X からんだシャッの枚数(他のシャッと,あるいはそれ自身

<・からんだもの)

π.定終負荷時のシャッの総枚数

r:シャッの取出し回数

ι:からんでいないシャッの枚数

/, g .定数 0.41,03

その結果,

渦巻式CW-910形平均値王=69%,標準何差0=

10%《Mt,かくはん》CW-K300形王=0%

であり,《Mr.かくはん》は布がらみがなかった。

(2)洗浄力と洗いむら

図 11.は洗浄力及び"W争度ωの標準箭差,俗にいら洗い

むらと洗浄時問の関係を示すものである。図(司で明ら

かなように《M,.かくはんシの洗浄力は,渦巻式に比ベ

数%低い。しか 1"図(b)1てみるように洗いむらは,渦

三菱電機技報. V01.59. NO.フ.1985

90

80

1
?

3
4

5
6

7
8

一
グ

9
0

.
電

1コ

L
コ

R
畷
絽

一

一
 
1
司

イ
、

θ
.
ー

R
鳧
黙

R
竜
宗

1
2

5
6

θ
 
T
 
1

θ
 
T
 
1



項

電

外形寸法

(mm)

表 1.《M..かくはノV》の仕様

目

包臣

製

2槽式洗濯桜

CW-K 300 形

幅

τコ

訂【1

洗遜客量(kg)

73(547)

重量(kg)

曽

さ

牟水量

水

洗

」1

AC I0OV 50,60HZ

768

431

かくはん魂の往製回数

甥

⑦

885

方

挟

脱

25

式

永

脱水回転数(rpm)

3.5

無殴坊換(于動)

方

33

612

消致地力・出力(W)

式

555

35~45往後/m]n

6.《Mr.かくはん》の特長

<M".かくはん>のマイコンかくはん式洗浄機織は,従来のかくはん

式巴は異なり,"かくはん爽の回転状態を衣類センサで検出し,との

情報に基づ込てモータを直接正逆回転制御し,かくばん奨を約1回

転内で往復回転運動させて,衣類を縦に回動させながらもみ・ふ

リ・押し洗込で洗浄するーものであり次の特長をもって込る。

(1)「布がらみがほとんどなく」,「洗いむら,布傷みが少な如」

角速度の大きなかくはん翼の往復回転運動忙よって,渦巻式と低ぽ

同等の大きな洗浄力で,かつ布を低とんどからめナ,傷みの少ない

そして洗いむらの少な込洗浄を行う。

(2)洗濯物にあった水流を宙動調節する「自動おまかせ水流」

衣類センサてイ鮒竒状態を検出し,負荷あるいは厚物が多いときには,

強力で速い周期,負荷が少ないある込は商物が多いときには,柔ら

か込,ゆったりとした周期の運動に,かくはん翼の動きを白動的に

制御し洗濯物にあった適切な水流を作り出す。

その抵かに《Mr.かくはん>には,

(3)見やすく,使いやすい「前面操作パネ}]

(4)乾燥機を低く設脳でき,邪魔にたらな込「おれおれフタ」

(5)竃源が白動的に切れる「オートパワーオフ機術」

920

34

負荷鼠による内動閧鰯

かく批ん式

50HZ

60HZ

モ洗 50HZ 490

夕IN 60HZ 495

4段(高・中・低'少址)

3.6

何渦巻式CW-910形

47

ミι」 1,400

系{J I,700

100

述心脱水式

W~50往復/mm

50
ノ
ノ

洗;争力:渦老式にお
を1Ⅸ)とする

0

,ノ
"ノ

洗濯容量3kg

約 900

^^

@従来のかくはん式
回転角度220

往復回数50回ノmm

ける,先争慶町(洗j争時問10判n)

105

洗浄時問

(a)洗浄力

50 HZ

60 H乞

@)Mr.かくはん
CW-K300形

100

AW-K360 形

520

540

50

.1ε0

15

(min)

@Mr.かくは人CW-K300形

」0

0

洗濯容綴3k宮

⑯渦巻式CW-910形

50

-100

20

5

5

先浄時問(min)

10

0

洗いむら'局巻式における先争度'の1票凖偏差(、先
1争時問10rrHn)を100とする

化)洗いむら

図Ⅱ.洗浄力と洗いむら

一5

15

丈

洗浄時問(h) CW-K300形

＼_
幅 CW-910形

広器劇

四心

巻式に比ベ大幅に小さく,また洗浄数分忙して急激に波少する。そ

して通常の洸浄時冏10分前後でも洗いむらは,如%の改筈である。

(3)布傷み

くMr.かくはん》は布がらみが低とんどないために,衣類の形くず

れも図 12.に示すように大幅{C改善されている。また衣類どおし

や,羽根とのこすれなどによって発生するりント址も渦巻式CW-

910形に比ベ30%の波少をしている。

渦巻式CW-910形

10

-10

20

ーーーー

20 ＼My.かくはん

U首半袖シャツ(線]00制

図 12.形くずれ

(の除湿タイづ衣類乾燥機の「排水ホース援

続口」

(フ)糸く,、取り「フィルター」

(8)毛布,タカレケ,り卜などの「大物洗い」

全白動洗灘機AW-K360形には更に,

(9)最終すすぎで仕上剤を投入する「ソフト

剤自動投入機構」

(1の洗い・排水・胱水工程での受常を警報

する「トラづル監ぢι機育毛」

などがある。

フ.むすび

多様化した消費者二ーズの本質を氾握・評価

し,洗濯機本来の機能だけでなく,操作性・

デザインなどの人冏工学的な面にも十分な配慮をして,新規性に富ん

だ《M,.かくはん》の俳拶を・商品化を行ってきた。今後も更に研

究・改筈を重ね,より魅力ある倍i品として<Mr.かくはル>を発屡

させる所存である。

マイコン制御によるかくはん式洗濯機くM,.かくはん》・吉田・野田・廣岡・杉野・田中

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )
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特許と新案有償開樹棚棚脚川肌Ⅷ同削削削川川川

この発明は,ゲート1川路を削いて構成され,かつ竃源投入時忙出力の

状態を決め得るフり,,づフロッづ回路に関するものである。

ゲート回路を用いて織成されるフりツづフロッづ回路は,構成が簡単な

為,従来より広く使用されている。図 1 は NAND ゲート 2個を用

いた R-Sフり,,づフロッづ回路である。本回路は,電源投入時忙出力の

状態を決定できな仏為,従来は図 2 に示す様に抵抗R と容量Cか

ら成る外付け回路を付加する事ICより電源投入時に NANDゲート

(1)の入力を" L"に保ち,出力(4)を" H",出力(6)を" L"

に決定していた。しかしながら,集積回路内に大きな値の容量を作

る出は難しく,集積回路内では簡単に実現できなかった。本発明は,

通常動作時の各ゲートの回路しきい値電圧を同じ値に維持しながら,

ツプフロップ回路フリ

有償開放についてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

3

5

(特許第 11町041・号)

発明者宮"'行雄

1卸原投入時に出力の状態をνU註し得るフりヅづフロッづ回路を実リιして

いる。図 3 は本発明のーヲ劃愈例で,エミッタフォロワ回路出力を1寺つ A

ND ゲートの出力にトランジスタ(1の,(11)を付加L,トランジスタ(11)の

ベースと電源冏に抵抗を挿入している。との雛成により電ル弼艾人時

にトランづスタ(11)が必ず先にオン状態となり,出力(4)を" H",出

カ(のを" L"に決定できる。又, AND ゲートは同一回路構成を用

いるので,通常動作時に各ゲートの回路しきい値電圧を同じ値にす

ることができる。
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.民生用半遵体の屡望

.CMOS 8 ビット 1チソブマイコン M50754-X X XSP

.シングノレチップ形 CRT コントローラ M58992P

.カラーテレビ用信号処理1チップ1C

.ゼニス方式米国TV音声多重復調用IC

.Hi-FivlR用音声信号処理IC

.コンパクトディスクプレーヤー用半導体架祐回路

.超低雑音Bi-FET オペアンプ

.90OMH.帯高周波高出力混成集積回路
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.電縫管シーム位匙検出奘壯
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三菱オフィスコンピュータシリース

《MELCOM 8のシステ"0.302010

^

このたび菱電機てはオフィスコンヒュータのま斤シリーズ

MELCOM 8のシステム40・30・20・10を開発しました。この

新シリーズは、近年のOAシステムにおける高度化・多様化の

要求に対応し、オフィスワークをより効率的にカバーするた

めのオフィスコンヒュータシステムを提供するものて、す。

特長

.システム規模の拡大

システム40は、最大16Mパ'イトの主記憶容量、当社従来機モデル

500の1.4倍の処理速度の向上など、汎用小型機を上回る性能.機能

を実現しており、大規模システムの構築が容易にてきます。
.コンハクト化

256Kビツトメモリ素子の全面採用、統合入出力機構の開発、 5イ

ンチ大容量固定ディスクの採用(システム10のみ)などにより、小

型化・省電力を達成してします特にシステム30は、 32ビット機

としては初めてディスクサイドキャビ才、ツト(高さ70omm)を実

現。どんなオフィスにも手軽に設置て'きます。

.ソフトウェアの互換性

システム40・30て'はDPSI0、システム20・10て'はDPSⅣの既存オヘ

レーティングシステムがそのまま使用て'きますフログレスΠて

作成されたフログラムは、 DPSI0とDPSⅣのOS間て'ソースレベ

ルの互換性があります。そのため、下位機から上付機ヘの移行及

び従来機から新シリーズへの移行が容易に実現tきます

仕様

'システム40 ,システム10

12Ki吾(オフション)

1.4Gパ'イト

32台

580×700×70omm

1司定ディスク1台内蔵

システム10

0.5~2Mパ'イト

出

127

出

2ガミート

:ノ

195Mパ'イト

8台

190×700×70omm

估1定ディスク1台内蔵
基本キャビ才、ツト外形

オペレーテーングシステム

^

メ

ス

モ

システム40 システム30

4~16Mパ'イト 4~8Mバイト

1ビット誤り自動a丁正
298

16個(32ビット)
16Kパ'イト(オフション)

1チャオ、ノレ(基本処理装置に内蔵)
4ボート 2ホート

.キ怠合化OAソフトウェアの提供

OAワークステーシ"ンを従来の口ーカルワークステーシ"ンの代

りに接続することにより、従来の日本語ワークステーションとし

ての利用の他に、ホスト側て'作成されたデータをOAワークステー

ション側に転送し、 OAワークステーションのノξソコン機能を利用

したグラフ、表の作成、文書ヘの挿入など、ホストと端末倶リフ

トウェアとのより有機的な結合による統合OA機能を実現します。

DPSⅣ

6飛ート
単精度・倍精度(オフション)
32K語(オフション)

3.2Gパ'イト

640

760× 1000× 70omm

固定デ'スク2台内蔵

崎

1.6Gパ'イト

32台

760×700×70omm

固定ディスク1台内蔵
DPSI0

システム20

1~4Mパ'イト

1ビット誤り完全
12フオフション14

6イ臥16ビット)
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